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２０２２年３月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

３月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１７日（木）、ＮＨＫ福岡拠点放送局

（ウェブ開催）において、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、前回の審議会での答申を受け、「２０２２年度九州沖縄地方向け地域放送番

組編集計画」を決定したこと、およびこれに基づいて策定した「２０２２年度九州沖縄

地方向け地域放送番組編成計画」について、説明があった。その後、事前に視聴した「九

州沖縄〇〇すぎる！選手権２」を含め、放送番組一般について活発に意見の交換を行っ

た。 

最後に４月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  古荘 貴敏 （株式会社 古荘本店 代表取締役社長） 

委  員  西野 友季子 （株式会社ニュー西野ビル代表取締役） 

乾  眞寛  （福岡大学 スポーツ科学部 教授） 

いのうえちず （雑誌モモト 編集長） 

岡野 涼子  （一般社団法人ＮＩＮＡＵ代表理事） 

久保田 正廣 （西日本新聞社 論説委員長） 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部 教授） 

吉島 夕莉子 （吉島伸一鍋島緞通株式会社 ５代目技術継承者 デザイナー） 

吉水 請子 （極東ファディ株式会社 取締役 商品経営本部 本部長） 

 

（主な発言） 

 

＜「九州沖縄〇〇すぎる！選手権２（総合 １月２８日(金)放送）について＞ 

 

○  笑いながら、楽しく見た。プレゼンターである、各県のご当地タレントのキャラク

ターが個性的で、バカリズムさんなどのスタジオにいるお笑いタレントとのかけ合

いも、素直に笑えた。雑学やうんちくなど、一つ一つの内容がしっかりと深掘りされ

ている部分には、ＮＨＫらしさや、各県の郷土愛を感じた。７２分間という番組の長

さがどうかというところはあるが、コロナ禍で閉塞感（へいそくかん）が続いている

なかで、郷土愛と地元の話題で楽しむことができたことは、ＮＨＫのバラエティー

番組の切り口として非常に新鮮で、好感を持った。 
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○  家族団らんや、晩酌のお供にぴったりで、本当にリラックスして楽しめる番組だっ

た。熊本のプレゼンターの慶徳二郎さんのベタ過ぎる笑いが最高だった。沖縄の護

得久栄昇先生については、沖縄特有のものをこてこてに凝縮した独特のキャラクタ

ーなので、例えば、沖縄のことばで何か言った際には、それをテロップなどで補完す

ることができたら、もう少し伝わりやすかったのではと感じた。また、ウマすぎる酒

のツマミ＆シメというコーナーには旅情をそそられて、飲んべえにはたまらなかっ

た。コロナで旅行することも厳しい状況なので、つかの間の旅気分も味わいつつ、非

常に楽しく見た。 

 

○  本当におもしろかった。当初、７２分は長いと思ったが、それぞれの地域の特色が

しっかり出ており、あっという間に見終わった。今回、地元の日田市も取り上げられ

ていたが、地元の人でも知らないことがしっかりと盛り込まれており、それを一人

一人のドラマに迫った形でつくっているところは、本当にすばらしかった。それぞ

れの地域の一人一人のドラマが見えたような気がした。「○○すぎる」というところ

で、深く深く掘り下げている観点がすばらしく、ＮＨＫのよさも出ていた。構成の途

中に昭和の歌などを挟んでいたところも、楽しく見ることができた。このような番

組を今後もたくさん作ってほしい。 

 

○  各地の埋もれているおもしろい話を掘り下げて、それを九州沖縄ブロックで提供

できるのは、ＮＨＫの九州沖縄という枠組みの強さと魅力だと改めて認識した。た

だ、お笑いタレントに頼った軽い雰囲気が、やや気になった。ＮＨＫに求められてい

るものを考えると、民放と同じようなことをするのは違うと感じる。若手お笑い芸

人のノリについていけず、途中でチャンネルを替える高齢者もいると思う。取材で

掘り起こしている話題やファクトは非常におもしろいので、もう少し落ち着いた番

組として成立させる余地もあったのではないか。バカリズムさんは非常に常識的で、

ＮＨＫの枠内に収めるアンカーの役を果たしたと思うが、次回はプレゼンターを一

新したらどうかという彼の発言も、一つのアイデアだと思う。笑えるところもあっ

て、好感の持てる番組だったが、次回はもう少し大人が楽しめるよう、改良の余地も

あると感じている。 

 

○  見ていてつらい７２分だった。民放のバラエティー番組のようなつくりになって

いるが、ＭＣとゲストの掛け合いのおもしろみに欠け、情報はおもしろいが、番組に

のめり込めなかった。セットがごちゃごちゃしていて、番組内のクイズも中途半端

に感じた。「プロフェッショナル 仕事の流儀」のパロディーもあったが、わざと似

せるのではなく本物のテロップなどを使えばよかったのではと思う。また、プレゼ

ンターを一新したらどうかというバカリズムさんの発言は、半分本気だと感じた。
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バカリズムさんがうまく生きていなかったこともあり、第３弾にむけて、ＮＨＫら

しい地方のバラエティーはどうあるべきかを再構築する必要があると思う。 

 

○  ご当地タレントたちがプレゼンターとして出演していて盛り上がっている雰囲気

はあったが、物足りなく、放送時間もすこし長く感じた。ご当地タレントも個性的で

はあるが、圧が強過ぎて、情報が残らない部分もあった。九州の夜のウマすぎる酒の

ツマミ＆シメの３件の紹介は、とても分かりやすく、食べてみたくなった。また、鹿

児島が優勝したが、選手権にする必要があったのか疑問が残る。次回の第３弾がど

のようになるのか気になるが、九州沖縄を盛り上げるという趣旨なので、この番組

を通して、最終的に行ってみたい、食べたい、と思わせることや、実際に現地を訪れ

るきっかけになるような番組づくりを楽しみにしている。 

 

○  コロナ禍だからこそ見たくなるような、落ち着いたらその場所に行ってみようと

思わせてくれる番組だった。見はじめると気軽に見ることができたが、最初はガヤ

ガヤしていて７２分は長そうだと感じてしまった。その地域に住む人にとっても新

しい、知られざる地域の魅力の発見などあれば、よりわくわくした内容になったの

ではないかと感じた。プレゼンターのキャラクターが濃過ぎるようにも感じたが、

このコロナ禍でどこにも行けない状況のなかで、九州各県のまだ知らないことを知

ることができた番組だったので、見ることができてよかった。 

 

○  ＮＨＫの強みである、深掘りした内容や情報を見ることができたところがよかっ

た。「○○すぎる」という部分が、誰かに口コミしたくなるような仕立てになってい

て、その点はとてもよかった。田川市のロボットコンテストを取り上げた際の、地域

の方たちの巻き込み方も、丁寧でとてもよいと思った。バカリズムさんが登場する

ことで、バラエティー番組であるというコンセプトは伝わったと思うが、熊本の温

泉地の感動ポイントにたどり着くまでが長く、どんな趣旨の番組なのか、なかなか

見えてこなかった。共感を覚える前に、視聴離脱してしまった方もいるのではない

かと感じた。また、スタジオに人気のタレントが豪華に配置されていたが、全員を生

かすという点では、もう少し人数は少なくてもよいと感じた。プレゼンターもご当

地ならではの方が出演していたが、もう少しトーク時間を削って、全体で５０分ぐ

らいに収めると、もっとこなれた番組になったと思う。 

 

○  とてもおもしろく、時間の長さを感じなかった。バカリズムさんの存在感もあっ

て、前回の「九州沖縄○○すぎる！選手権」よりもおもしろく感じた。また、各地の

濃いローカル芸人をどうやって探したのかとても気になったし、熊本の慶徳二郎さ

んについても、よく見つけ出したなという驚きもあった。各地方の表面的なおすす
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めポイントを紹介するのではなく、「○○すぎる」という突き抜けたテーマを扱って

いたことがよかったと思う。ＮＨＫは「ディープツアーズ」も制作しているが、細分

化すればするほど、その土地の深みを知ることができるし、ブランディングという

意味でも、突き抜けるところはよかったと思う。今回、番組への各委員の意見が真っ

二つに分かれていると思うが、コンテンツがこれだけ氾濫するなかで、１００人の

視聴者に対して、１００人に何となくうける番組よりも、５０人に仮に嫌われても、

５０人に喜ばれる、とがった番組にチャレンジすることも大事だと思う。 

 

○  番組のお笑いバラエティーの要素が強く、もう少し硬い雰囲気を入れてほしかっ

た。選手権では、審査委員長１人の判断で鹿児島が優勝に決まったが、どのような基

準で判断されたか疑問が残る。鹿児島の桜島大根はほかの県よりも内容が濃厚で、

優勝できたのは、桜島大根農家の大島さんの要素がつよ“すぎる”ことが影響したと

少し納得できたが、もし１人で審査できるなら、ほかの出演者を減らし、番組時間を

短縮した方がよかった。また結果発表の数秒後に、取り消し発言もあり、７２分間視

聴して納得感が少ないと思う。冒頭で、コロナ禍で大変な状況の九州の人たちを応

援する番組と説明があったが、なぜかうわべに見えてしまい、メッセージ性が低かっ

たと思う。ただ番組の取材内容については、九州沖縄の知らなかった食べ物、産業を

深く知ることができて良かった。コロナ禍が落ち着いたら、地元にはないおいしい

ものを食べに行きたい。さまざまな意味で次回が楽しみになった。 

 

（ＮＨＫ側） 

出演者の生かし方や、細部の構成や見通しが甘かった部分は、

次回改善していきたい。情報性は、より丁寧に高めていきたい。

ＮＨＫらしさについてのご意見も参考にさせていただく。新しい

ＮＨＫらしさも、コンテンツをつくり続けないと、見つからない

ものだと思っているので、引き続きご意見をいただきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ２月２５日(金) ドキュメント７２時間「福岡 あの日の遊園地は永遠に」を見た。

どの人も自分という人生の主役を生きているという、制作サイドの温かい視点に感

動した。かしいかえんの閉園を惜しんで訪れた人たちのことばを丁寧につないだ番

組で、さまざまな思い出やエピソードがあり、視聴者の多くの共感や大切な思い出

を引き出したのではないかと思う。気持ちを休めてくれる、また、同じ時代、同じ地
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域で生きてきた人たちの小さな一体感を醸成する番組だとも思った。映し出される

閉園日の映像が、昔とあまり変わらない景色であることから、おのずと役目を終え

て閉園していくことに気づかされた。ひとときの郷愁を感じ、また明日からしっか

り未来を見つめて頑張っていこうという気持ちも湧いてくる番組だった。 

 

○  ２月２８日(月)の逆転人生「逆転の人事改革！会社を変えた新リーダー」を見た。

富山県にある製薬会社の前田大介社長についてとりあげていたが、経営状態がどん

底の状態からどのように課題解決したのか、発見と気づきがある内容だった。前田

社長が実践した社内人事改革や実行力を見習いたいと感じた。不祥事は起きるべく

して起きるものだと感じ、取引先やお客様に対する責任など、前田社長の考え方が

大変勉強になった。また、ゲストのローランドさんの経営者としてのコメントが多

く、ほかの番組では知ることができない、新しい一面を知ることができた。 

 

○  ３月４日(金) ザ・ライフ「脱炭素社会の“本気度” 九州沖縄の現在地」を見た。

脱炭素はずっと追い求めていくべき課題であり、情報は知っておきたいと思ってい

たが、九州沖縄の現在地というタイトルに非常にひかれて視聴した。テーマは太陽

光発電で、年間１００日ほどの出力抑制がなぜ起きているのか、九州電力の池辺社

長の話を交えながら、追求していく内容となっていた。年間１００日ほどの出力抑

制と聞くと、さまざまな問題があるのではないかと思われがちだが、実は抑制率約

４％というのは世界平均よりも低く、よい状況だということがしっかりと番組で伝

えられていて、まさに九州沖縄の現在地という視点が入っていると感じた。ただ、現

状を伝えることにとどまっていたので、社会課題を解決するような取り組みを、今

後どのように番組にとりいれていくのか、見てみたい。 

 

○  ３月６日(日) ＮＨＫスペシャル「攻撃は止められるのか～最新報告 ロシア軍事

侵攻～」を見た。進行中の出来事であり、報道のスタンスや構成の難しさを感じた。

ロシアについては許されることではないという前提に立ったうえで、他の番組でも

さまざま取り上げられているＮＡＴＯの言い分に集中していたことが気になった。

取材活動が難しいなかではあると思うが、“最新報告”とタイトルにある通り、現地

で起きている最新の情報や、スタジオの識者３名によるロシアの国内の状況解説や

深掘りがほしいと思った。各支局の支局長が解説していたが、距離感が遠く、うまく

フォローできていないように感じた。解決の糸口を見つけるのは非常に難しい問題

ではあるが、時間がかかってもよいから、こんな道があり得るのではないかという、

何か糸口になるような内容があってもよいのではと思った。 
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○  ３月７日(月) 逆転人生「泣き虫スケボーコーチ 悲願の金メダル」を見た。非常

にタイムリーで、この番組でこの題材を取り上げたのがよかった。東京オリンピッ

クでスケボーが正式種目として採用され、開催国である日本の若き選手が金メダル

を取った背景に、日本のスケボーの競技としての土台をつくった早川大輔さんの存

在があったことなど、分かりやすくつくり込まれていた。金メダリストの堀米優斗

選手と早川さんの関係が、師弟関係ではない新しい関係性だったというところも解

き明かされて、説得力があった。番組の中で、中島みゆきさんの「ファイト！」とい

う曲が流れるシーンがあったが、このストーリーにあっており、とても心に響いた。

「逆転人生」のようなコンテンツをこれからもお願いしたい。 

 

○  ３月９日(水) に再放送された「ハロー！生理 世界で聞いた５つのストーリー」

を見た。タイトルにひかれて視聴したが、生理について、日本と世界の認識や考え方

を比べるという着眼点がとてもおもしろかった。日本では生理について、オープン

に教える内容ではなかったり、隠したりというところがあるが、海外では、性別・年

代に関係なく話し合ったり、婦人科に行ったりすることが分かり、勇気づけられる

番組になっていた。このような番組をきっかけに日本での認識が変わると、女性が

もっと生きやすくなるのではないかと感じた。また、男性も興味を持って一緒に見

るようなきっかけづくりがもっとできれば、番組の意義や価値がより大きくなって

いくと思う。性別、年齢問わず、また学校の授業でも、こういった番組を見てほし

い。「♯ハロー生理」でたくさんのツイートがあり、番組への高評価もたくさんあっ

たので、ぜひこのような番組を定期的に再放送して、多くの人に見てもらえるとよ

いと感じた。 

 

○  ３月１１日(金) フミダス！ガマダス「返したい…、被災地の思い出の品」を見た。

2022 年度九州沖縄地方向け地域放送番組編集計画の基本方針に、視聴者目線にたっ

て地域の課題解決を目指す番組を制作するとあったが、この番組はまさに視聴者か

ら寄せられた地域の悩みを解決していくものだった。今回は、人吉豪雨の被害によっ

て流失した持ち主不明の拾得物についてだったが、ＮＨＫの取材力、分析力を生か

して、持ち主に拾得物を返すという内容になっていた。一見すると、重くとらえられ

がちなテーマだが、冒頭のアニメーション、「フミダス！ガマダス」というポーズや

キャラクターなど、番組全体を通して楽しい雰囲気でつくられていて、おもしろかっ

た。情報発信だけではなくて、実践することがこの番組のテーマだと感じたが、今回

のように従来の行政やＮＰＯ団体などの枠組みで解決できない課題を、ＮＨＫの強

みを生かして解決していく、今後そのようなテーマで番組がつくられるととてもお

もしろく、期待したい。ふだんは裏方である記者が前面に出てくるところもおもし

ろかった。 
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○  ３月１５日(火) クローズアップ現代＋「緊迫ウクライナ▽迫る首都侵攻の脅威▽

市民たちはいま」を見た。番組の構成として、３分の２はウクライナで戦禍に遭って

いる方によるＳＮＳでの世界への情報発信を取材したもの、残りの３分の１が防衛

省の防衛研究所の兵頭慎治さんや、現地にいる日本人ジャーナリストの話だった。

民放では、そこまでやり切れないようなハードな内容となっていたが、残酷な現状

を見ることができたことは、非常に大切だと感じた。このような番組をつくること

ができるのはＮＨＫの強みだと思う。キエフで地元の交響楽団員が平和のために演

奏するシーンがあったが、ウクライナの国歌「ウクライナは滅びず」の演奏に胸が熱

くなり、非常に心に刺さる番組だった。 

 

○  ロシアによるウクライナ軍事侵攻の一連の報道のありようについてコメントした

い。戦争報道は、ＮＨＫが日本のテレビの中で圧倒的に強いと思ってきた。その強み

は自前主義にあると感じているが、今回、現場に記者やカメラマンを送り込んで自

前の情報や映像を撮ることや、スタジオで専門性を持つ自前の記者や解説委員が、

分かりやすいことばで解きほぐすという強みが、かなり弱くなっている印象を受け

た。外務省等の渡航中止勧告もあり、取材者を守るという観点があることは分かる

が、現状がベストの展開なのか、現場の葛藤なども含めて知りたい。スタジオ解説に

ついても、それぞれ専門家だと思うが、民放とほぼ同じ顔触れとなっているが、過去

のＮＨＫの戦争報道ではこういうことはなかった。客観性を担保するため、あえて

外部の識者を出演させるという判断かもしれないが、コメンテーターの選考基準を

知りたい。また、この問題に限らず、地域放送局に解説委員の肩書を兼務した方がい

るが、解説委員の活用の考え方や運用について、現状と課題を聞きたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

国際紛争の際に、現地で自前のクルーが情報収集し、それを日

本の視聴者に伝えることは最大の使命である。視聴者に納得いた

だけるような、国際報道の使命と安全確保のバランスの取り方が

大事だと思う。現場主義から後退しているように見えているので

あれば、ご指摘を受け止めて、改めて体制を検証していく必要が

あると考える。また、外部の専門家のスタジオ出演が多いという

点については、朝・昼・夜の番組を放送するなかで、すべてを自

前の記者や解説委員で対応しきれないということもあるが、局面

が大きく動くときなどには、最大限記者が出演して取材で得た蓄

積や知見を発揮しないと、視聴者のニーズには応えていけないの

ではないかと思う。地域放送局での解説委員の兼務は、地域サー

ビス強化の一環だ。解説委員のパワーの多角的な展開を目指して
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取り組んでいる。 

 

○  ３月１６日(水) 鹿児島発地域ドラマ「この花咲くや」（ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 10:00～

10:59）を見た。先月、撮影に関わる鹿児島の人々にスポットを当てたメイキング番

組を見ていたこともあり、とても楽しみに視聴した。見慣れている風景が、ドラマの

中でさまざまな俳優によって描かれたことに感激した。テレビの天気予報で知らさ

れる桜島上空の風、桜島の灰など、鹿児島の人々にとっての日常が、自然な形で映し

出されていて印象的だった。実際に年１回行われる桜島の災害訓練の映像や歴史を

差し込みながら、桜島のことを伝えていたのもよかったと思う。ドラマでは、活火山

のそばに住む桜島の人々と、東日本大震災を経験した２人がつながるが、災害と自

然と生きるという部分で、考えさせられた。ただ、東日本大震災をきっかけに、人生

が別々になった夫婦が桜島で再会する後半は急展開過ぎて、少し違和感があった。

キャスティングはとてもよく、このドラマを通して日常の鹿児島を見せ、防災につ

いて考えさせられたこともとてもよかった。もう少し強いメッセージ性があっても

よかったと思うが、全体的にとても楽しいドラマであった。次はぜひ地上波での放

送をお願いしたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

全体を通じて、ＮＨＫならではの部分は今後もさらに大切にし

てほしいということ、一方でＮＨＫならではの部分が少し薄れて

きているというご指摘があった。ロシアによるウクライナ軍事侵

攻をめぐるご指摘も、しっかり受け止めたい。新しいＮＨＫらし

さを追求していこうとしているが、一番大事なのは視聴者本位だ。

従来のＮＨＫとは少し違うアプローチの番組をつくることもある

が、地域のさまざまなところにアンテナを張って、情報量のある

ものを出すことを積み重ねていきたい。ＮＨＫの強みである管中

番組の枠組みのなかでのＮＨＫらしさの追求にも取り組んでいき

たい。 

 

 

ＮＨＫ福岡拠点放送局 

番組審議会事務局 



1 

２０２２年２月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

２月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１７日（木）、ＮＨＫ福岡拠点放送局

（ウェブ開催）において、７人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、１２月２６日(日)に放送したＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた

東京五輪」についての調査結果を報告し、議事に入った。 

会議では、まず「２０２２年度国内放送番組編集の基本計画」および「編成計画」に

ついての報告があった。引き続き、「２０２２年度九州沖縄地方向け地域放送番組編集計

画（案）」の諮問にあたって説明があり、審議の結果、番組審議会として原案を可とする

旨、答申することを決定した。続いて、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行っ

た。 

最後に３月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  古荘 貴敏 （株式会社 古荘本店 代表取締役社長） 

委  員  乾  眞寛  （福岡大学 スポーツ科学部 教授） 

いのうえちず （雑誌モモト 編集長） 

岡野 涼子  （一般社団法人ＮＩＮＡＵ代表理事） 

楠田 喜隆 （株式会社 雲仙きのこ本舗 常務取締役） 

久保田 正廣 （西日本新聞社 論説委員長） 

吉水 請子 （極東ファディ株式会社 取締役 商品経営本部 本部長） 

 

（主な発言） 

 

＜「２０２２年度九州沖縄地方向け  

地域放送番組編集計画（案）」について－諮問－＞ 

 

○  防災に関して、さまざまな手段で情報発信することはとても重要だ。今後も、ＮＨ

Ｋニュース・防災アプリを粘り強く繰り返し周知してほしい。 

 

○  鹿児島局の調査報道プロジェクトに大いに注目している。福岡局も視聴者からの

情報提供を端緒にした番組を考えるということで注目しているが、具体的にどのよ

うな番組になるのか聞きたい。また、九州沖縄全体の方針で、沖縄の魅力や課題を積

極的に発信するとあったが、九州７県と沖縄は、歩んできた歴史や自然などさまざ
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まな違いがある。本土復帰５０年を迎える今年は、九州７県と沖縄の共通項と違う

ところを考えるような番組に期待している。各県にとっての沖縄や、その逆を考え

る番組を放送することで、九州沖縄ブロックが非常に意味のある、深みのある存在

になると思う。最後に、土曜、日曜、祝日の午後６時台の県域放送について注目して

いる。具体的にどのようなニュース、番組になるのか教えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

沖縄は九州沖縄ブロックの一員だが、県民には、九州と一緒と

いう意識は強くはなく、独自の地域という意識が非常に強い。九

州沖縄ブロックの中でもローカル放送が一番多く、沖縄独自の番

組に力を入れてきたが、本土復帰５０年は九州にとっても大きな

テーマだ。九州の各局ともさまざまな連携を進めたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

福岡局では昨年４月から、「ロクいち！福岡」の中で視聴者の質

問や疑問に答える「追跡！バリサーチ」というコーナーを放送し

ているが、これをさらに充実させたい。福岡局・鹿児島局のほか

にも視聴者に寄り添って疑問に答えるコーナーを設けている局は

多い。地域の課題をそれぞれの地域に向けて放送することも大事

だが、九州沖縄全体の課題という形でも放送できるかもしれない

ので、検討していきたい。また、土曜、日曜、祝日の県域放送に

ついては、各局が独自性を持って編集していく。ニュースを放送

する局もあれば、情報番組に軸足を置く局もあるが、地域の視聴

者に寄り添うという考えは共通だ。 

 

○  本当に必要とされる番組づくり、局でありたいという思いが伝わってきた。民放

ほど番組宣伝がないため、すばらしいコンテンツを放送しても、使い勝手をよく心

得ている方にしか届かないジレンマを感じていたが、各局の説明を聞いて、視聴者

の反応を循環させる、参加感を満たすなどのことばが印象的だった。今後の視聴者

へのアプローチとして、参加型という部分に大きなヒントがあると感じた。 

 

○  長崎局の視聴者参加型の討論番組では、世代や性別の多様性を意識して、幅広い

テーマに取り組んでほしい。また、大雨や地震などの災害について、防災の始め方や

心得えなど、初心者向けの情報にも意識してほしい。視聴者から選ばれるテレビ局

になるためには、現状打破の方法が従来通りでよいのか疑問を感じている。インター

ネットが当たり前の時代に、もっと思い切った取り組みが必要なのではないかと感
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じた。 

 

○  それぞれの地域の課題解決の番組とあわせて、九州沖縄全体でも課題解決につな

がる番組ができるのだろうと感じた。大分県は災害が多く、エリアによっては流域

治水や防災計画が一つの県で収まらずに、他県と連携して計画を立てていく必要が

ある。そのような課題にも目を向けながら、個人の役に立つだけでなく、地域全体を

よくしていけるのは、ＮＨＫならではだと改めて思った。 

 

○  福岡局、鹿児島局の調査報道に対する姿勢はとてもよいと感じた。沖縄は本土復

帰５０年で、今年はさまざまな意味で注目が集まる。選挙イヤーでもあるので、これ

までにない切り口での選挙報道に期待している。先ほど九州７県と沖縄の違いや共

通点という話もあったが、沖縄と九州各県との人と人との交流の歴史など、心温ま

る切り口もあるのではないかと思う。 

 

○  ＮＨＫプラスを強化するのはとてもよいと思う。本方針にある「命と暮らしを守

ります」というキーワード、これが重要だと感じている。これまでも防災対策など、

命を守る取り組みはしてきたと思うが、新型コロナウイルスの影響で疲弊した暮ら

しをどう立て直すか、地方では経済も弱っているように感じている。実際のデータ

に基づいて、地方の現状や、どのような取り組みが必要かを放送することが、暮らし

を守ることにつながると期待している。 

 

○  諮問された「２０２２年度九州沖縄地方向け地域放送番組編集計画（案）」につい

ては、各委員の意見の趣旨が番組編成に生かされることを前提に、原案を可とし、答

申をしたい。 

 

○  異議なし。 

 

（ＮＨＫ側） 

答申を受け、このあと具体的な地域放送番組編成計画について

決定し、３月の審議会で編成計画についてご説明したい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた東京五輪」について、複数の全国紙でＮＨ

Ｋの調査報告に対して不十分な部分が残っているのではないかという指摘もされて
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いる。ＮＨＫとしてはベストを尽くして結論を出したということだが、今後新たな

事実や問題などが出てきた場合、補足調査は考えているのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

ＢＳ１スペシャルについては、現時点で明らかにできる最大限

のことを今回お示しした。状況が変わった場合は、それに応じた

対応を検討する。 

 

○  １月１６日(日) ＮＨＫスペシャル「証言ドキュメント 永田町・権力の興亡 コ

ロナ禍の首相交代劇」を見た。インタビューを元に菅元総理の１年を取材しており、

映画のように見応えのあるドキュメンタリーだった。ＳＮＳなどさまざまなツール

で情報を得ることができるなかで、政治家の生の声をきくことができる番組はＮＨ

Ｋならではだと思う。今年は選挙を控えているが、日本の未来や政治に対して多く

の国民が不安を感じているため、このような番組を多く作ってほしい。明確なこと

ばで言い表せない不安感の正体を、突き詰めたいと思わせてくれる番組だった。 

 

○  １月１９日(水)のクローズアップ現代＋「詩人・茨木のり子 “個”として美しく

▽発見された肉声」を見た。茨木さんのすばらしい詩に私も慰められたが、今の若者

たちも、その詩を支えにしていることに驚いた。ただ、茨木さんの青年期である戦争

の時代と、現在のすさんだ時代性が重なることから、今の若者に受け入れられると

いう点には少し疑問をもった。また、番組に登場した若者３名が全員俳優であった

が、詩を愛読する若者をとりあげるのであれば、もう少し幅広い若者の紹介や、詩と

出会った経緯なども知りたかった。番組ホームページに、詩とともに多くの情報が

掲載されていたが、視聴者がもっと知りたいと思う気持ちを受け止める仕組みが用

意されていてよかった。 

 

○  １月２１日(金)ザ・ライフ「誰も知らない 日本の“枯れ葉剤”」を見た。枯葉剤

と九州の問題はさまざまな形で取り上げられているが、過去の経緯や現状の課題が、

２５分間に凝縮されており非常にまとまっていた。この問題の現状把握ができると

いう意味で、よくできていると感じた。海外の取材部分があったかと思うが、どのよ

うに取材したのか聞きたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

海外取材が重要な番組だったが、新型コロナウイルスの影響で

直接取材できない部分もあった。海外の総支局を通じて、リサー
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チャーなどを現地での情報収集や取材に活用した。 

 

○  ２月１日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「となりのプロフェッショナ

ル～あなたの流儀は？～」を見た。「あなたにとってのプロフェッショナルな人を紹

介してください」と突撃インタビューを通行人にしており、番組冒頭では若干違和

感があったが、特定の対象に密着する従来の形式とは異なり、人と人とのつながり

を感じる番組だった。合計５人のプロフェッショナルが登場したが、幅広い流儀が

紹介され、つながり方もほぼ満点だった。ただ、今回の形式となった経緯について、

番組内で説明があるとより納得感を持てた。従来の形式を軸としながら、今後も時々

今回の形式で放送してもおもしろいと思う。また、プロフェッショナルが複数人出

てくる場合は、それぞれのことばを最後に改めてまとめて紹介すると、視聴者によ

り響くと感じた。視聴者に番組をより見てもらうためには、番組ＰＲ方法も重要だ

と思う。 

 

○  ２月１日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「となりのプロフェッショナ

ル～あなたの流儀は？～」を見た。これまでは、さまざまな業界で活躍するトップの

人が挫折や困難などを経て真っ直ぐに進む姿に勇気をもらっていたが、今回は「あ

なたにとってのプロフェッショナルは誰ですか？」と道行く人に質問するなど、い

つもとは異なる冒頭から始まり、どう展開されるのか興味深く見た。細工職人や、東

京オリンピック開会式でＭＩＳＩＡさんの衣装を制作されたデザイナーなど、人の

つながりの展開が興味深く、それぞれの人生の道しるべや、共感できることばもあっ

た。番組の構成としても、限られた中での密着や映像により、それぞれの魅力は出て

いた。「自分にとってのプロフェッショナルな人は誰だろう？」と考えながら、身近

にもプロフェッショナルな人々は多いと感じた。人と人との繋がりによって出来上

がる新しい感覚の番組だった。 

 

○  ２月１１日(金)に再放送されたＮＨＫスペシャル選「その一蹴りにかける～ス

ピードスケート 髙木美帆～」(総合 前 8:15～9:04)を見た。オリンピックで本命と

言われた 1,500 メートルでの銀メダル獲得後の放送だった。彼女を１２年間追い続

けた膨大な映像から、心から応援したいという気持ちがわいてきた。彼女があの小

さな体でなぜ５種目も戦えるのかという疑問に対して、科学的な分析やデータで答

えていた。彼女の才能がこの番組で明らかになり、オリンピック期間中に応援する

という意味ですばらしい番組だった。一方で、今回の北京オリンピックの報道は日

本人選手の活躍やメダルに集中しており、ボランティアなどの競技運営を支える人

たちの姿が、情報としてほとんど入ってこない。また、ドーピング問題やユニフォー
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ム規定などの難しい問題もあったため、大会終了後にＮＨＫならではの視点でまと

めてほしい。 

 

○  北京オリンピックの取り上げ方について、東京オリンピックの延長線上になって

いるように思う。世界的には外交ボイコットなどもあるなかで、ただ盛り上がるだ

けでよいのかと感じている。日本選手の活躍が重要視され、ナショナリスティック

な印象も受ける。公共放送として、冷静な立ち位置を保てるのがＮＨＫであるため、

オリンピックに対して、もう少し落ち着いた、距離感を持った報道もあってよいの

ではないかと感じる。 

 

（ＮＨＫ側） 

オリンピックの報道についてはさまざまな視点が盛り込まれる

べきだと思う。日本選手の活躍にフォーカスしすぎているかもし

れないことや、開催地における議論を多角的に取り上げることな

ど、今後のオリンピック報道の在り方については、本部と共に考

えていきたい。また、コンテンツを制作、提供するうえで、多角

的な視点や視聴者目線が重要だと改めて感じている。九州沖縄ブ

ロックでは、課題解決型の報道、防災・減災の取り組み強化、地

域の活性化支援などのコンテンツ強化などを、来年度も重視して

いこうと考えている。組織の在り方を含め、より視聴者目線を重

視していく取り組みをＮＨＫ全体で進めているところである。 

 

○  1 月２１日(金)のズームバック×オチアイ「落合陽一、オードリータンにふたたび

会う 〜誰一人取り残さないために〜 」(Ｅテレ 後 10:30～11:00）を見た。２回シ

リーズの後半を見た。落合陽一とオードリー・タンという組み合わせに心惹かれて

視聴を決めた。視覚障害の一種であるロービジョンの人々のための結婚式も紹介さ

れていたが、スマートフォンに新郎新婦の映像を映すことでロービジョンの人達に

も時間差なく見えやすい環境をつくることで感動を共有できることがよく理解でき

た。また、人が分断されるコロナ禍の現在でも、新しいテクノロジーのＳＮＳなどで

つながれる時代となり、人と人が共に過ごすことの大切さを考えさせられた。番組

全体として、オードリー・タン氏のどんな人にも寄り添う優しい発言がとても心に

響いた。理想を実現するために考え、実行していける２人の話はとても高度かつ、心

にしみる優しいもので、前向きになれるすばらしい番組だった。続編でまたこの２

人の対談を見たい。 
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○  ２月９日(水)のＳＥＥＤ なやみのタネ「都築さんのなやみ～実家の仕事か、自

分の夢か～」を見た。１０分という短い時間では、家業を継ぐという人生を左右する

決断のすべてを伝えることは難しく、本人の葛藤や思いがもっと深掘りされたほう

が見る側もより考えを深められると思った。都築さんのことばには当事者ならでは

の現実味があったが、お母さんの「家族のためだけじゃなくて自分の幸せをつかん

でもらいたい」という発言と、本人の「自分の夢を叶えてほしいと応援してくれまし

た」というナレーションは無理にまとめた感じがあり、実際悩んでいる人が、安易に

自分の夢の方に傾いてしまう可能性があると思った。また、「どちらを選びますか」

という最後のナレーションは急で、情報が足りないと感じた。家業を継いだ人と夢

を追いかけた人のパターンに分けて、それぞれの葛藤や決断の理由やエピソードを

放送すると、家業を継ぐことについて深く考えるきっかけになると感じた。 

 

○  １月２６日(水)のふらっとあの街 旅ラン１０キロ「熊本 よみがえる街」を見

た。サヘル・ローズさんが旅ランナーとして、熊本城を含む中心市街地をランニン

グする番組だが、３０分間に大事なエッセンスが詰め込まれていて、街を感覚的に

知ることができる新しいタイプの紀行番組だと感じた。ランナー目線の景色に新た

な発見もあり面白く、ドローンを駆使した映像により、視聴者も一緒に走っている

感覚を味わうことができた。出会った人との交流を通じて、熊本の人の温かさが伝

わり、サヘル・ローズさんの明るさも番組の雰囲気をよくしていたが、最終的にど

のようなルートで１０キロに到達したか知りたかった。また、熊本地震の被害につ

いて人々に質問していたが、６年前の出来事を少し引っ張りすぎかもしれないと感

じた。 

 

○  １月２９日(土)の美の壺「美の壺な旅 神秘の楽園・奄美大島」を見た。奄美大島

は、文化の根底に琉球と共通する、琉球文化が感じられる場所だと思う。今回、目に

見えない美をしっかり取り上げていたところがよかった。番組後半は、奄美島唄や、

琉球王朝時代からずっと続いていたノロなどの深い精神世界に触れていたが、変な

スピリチュアルになっていない部分がとてもよかった。唄者の前山真吾さんと里ア

ンナさんのキャスティングもすばらしく、前山さんが島の先輩方と歌遊びをする際

に、その解説も前山さん自身の語りで違和感なく入っていた。いつも音楽がよいと

感じているが、印象的な場面に流れるテーマソングが、今回は前山さんの声でアレ

ンジされているような気がして、この番組のためにレコーディングしたのかと思い

ながら楽しく見た。 

 

ＮＨＫ福岡拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２２年１月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

１月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、２０日（木）、ＮＨＫ福岡拠点放送局

（ウェブ開催）において、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず１２月２６日(日)に放送したＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた

東京五輪」の内容について報告があった。続いて、事前に視聴した「食べて応援！しあ

わせの極上おせち」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行っ

た。 

最後に２月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  古荘 貴敏 （株式会社 古荘本店 代表取締役社長） 

副委員長  西野 友季子 （株式会社ニュー西野ビル代表取締役） 

委  員  乾  眞寛  （福岡大学 スポーツ科学部 教授） 

いのうえちず （雑誌モモト 編集長） 

岡野 涼子  （一般社団法人ＮＩＮＡＵ代表理事） 

楠田 喜隆 （株式会社 雲仙きのこ本舗 常務取締役） 

久保田 正廣 （西日本新聞社 論説委員長） 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部 教授） 

吉島 夕莉子 （吉島伸一鍋島緞通株式会社 ５代目技術継承者 デザイナー） 

吉水 請子 （極東ファディ株式会社 取締役 商品経営本部 本部長） 

 

（主な発言） 

 

＜「食べて応援！しあわせの極上おせち」 

（総合 １２月３１日(金)放送）について＞ 

 

○  たくさんの食材を紹介したいという制作意図はよく分かったが、それぞれの生産

者のコロナ禍における苦労や努力が分かりづらく、もう少し丁寧に伝えられるとよ

かった。海洋深層水を使った新しい加工技術の話もでてきたが、どのようなものな

のか理解できなかった。食材をとりまく課題や現状、食材のよさが十分に理解でき

ないまま料理されて食され、それが繰り返されていたように感じた。また、出演者の

コメントやリアクションがワンパターンで、おいしさがなかなか伝わらなかった。 
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○  タイトルはよくあるグルメ番組という印象を受けたので、ふだんだと視聴してい

ないかもしれない。番組としては、楽しく、ほっとできるひとときであったが、食材

の掘り下げ方が少し足りないと感じた。海洋深層水を使った産業についても、初め

て聞く人には伝わりにくいと思う。沖縄の食材アーサは、乾燥アーサをすって粉末

にしていたが、本来は春先の生のアーサが一番おいしいため、少しもったいなく感

じた。紹介した食材を買い求めたいと思った視聴者の手がかりになる情報がもう少

しあってもよかった。二次元コードが画面上にあるのはよいと思ったが、ＮＨＫの

ホームページ上にも紹介した漁協へのリンクを貼るなどしたほうがよいと感じた。 

 

○  昨年１年間の暗い世相を、“おせち”という形で明るく前向きに、幸せな雰囲気で

伝えようとしている姿勢が見えたので、お正月の晴れ晴れとした時に見る番組とし

てはよい印象を持った。ただ、知るという第一段階で終わるのではなくて、その後の

購買行動につながるものだとよりよかった。ＮＨＫでは直接的な宣伝はできないと

認識しているが、購入につながること自体は生産者を応援するという番組の趣旨に

沿うと思う。グリーンレタープロジェクトなど、地域課題の解決に取り組む団体が

たくさん出てきたことについては、非常に勉強になった。その情報を発信できるの

も地域密着型のＮＨＫの魅力や強みだと思うので、団体の今後の活躍も見たいと感

じた。また、出演者の年齢が若く、コメントもワンパターンだったので、もう少し年

齢層のバランスをとるなどの工夫があったらよかった。 

 

○  大変よい番組だと感じた。コロナ禍で売上げが落ち込んで苦しんでいる生産者を

応援したいという気持ちがしっかりと伝わってくる番組だと思った。番組全体のバ

ランスもよかった。各県を取材するシーン、料理を食べるシーン、松岡シェフの調理

シーンに、適度に出演者の会話もあり、スムーズに見ることができた。生産者に取材

し、どんなことに困っているのか情報を集め、解決方法にまでたどり着こうとして

いたと思う。その結果、おいしく味わって、食べて応援するという気持ちが、きちん

と生産者まで還元できていると感じた。出演者もことばを選んでコメントしており、

地域を応援したいという思いを的確に話せる人選だったと思う。制作スタッフのプ

ロの意識の高さに感動した。また、おせちを作った松岡孝治シェフが大活躍してい

たが、どういった経緯で出演することになったのか、興味がある。 

 

○  肩の力を抜いて見ることができて、それなりに楽しかった。困っている地域の生

産者を応援したいという思いと、ＮＨＫの九州沖縄地方のネットワークを生かすと

いうねらいは成功しており、十分メッセージが伝わってきた。あえて言うならば、４

３分間で８県全部取り上げたため、各素材の取り上げ方が短く、全体としてのテン

ポが速かった。高齢世代があのテンポ感についていけるのかと思った。ディテール
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の説明が不足しているところもあったと感じる。また、出演者が４人ともバラエティ

番組によく出るタレントだったが、災害や新型コロナウイルス、鳥インフルエンザ

などの重たい事実がベースにあるので、例えば、ＮＨＫのアナウンサーなどが１人

混じって緩急のリズムをつければ、全体として完成度がより高いものになったと感

じる。また、今回の制作はＮＨＫエンタープライズ九州支社とのことだが、ＮＨＫが

制作する場合と何か違いあるのか、番組を作るうえでの役割分担やルールについて

聞きたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

ＮＨＫエンタープライズは、地域の皆さんに寄り添いながら、

信頼性の高い番組を制作し、ＮＨＫの公共メディアや放送事業を

支える組織である。 

 

（ＮＨＫ側） 

ＮＨＫエンタープライズは、ＮＨＫグループの関連会社ではあ

るが、民間企業でもあるので、発想や企業風土が異なる。ＮＨＫ

にはない発想の番組を開発・制作する役割が、非常に大きい意味

を持っていると考えている。 

 

○  気楽に番組を視聴したが、九州の食と自然、災害も含めて、その文化をうまく伝え

た楽しい番組だった。おいしい食べ物が非常にうまく表現されていて満足した。松

岡シェフが作るおせちも、食材の生かし方が魅力的で予想以上だったため、食材に

対する興味が湧いた。各県の食材が出ており、九州の一体感が生まれてよかった。新

型コロナウイルスや自然災害などさまざまな困難があるが、それも併せて自然だと

いうのが、食を通して見え心も満たされた。郷土愛にあふれていて、制作者の意図も

伝わってきた。お正月に見る番組としてちょうどよかったと思う。 

 

○  正月番組として楽しく見た。九州の食材を応援する内容で、生産者の状況や、各県

の食材を楽しく、前向きに伝えているのは、全体としてはよかったと感じる。おせち

も、伝統的な作り方ではなく、気軽に作れるものやフレンチも紹介していて、楽しく

見られて非常によかった。生産者のコロナ禍での経験や食材に対する思いを知り、

応援したいと感じたが、応援する方法をもう少し伝えられるとさらによかったと思

う。出演者はとても明るく、率直な意見で場を和ませていてとてもよいと思うが、少

し軽い感じが番組全体の軽い印象につながったように感じた。また、番組内で紹介

された生産者同士の活動プロジェクトがとても魅力的だった。プロジェクトの課題

解決例を九州域内の地域放送局を通じて、視聴者が共有できるとよいと思う。これ
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からも厳しい状況がしばらく続くなかで、メディアとして、どのように継続して生

産者とつながって伝えていくかが課題だと思う。 

 

○  おせちを準備する側からすると、３１日のお昼はもう作り始めているので、もっ

と早く放送するとよりよかった。さまざまな食材がたくさん出てきて、目まぐるし

さを感じた。例えば最初に、今回は何品紹介し、どれくらいの食材のラインナップが

あるのかという説明をいれるとよかったのではないかと思う。レシピについても、

途中から唐突に出てきたが、最初からレシピがあることや、ホームページに掲載し

ていることを紹介すればよりよかった。また、生産者への応援を考えるのであれば、

どうやってお取り寄せできるのか、どうすると食べられるのかについて、具体的な

宣伝は難しいかもしれないが、何かしら示すことができるともっと応援につながっ

たと思う。 

 

○  手塩にかけて育てた食材や、その素材を生かした難し過ぎないフレンチ、出演者

の温かな人柄が伝わってくるコメントで、気持ち安らかに視聴した。改めてお家時

間の充実を再考しようかと思えるほどリラックスできた番組で、タイトルどおり、

しあわせなひとときを過ごした。松岡シェフの簡単に取り入れられそうなレシピも

とてもうれしかった。生産者の深刻な課題もコンパクトにまとまっておりよかった。

応援を引き出すためには、食材とそこに関わる人たちの魅力がしっかり伝わること

が一番大切だと思った。番組を通して、ビジネスや社会課題の解決方法として参考

になった人も多くいたのではないかと感じる。また、出演者の４人中３人が沖縄出

身というバランスは何か意図があるのか、と感じた。紹介された食材の販路が不明

瞭だったが、都市に向けて出荷し、ブランドを確立している方々も多くいたと思う

ので、「地産地消で協力しあいましょう」という最後のことばには少し違和感を覚え

た。私たちにできる応援は地産地消ではあるが、これが本当に紹介された生産者の

目指しているものなのか、実は、ローカルの枠を飛び越えて全国に働きかけていき

たいと思っていたのではないかとも思い、どんなことばがよかっただろうかと思っ

た。 

 

（ＮＨＫ側） 

出演者の人選には苦労した。おいしく食べて、心から産地を応

援してくれるような人柄という条件の中で、九州沖縄地方にゆか

りのある方に声をかけた。スケジュールの関係でかなわなかった

方もおり、結果的に沖縄出身者が増えてバランスが悪くなったか

もしれないが、以後しっかり考えていきたい。 
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○  タイトルのとおり、前向きな明るい番組でよかった。ただ、冒頭で、番組の趣旨と

関係のない内輪のトークがあり、あえて取り上げる必要があったのか疑問だった。

最初にこの番組名を聞いたときに、地方の特色を生かしたおせち料理の話かと思っ

たが、地方の特産品を集めて、プロのシェフがおせちを作るという内容だったのは

意外だった。さまざまな食材や特産品を知ることができ、食べてみたいと思った。レ

シピがＮＨＫのホームページに詳しく書いてあったのでとても親切だと思ったが、

その食材をどうやってお取り寄せするのかについては案内がなかったので、今後そ

のような情報も発信されるとよいと思う。また、ブリのフレンチ風照り焼き以外は、

耳慣れない料理が多いように感じたので、もっと手軽に取り組めそうな料理を選ん

でもよかったと思った。今後、また違う切り口で、各県のおせちやお雑煮の違いなど

を取り上げてみてもおもしろいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

今回は８県すべての食材を紹介し、最後まで楽しく見てほしい

という思いで制作した。４３分という時間の制限がある中で丁寧

に紹介できなかった部分もあった。一番苦労したのが、生産者を

応援するための具体的な行動である“お取り寄せ”をどう伝える

かだった。値段や企業を紹介することがＮＨＫではできない。ま

た、今回紹介した方々以外にも生産者の方はたくさんいるので、

地産地消を最後に呼びかけた。公平中立な立場でどうやって応援

していくのか、これからもこの課題にしっかり向き合い、番組を

制作していきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １２月２９日(水)のＮＨＫスペシャル「検証 コロナ予算７７兆円」を見た。年末

年始に見た番組のなかではベストだった。２年間にわたって国が配付している新型

コロナウイルス対策の莫大な予算に対して、さまざまな角度から使用状況を描いて

おり見応えがあった。ＮＨＫの報道は政権に遠慮しがちだという声もあるが、今後

もこの姿勢で向き合ってほしい。ＮＨＫの総合力を感じるとともに、あらゆる角度

から取材していたことに感服した。 

 

○  １２月３１日(金)の「第７２回ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。宣伝番組で興味を持ち

視聴した。司会者の様子から、長尺の生放送番組として進行する難しさや緊張感が
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伝わり、年末の大きな番組であることを感じた。今回のテーマはカラフルだったが、

司会者が紅白に分かれておらず、多様性やＳＤＧｓについてのメッセージを強く感

じた。一方で、定番の紅白歌合戦を見たいという気持ちとは若干のずれを感じた。劇

団ひとりさんや松平健さんの出演シーンから、今回は定番よりもお祭り感にチャレ

ンジしていると感じた。今まで知らなかった歌手のステージも生放送で見ることが

できてよかった。家族と皆でわいわい見るなど、正月を迎える雰囲気を盛り上げる

番組としては面白かった。 

 

○  １月４日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「思い込みを捨て、“思い”を

拾う～雑誌編集長・山岡朝子～」を見た。「思い込みを捨て、“思い”を拾う」とい

う副題に引かれて視聴したが、多くの気づきがあった。お客様に選ばれる商品を作

るためには、ニーズは何かを徹底的に探る必要があると思うが、山岡さんの徹底し

た調査や、ターゲット像を作り上げる手法には刺激を受けた。何のために仕事をし

ているか、本質を突き詰め、お客様の思いに徹底的に寄り添い、データに基づいて判

断することは、さまざまな仕事において活用できる手法だと感じた。この番組を題

材にして社員教育をしたいと思うようなよい番組だった。 

 

○  １月９日(日)のＮＨＫスペシャル「北の海 よみがえる絶景」を見た。タイトルど

おり、映像が絶景だった。ドローンで撮影された神秘的な映像やホッケ柱の中の迫

力の映像に引き込まれ、生き物の生命力に驚いた。その土地の歴史や地元の人々の

話などを含めた構成が理解しやすく、集中して見ることができた。制作期間につい

ても関心があるが、最先端の機材や技術力、徹底した取材など、ＮＨＫだからできる

番組であったと思う。持続可能な自然管理をテーマとしており、これからの日本の

自然環境についても考えさせられたすばらしい番組だった。 

 

○  １月１０日(月)の「落合陽一と考える コロナシフトで変わる日本のものづくり」

(総合 後 10:00～10:45）を見た。今の日本のものづくりが世界から非常に遅れてお

り、科学技術の先進的な研究が少なくなっている一方で、発展している中国につい

ての紹介があり参考になった。今後の日本の方向性を考えるうえで、状況を再認識

できる最新情報があり、よい番組だと感じた。ただ、コロナシフトで変わる日本のも

のづくりというタイトルは、番組内容とあまりリンクしていなかったと感じる。Ｎ

ＨＫには、若者や起業家などをターゲットとして、今後日本を変え、元気にしていく

番組をもっと制作してほしい。 

 

○  １月１０日(月)の「落合陽一と考える コロナシフトで変わる日本のものづくり」
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(総合 後 10:00～10:45）を見た。新しい時代を生き抜いていくために、前向きにさ

せてくれる番組だった。渋谷の交差点を背景に合成された落合さんと、コンサバテ

ィブファッションのキャスターで進行しており、そのコントラストも番組の世界観

を表していて印象的だった。日本のものづくりの衰退要因について限られた時間の

中でわかりやすく示していたが、対照的に紹介された中国の都市の魅力的な様相に、

今の国の勢いの差を感じた。暗たんたる気持ちでむかえた後半には、日本の企業の

展望につながるストーリー展開があるなど、番組構成にめりはりが効いていた。ま

た、番組内容とタイトルの関係については納得感があった。人はどうあるべきかな

どの本質的な課題を顕在化させたのがコロナ禍であり、その課題を解決していくた

めに、企業の力が注がれていることをコロナシフトというのだというメッセージに

とても励まされた。 

 

○  １月１１日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「伝統を紡ぐ、革新を織る～

織物職人・金谷博～」を見た。金谷さんのさまざまな作品が本当に美しく、緻密な作

業工程に驚いた。借金を背負いながらも諦めずに作品に向き合う姿勢や、自分の探

求を止めたらそこで自分が終わるという思いがダイレクトに響いてくる、すばらし

い番組だった。コロナ禍の今、この番組から勇気をもらった人も多いと思う。今回の

ように、人生の過程をさらけ出せたのは、制作側との信頼関係があったからこそだ

と思う。魂が震えるようなドキュメンタリーだった。これからもこういった番組を

制作してほしい。 

 

○  １月１３日(木)のクローズアップ現代＋「いまだから語れる“あの日”阪神・淡

路大震災 語り部“新世代”」を見た。阪神・淡路大震災の教訓を風化させずに次の

世代にも語り継ぐ大切な番組で、ＮＨＫの使命だと感じた。震災のその後について、

若い世代がどう受け止めていくのかという、新たな視点の番組だった。 

 

○  １月１３日(木)の「エマージェンシーコール ～緊急通報指令室～」(総合 後

10:30～11:00）を見た。１１９番の裏側に密着取材する、非常にシンプルな番組だっ

たが、途中からそのリアルさに引き込まれ最後まで見た。緊急通報司令室の裏側を

ドキュメンタリーでつぶさに追うことができるのもＮＨＫならではだと思う。日常

を支えているエッセンシャルワーカーにＮＨＫとしてきちんとカメラを向けていく

という意味で、非常に貴重な番組であったと感じる。 

 

○  １月１４日(金)のかごスピ「ドラマが町にやってきた～撮影支えた鹿児島のみな

さん～」を見た。３月放送予定の鹿児島発地域ドラマ「この花咲くや」の撮影風景
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や、舞台裏の様子を放送していたが、制作スタッフや地元の人々のさまざまな思い

も伝わり、ドラマがとても楽しみになった。桜島のふもとでの普通の暮らしを多く

の人に知ってもらいたい。 

 

○  １月２日(日)の「昔話法廷 正月スペシャル」 (Ｅﾃﾚ 前 0:00～3:00）を見た。

誰もが知っている昔話も、見方を変えると被害加害の立場が入れ替わり、新しい発

見があるということを若い世代に問いかけている番組だが、大人が見ても奥の深い

番組だった。裁判員になる年齢が１８歳に下がるなど、司法教育が大きなテーマに

なっていくなかで、教材としても使える番組をよいタイミングで編成したと感じた。 

 

○  １月１５日(土)のＴＶシンポジウム「地方発ドキュメンタリーが未来を耕す～第

４１回地方の時代映像祭」 (Ｅテレ 後 2:00～2:59）を見た。内容のバランスが取

れており、うまく１時間でまとめていた。ＮＨＫオンリーワンの内容であり、今後も

ぜひこのような角度の番組を続けていってほしい。また、ＮＨＫの独自性という観

点から質問したい。ここ数年、ニュース番組の見出しに、独自というマークがよくつ

くようになったと感じている。独自のマークをつける基準を聞きたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

ＮＨＫがいち早くキャッチして伝えるものについては明示する

ケースが出てきている。事案の重大性や社会影響に応じて、複数

の責任者が確認した上で表記している。実際にどういった情報を

独自と表現するかは、現場判断になる。 

 

○  １月１９日（水）のＺの選択「＃地元で働く理由」(Ｅテレ 後 10:25～10:55）を

見た。今回は、宮城県気仙沼の若者を取り上げていたが、それぞれの地域でこのよう

な若者の取材をしてほしい。若者の地元への思いや、地元で働く選択をした若者の

リアルをドキュメンタリーとして伝えることができるのは、地域放送局の強みだと

思う。地元で働くうえでのさまざまな不安や課題を払拭し、地元で働くか迷う若者

たちに大きな意味を与えることができると思う。地域活性化や、若者が地方から流

出する問題の解決に向けて、人々に強く訴求する番組を制作してほしい。 

 

○  １２月１９日(日)のＢＳ１スペシャル「歩兵第１１連隊の太平洋戦争」＜前編＞

＜後編＞ (BS1 後 10：00～10：50、11：00～11：49）を食い入るように見た。祖父

が所属していた連隊の話で非常に興味深く見た。戦争は軍の暴走だけで起きるもの

ではないと感じており、今回のように経済の動きから戦争を語る視点は非常に重要
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だと思う。元日本兵が語る心の傷と、家族を殺された側の証言のギャップを、非常に

うまく描いていると感じた。番組の後半部分で戦争はどんな理由があっても絶対し

てはいけないという話が出てくるが、それが番組からのメッセージであると強く感

じた。さまざまなことを考えさせてくれるすばらしい番組だと思った。それだけに、

１２月２６日(日)に放送した「ＢＳ１スペシャル」については非常に残念である。ド

キュメンタリーの正攻法でこれだけすばらしい番組を作るスタッフがたくさんいる

のに、大きな組織の中で何か違う論理が動いているのか。視聴者に対しても丁寧に

説明してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

「ＢＳ１スペシャル」について、経緯の説明や今後の対応策に

ついて、何ができるのかきちんと考えていきたい。 

 

○  １月１日(土)に再放送されたＢＳ１スペシャル「何も求めず ただ座るだけ～自

給自足の禅寺 安泰寺の１年～」(BS1 前 6：10～6：59）を見た。世界的に宗教離れ

が進んでいるとも言われるなかで、絶対的なものに帰依したいという心の流れがあ

るのではないのかということを考えさせる番組だった。元日の朝６時に放送したこ

とに、ＮＨＫのメッセージを感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

放送メディアは、日々の生活にヒントやきっかけなどを提示で

きる存在でありたいと考えているが、メッセージの届け方やニー

ズなど、総合的に考えなければならないと改めて感じた。新年度

の地域放送に生かしていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

新年度から、視聴者本位へのさらなる転換など、コンテンツの

強化を考えている。地域の活性化や災害を風化させないための情

報発信などに取り組むが、視聴者が番組をご覧になっている状況

や視聴者の気持ちをしっかり思いながら発信することの大切さを

感じた。情報を提供するだけでなく、その情報が視聴者の皆さん

の何らかの行動につながるなどの影響力を発揮して初めて、地域

に根差した、地域のお役に立てる放送局になれるという思いを強

くした。今後取り組んでいきたい。 

ＮＨＫ福岡拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年１２月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１６日（木）、ＮＨＫ福岡拠点放送局

（ウェブ開催）において、７人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴したザ・ライフ「Ｃｈａｎｇｅ！ジェンダーをこえて」に

ついて説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に１月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  古荘 貴敏 （株式会社 古荘本店 代表取締役社長） 

委  員  乾  眞寛  （福岡大学 スポーツ科学部 教授） 

いのうえちず （雑誌モモト 編集長） 

岡野 涼子  （一般社団法人ＮＩＮＡＵ代表理事） 

久保田 正廣 （西日本新聞社 論説委員長） 

吉島 夕莉子 （吉島伸一鍋島緞通株式会社 ５代目技術継承者 デザイナー） 

吉水 請子 （極東ファディ株式会社 取締役 商品経営本部 本部長） 

 

（主な発言） 

 

＜ザ・ライフ「Ｃｈａｎｇｅ！ジェンダーをこえて」 

（総合 １１月１９日(金)放送）について＞ 

 

○  性の多様性の実像に迫り、課題の発掘から解決の方法までを伝えた、一気通貫の

すばらしい番組だった。その人らしさを受容する難しさに改めて気づかされ、リポー

ターのとらんじっとが幼なじみでノンバイナリーのＨＡＬＵさんと語り合う様子に

引き込まれた。また、ジェンダー問題に好意的な空気が、逆に否定的な意見を封印し

てしまってヘイトにつながる、という指摘にはっとした。畳みかけてくる問いかけ

と深掘りに、視野が押し広げられていくような思いがした。ただ、限られた時間の中

で、話題を性教育にまで波及させたのは、連続性を感じづらかった。ゆっくり、丁寧

に見せてほしかったという思いも強くあり、多様で魅力的なパネラーとの対話や、

とらんじっととＨＡＬＵさんとの対話まででまとめても、視聴者に残るものは多か

ったのではないかと感じた。 

 

○  重要なテーマを取り上げた番組を見ることができ、とてもよかった。６０代の両
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親と３０代の夫と一緒に見たが、私と夫は現状を把握している一方で、両親はＬＧ

ＢＴＱ＋の人を身近に目にする機会や知識が全くなく、世代間の格差があった。今

回の番組のように、若い年代が集まって現状を話すことも必要だと思うが、次の段

階として、さまざまな年代の人が社会全体の問題として議論する番組を見たいと

思った。周りにカミングアウトする場合も、親世代へのカミングアウトは悩むこと

が多いのではないだろうか。また、学校での性教育について、指導要領の観点から却

下された場面があったが、若い人たちが動いても実現できない現状がある。そうい

う点からも、いろいろな世代の人たちが話し合って、よりよい方向性を模索してい

ける内容の番組を、ぜひ見たいと思った。また、ＬＧＢＴＱ＋の問題と性教育の問題

を並列で取り上げたことに対しては、私も違和感を感じた。二つの問題を分けて深

掘りしていく内容だと、もっと深く考えるきっかけになったと感じる。 

 

○  ジェンダー問題に関係する九州在住の多彩な人々が画面に映し出されたのを見て、

制作者の問題意識の高さと人脈の広さを感じた。ＬＧＢＴＱ＋と性教育の問題が二

大テーマで、それに沿って組み立てたということだが、私もこの二つに話が収れん

していく流れには違和感があった。ＬＧＢＴＱ＋の話から性教育の話に移るときに

説明やつなぎの要素を加えるなど、もう一工夫できたのではないかと感じた。また、

これからは多様性を認め合う世の中になるというメッセージが強過ぎて、一本調子

に感じた。そのことに戸惑いを覚えるような受け取る側の多様さも意識してつくら

れたら、さらに多くの人が腑に落ちる結論になると思った。ただ、あれだけの素材を

２５分にまとめる手際は見事なものだと思った。 

 

○  非常によい番組だと感じた。学校で仕事をする際に、スラックスをはいている女

子生徒を見かけることもあり、ＬＧＢＴＱ＋についても何となく知っていたが、番

組内で示されたアンケート結果で、２０１９年の認知率は９１％だが理解率は５７．

１％という事実にはっとした。自分自身も細かいところを理解しておらず、理解し

ていないからこそ、近づいてはいけない問題のような印象を持っていたのではない

かと感じた。ただ、年代によっても価値観はさまざまだと思う。例えば６０代や７０

代の方々のことばが番組の中で紹介されると、より多様な視点が盛り込まれ、相互

理解につながっていくと思った。このような番組が続くことで、人々の意識が少し

ずつ変わり、生きやすい状況が生まれてくるのではないかと思った。ｒｙｕｃｈｅ

ｌｌさんの「ジェンダーは“生き方”だと思うんです」というコメントが印象的で、

はっとさせられるところもたくさんあったので、今後もこのような番組をぜひ見た

い。 

 

○  とても印象に残ったのが、ＬＧＢＴＱ＋について「ことばの解像度は非常に高まっ
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ているけど、根本的には解決していないこともある」という発言だった。若い世代の

問題意識に合わせて番組をつくったということだが、若い人が出演しているだけで

はなく、テンポ感や構成も若い人向けで、自然体で発言されていたｒｙｕｃｈｅｌ

ｌさんもとてもよいと感じた。一方で、もう少し年齢層の高い、問題意識すら感じた

ことのない人に届くような発信のしかたはないかとも考えた。ジェンダー問題はと

ても幅広く、世代を超えて考えるべきことがたくさんあると思う。日々の生活の中

で感じるもやもやを、さまざまな角度から掘り下げたり、分かりやすく発信するよ

うな視点の番組が続くとおもしろく、生きやすさにつながっていくのではないかと

思った。 

 

○  たくさんの若者たちの生の声を集めていたのがよかった。また、ｒｙｕｃｈｅｌ

ｌさんが自分の感性で若者の声を受け止めるやり取りから、今どきの若者たちの感

覚を知ることができた。入り口として学校の制服の話題をとりあげたのは非常によ

かったが、トイレは難しい問題で、施設や学校で受け入れるのは、さまざまなハード

ルがあると感じた。若者世代は、いじめ問題にとても敏感に育ってきていることが

背景にあるため、ジェンダー問題でも個性を認める広さを持っているのではないか

と感じた。後半の性教育については、一つの番組で伝える情報量として多すぎたと

思う。オリンピック・パラリンピックでも、スポーツ競技の男女差、トランスジェン

ダーの方の競技参加という問題があった。スポーツの角度でジェンダーを見ても、

さまざまな切り口が残っている。ぜひ、世代を超えた受け止め方という切り口で、番

組をつくってほしい。若い世代が、これだけジェンダーに寛容な感覚を持っている

ことに驚き、同時に非常に新鮮に感じた。 

 

○  多様性を認めて、みんなが生きやすい社会をつくろうという機運が高まってきた

今、非常にタイムリーな番組だと思った。特に、日本ではまだまだ強力なジェンダー

バイアスが立ち塞がっていると思うので、このような番組を通して、まずは多くの

人々がジェンダー平等について興味を持つことが、その壁を壊す第一歩ではないか

と考えた。番組の構成として、リモートで参加した人たちの生の声で理解が進み、次

に、とらんじっとがＨＡＬＵさんにインタビューをする場面では、当事者意識を持

って引き込まれた。制服を変えた沖縄の中学校のように、若者世代のほうがＬＧＢ

ＴＱ＋に対する理解が進んでいるので、我々のような中年以上の世代こそ、先入観

を変える努力をし、正しい知識を得る機会を持つことが大切だと気づいた。正しい

知識を得ることで、ＬＧＢＴＱ＋の方々を心から受け入れることがベストだとは思

うが、理解が難しかったとしても平等に接しようと努めること、これが皆が生きや

すい社会づくりのために必要であると思った。後半の性教育については、なかなか

改革が進まないであろうという危機意識も持つとともに、親から子へ大事なことを
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伝える必要を考えさせられた。多くの気づきを与えてもらった番組だった。 

 

○  今まで私自身が知識や身近な実体験がなかったのでジェンダーの話題にはなるべ

く距離をおいていたが、世間では当たり前に認知されていると実感できた。とらん

じっとの２人とＨＡＬＵさんとの対談をみて、知識がないから、どのように言って

よいかわからないという私の気持ちを代弁してくれているように思えた。またＨＡ

ＬＵさんも自身の困った経験“トイレ”を告白されており、そういう悩みを初めて知

ることができた。また結婚観を知ることができて、今の世間の考え方や憲法の乖離

について考えさせられた。同性婚が憲法で認められるためにどんな活動があるのか

など、もっと知りかった。“男性は男らしく、女性は女らしく”の考え方について、

現在では古い考え方になっていると感じた。ｒｙｕｃｈｅｌｌさんの、「自分の肩書

は自分でいい」ということばは、まさに現代に合っている考え方のように思った。 

 

○  冒頭の赤ちゃん人形のやりとりは、最初の惹きつけとして良かった。全体的にテ

ンポ良く、構成バランスも良くまとまっていたと思う。九州各地のさまざまな人々

が出演し、それぞれの立場や経験談を通してジェンダーも多様であることを改めて

知ることができた。ジェンダーに対しての話題や番組などが増えていることもあり、

人々の意識が高まっているのはよいことで、特に、ＬＧＢＴＱ＋などを受け入れて

いる若者が増えていることや、学校が自分らしく生きやすい場となるよう、制服を

選べるように生徒自らが学校に働きかけて実現させたという事例も、すばらしいと

感じた。とらんじっととＨＡＬＵさんの対話も、相手を知っているからこそ受け入

れやすく、実在する誰かを理解することが、ＬＧＢＴＱ＋の理解につながるのだと

感じた。性教育に関しては、日本で進んでいないことに強い不安を感じた。意識が低

いことで、性への暴力やＤＶなどへも繋がりうることが課題だと思う。ジェンダー

レスのイメージなのかセットが地味なのが気になった。また、オンラインで出演さ

れる際の画面が歪んでいたこと、スタジオ背後の映像バランスに違和感があるとき

もあった。年代や教育、社会状況によっても、ジェンダーに対しての意識は異なる

が、多種多様な人がいることを知り、理解し受け入れていくことが大切であること

から、メディアの役割も大きく、今後もさまざまな角度で情報を伝えていくことが

必要だと思う。 

 

○  大変よい番組だった。ジェンダーの話題から性教育・個人の個性など幅広く深い

内容であった。特に有意義に感じたのは、とらんじっとが何も知らされず、幼なじみ

のＨＡＬＵさんに会う企画で、本音が語られていた。ｒｙｕｃｈｅｌｌさんの起用

も良かった。個性的なキャラクターでありつつ親しみやすく、そして父親の面もあ

り、コメントの視点が多岐にわたっていて、よい話が聞けたと感じた。番組では、若
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い世代が新たな視点でＬＧＢＴＱ＋を捉えていて、自分らしく多様な生き方が出来

ることを願っているということがよく理解できた。さらにＬＧＢＴＱ＋への理解が

深まり、皆が幸せに生きていけるとよいと感じた。今後もこのような番組を放送し

てもらいたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

皆さんおっしゃるとおり、ジェンダーの問題は多岐にわたって

いる。性急な部分もあったかもしれないが、全国キャンペーンは

来年度も続けるので、より多角的にこの問題に取り組んでいきた

い。 

 

（ＮＨＫ側） 

ジェンダーは、全国放送でも取り上げているテーマだが、九州

沖縄で取り上げることで、身近な事例を知り、自分の問題として

考えてもらう問題提起になればと思った。前年度の「実感ドドド！」

のときから続けているテーマでもあるので、今後の展開も考えた

いし、多角的な形でお届けできるように努めていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月２７日(土)ＮＨＫスペシャル「景気回復ｖｓインフレ～どうなる私たちの

暮らし～」を見た。世界中のいろんな要素が織り交ざり、私たちの暮らしにどう関

わっているか、豚バラ丼の値段で一気に描く手法で、しかもＮＨＫらしいネットワー

クを生かしており、よい番組だと思った。 

 

○  １１月２７日(土)【ストーリーズ】ノーナレ「“地方紙は死ねない”▽国を動かし

たスクープ舞台裏」を見た。新聞協会賞を受賞した秋田魁新報社のチームを「ノーナ

レ」で描くという企画力はもちろんのこと、新聞社の内部に入って、原稿を直す場面

などを詳細に撮っていたことから、制作側のＮＨＫと取材先の秋田魁新報社に相当

な信頼関係があると感じた。グローバルに展開するＮＨＫスペシャルと同じ日に、

秋田魁新報社の社会部にずっとカメラを据えて、そこから国の防衛政策にまでつな

がったものを描くという展開が見事だった。一つ質問だが、ＮＨＫ本体制作と外部

のプロダクション制作について、どういうすみわけや調整があるのか、聞きたい。 
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○  １１月２７日(土)【ストーリーズ】ノーナレ「“地方紙は死ねない”▽国を動かし

たスクープ舞台裏」を見た。本当によくここまで取材をして、それを伝えられたな

と、感動した。地方紙の底力を見たような印象だった。ナレーションがないなかで、

どこまで番組を飽きさせずに見せるのかというところにも興味があったが、地方紙

は暮らしている人の息遣いだ、それをどうやってきちんと伝えていくかだ、という

記者の情熱を丁寧に描いていた。ＮＨＫだからこそ制作できた部分を感じた、非常

によい番組だったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

秋田放送局の熱心なディレクターが、何回も秋田魁新報社に

通って趣旨を説明し、この人なら信頼できるという信頼を勝ち得

て撮影ができるようになったと聞いている。ＮＨＫには外部プロ

ダクションを育て、一緒に放送文化を豊かにしていく役割も求め

られている。番組によって提案制にし、同じタイトルでも外部の

プロダクションがつくる場合もあるし、新番組の提案を外部に募

集することもある。 

 

○  １１月２９日(月)の逆転人生「最強ウイルスと闘った男 口てい疫からの逆転」

を見た。口てい疫で牛や豚数十万頭が殺処分されたことに対して、ウイルスとの闘

いということでいえば、われわれが向き合っている問題と同じだと感じた。宮崎県

の話だったが、今回の養豚業経営者のＩＴ導入による逆転物語は、他の地域でも農

水産業の活性化に応用できそうなところがあり、今後、地域放送で取り上げるとと

てもおもしろいと思った。 

 

○  １１月３０日（火）クローズアップ現代＋「タマゴの値段が上がるかも！？“アニ

マルウェルフェア”って何？」を見た。とても身近な話題だと思い視聴した。「バタ

リーケージ」（従来型の飼育形式）で飼育される鶏は認識していたが、改めて厳しい

環境で飼育されていると感じた。カリフォルニア州で「ケージ飼育・販売禁止」が住

民投票で決定されるシーンは驚きだった。日本より環境や動物への意識の高さが感

じられ、農家の現状や世界の潮流がとてもよく理解できた。さらに、健康志向・自然

志向というだけでは社会の変化は遅いが、ＥＳＤ投資などの経済効果と関連して社

会への浸透が加速度的にダイナミックに展開されているのだと改めて認識した。番

組中に二次元コードが示され、それをたどってより詳しく知ることができるのはと

てもよかった。「平飼い卵」ということばに耳馴染みがない人も存在するため、少し

解説を入れて欲しかった。消費者として興味があるであろう、鶏の健康面や卵の栄

養や味についても少し掘り下げてもらえると、さらに関心を持ってもらえるのでは
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ないかと感じた。 

 

○  １２月１日(水)ＮＨＫニュース おはよう日本を見た。その中のリポートで伝え

ていた、佐賀県の嬉野温泉にＩＴ企業を誘致する取り組みに興味を持った。温泉と

ビジネスをつないで地場産業を活性化させる切り口が新しかった。ウィズコロナ・

アフターコロナを見据えたこのような取り組みは、全国に発信して終わりにせず、

地域放送としてまとめて紹介するとよいと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

指摘いただいた部分は、非常に重要なテーマだと受け止めてい

る。九州は第１次産業の比率が高い地域だということでは、これ

も共通テーマだろうと思う。そういった共通のテーマを取り上げ

て、皆さんの関心に応えていく方向性をさらに強めていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

ＮＨＫも、地域の活躍や課題解決などをつなげるハブ、ファシ

リテーターのような役割を果たすことが、今後少しでも貢献でき

る道だと思っており、そういう役割をしっかり果たしていきたい。 

 

○  １２月１０日(金)＃てれふく「リリー・フランキー 故郷“北九州”を語る」を

見た。リリーさんによる北九州の広報のようだと思って視聴したが、予想と異なり、

北九州を通してリリー・フランキーを知る魅力的な番組になっていた。リリーさん

の人柄や小倉での活動を、親しい人のインタビューを通して伝える演出は、親しみ

と温かみが伝わってきた。また、リリーさんの、故郷にできるだけ変わってほしくな

いという思いも切なく伝わってきた。文学館に収められているリリーさんの作品「東

京タワー」の執筆原稿に、彼自身が触れた際にも、故郷の時間を止めたいんだな、そ

の気持ちが故郷観に結びついていると感じた。角打ちをイメージしたスタジオや、

おかみさん風の中上真亜子さんも、とても遊び心があって楽しく見た。北九州に対

する関心が及ばず、むしろリリー・フランキーの故郷観に関心が及ぶという、よい

意味で期待を裏切る印象的な番組だった。 

 

○  １２月１０日(金)＃てれふく「リリー・フランキー 故郷“北九州”を語る」を

見た。今回の番組は北九州の番組として成立していたが、リリーさんは鞍手郡に長

く住んでいたことから、生育地は北九州ではなく筑豊ではないのかと思う人もいた

と思う。また、彼は高校時代に大分県の高校に通っていたので、大分県との関係性を
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思った人もいたと思う。このように九州との関りも多く、非常に多面的な素顔を持

った方なので、今後もさまざまな切り口でリリーさんに迫ることに期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

非常に参考になった。さまざまな切り口で今後展開できるよう、

チャレンジしたい。 

 

○  １２月１０日（金）かごスピ「人生を取り戻したい～ＤＶ被害の実態に迫る～」を

見た。暴力だけでなくことばの圧力など、ＤＶ被害にはさまざまなケースがあるこ

とを知った。コロナ禍で過去最多の被害数だということは社会問題にもなっていた

が、ＤＶ被害は家庭内密室での暴力で表に出にくいのが現実だと思う。まわりが異

変に気づき、声かけることも大切で、被害を防ぐために加害者教育支援プログラム

もあるとのことだったが、実際にどのぐらいの参加者がいて、更生されるのかが気

になった。時間的にも物足りず、もう少し掘り下げて訴えかける内容でもよかった

が、ＤＶについて考えることに一石を投じる番組であった。 

 

○  ＮＨＫスペシャル「中国新世紀」をシリーズで見ている。シリーズをすべて見るぐ

らい、とても夢中になった番組だった。急成長を遂げている現在の中国の動きや発

展、他国への影響を、中国だけではなく、現在の世界の情勢まで分かるように丁寧な

取材がされていて、とても見応えがあり、ぜひ多くの人に見てもらいたいと思った。

上辺だけの取材ではなく、中国の今の政策の光と影、その政策のなかで中国経済を

けん引して大きく発展している企業が集まる都市、一方で、そのような発展都市と

の間に存在する格差のように、シリーズ構成としてしっかりとした流れがあり理解

しやすく、次のシリーズを楽しみに待つ工夫がされていると感じた。幅広い、さまざ

まなテーマをうまくまとめており、今知りたい、知らなければならないことがたく

さん詰まった、いろいろ考えさせられる番組で、とてもよかった。 

 

○  １１月の朝日新聞論説委員のコラムで、ＮＨＫの北海道ブロックで、七つあった

局が四つのエリアになるため、地域のニュース、情報の発信が減るのではないかと

いう懸念が出ていると紹介されていた。確かに働き方改革が言われるようになって

から、土曜、日曜のローカルニュースが、ほぼ九州で共通化されたり、共有化してい

かざるを得ないところがある。地域に密着したＮＨＫということであれば、地域の

ニュース、話題や情報を、間断なく一定量確保することが大きな課題だと思うが、今

後の展望や地方ニュース、地方の情報発信枠について教えてほしい。 
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（ＮＨＫ側） 

北海道は、エリアを再編しながら、放送を出す時間としては増

やす方向で、今最終的な調整を進めている。単に効率化というこ

とではなく、生産性も高める。九州においても、地域情報発信の

強化という観点から、土日のローカルニュール等について、最終

調整を進めている。 

 

（ＮＨＫ側） 

九州沖縄は、放送のニュースの管中化が進んできたブロックだ

と受け止めている。しかしここ数年で状況が変わった。新型コロ

ナウイルスの感染拡大も一因で、身近な地域の情報・ニュースを

より知りたいというニーズが明らかに高まったと思う。来年度以

降の土日の情報発信のしかたについては、従来のやり方にこだわ

らず、視聴者本位でしっかり考える。 

 

○  大河ドラマ「晴天を衝け」について要望がある。周りに比べて渋沢栄一が年を取っ

てないように見えるので、この人はこの年でこれだけのことをやったということが

よりわかるように、年齢の注釈を入れてもらう、もしくはデータ放送で年齢を照ら

し合わせて見たい。 

 

○  １２月８日（水）に再放送されたＢＳ１スペシャル「消えた祖父の謎を追う～“ア

メリカの敵”となった日本移民～」(ＢＳ１ 前 1:10～1:59)を見た。レジーナ・ブー

ンさんという黒人女性のジャーナリストが祖父の足跡をたどる中で明らかになるさ

まざまな秘話がおもしろかった。日系の友人たちがいることもあって、とても身近

に感じられた。レジーナさんにずっと張り付いて取材していたが、丁寧な取材がで

きることがうらやましく、これからもぜひ続けてほしいと感じた。沖縄で小さな雑

誌をつくっているが、予算がないと長期間追い続ける取材はできないことがあるか

らだ。アメリカの公文書館で残されている資料から、さまざまなことが明らかにな

っていく過程そのものも非常におもしろかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

我々は貴重な受信料を頂いて、その価値を最大化するために、

丁寧な取材をし、深く、広く、ファクトを提示して皆様にお考え

いただく、そういうことをしっかりやっていくことが視聴者の方

々への貢献だと考えている。 
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○  １１月２８日(日)から放送開始の【プレミアムドラマ】生きて、ふたたび 保護司

・深谷善輔を見ている。これまで保護司ということばは耳にしたことはあったが、

知識はほぼ皆無だった。このドラマ自体は法務省の法務局が取材協力しており、ま

た、実際の保護司が考証役を担っているので、ドラマでありながら、現場で起きるさ

まざまな事件などを大変リアルに再現していると感じた。俳優のすばらしい演技に

も毎回引き込まれている。この番組が放送されることによって、社会のために頑張

っている保護司に光が当たり、どうやったらなり手が増えていくか、そういう議論

が起こることで体制が充実し、犯罪を犯してしまった人々にも生き直すチャンスが

与えられる、そんな社会の実現への第一歩につながればよいのではないかと感じた。 

 

 

ＮＨＫ福岡拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年１１月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

１１月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１８日（木）、ＮＨＫ福岡拠点放送局

（ウェブ開催）において、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴したザ・ライフ「人とプラスチックとこの世界～九州 海

辺の風景～」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に１２月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  古荘 貴敏 （株式会社 古荘本店 代表取締役社長） 

副委員長  西野 友季子 （株式会社 ニュー西野ビル 代表取締役） 

委  員  乾  眞寛  （福岡大学 スポーツ科学部 教授） 

いのうえちず （雑誌モモト 編集長） 

岡野 涼子  （一般社団法人ＮＩＮＡＵ代表理事） 

楠田 喜隆 （株式会社 雲仙きのこ本舗 常務取締役） 

久保田 正廣 （西日本新聞社 論説委員長） 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部 教授） 

吉島 夕莉子 （吉島伸一鍋島緞通株式会社 ５代目技術継承者 デザイナー） 

吉水 請子 （極東ファディ株式会社 取締役 商品経営本部 本部長） 

 

（主な発言） 

 

＜ザ・ライフ「人とプラスチックとこの世界～九州 海辺の風景～」 

（総合 １０月２２日(金)放送）について＞ 

 

○  クラゲの視点でプラスチックごみの問題を語ることで、変化したのは我々人間で

あるということを、非常に新鮮に感じさせた。データをもとにした海流の説明には

納得感があった。アジアの国々から出るプラスチックごみが、海流に乗って九州に

押し寄せる、その意味でもアジアの玄関口になっていることに、強い危機感と問題

の大きさを感じた。門司から始まり博多湾、別府湾、福津と、それぞれの海岸線で起

きている問題も、非常にリアルに把握することができ、十分な危機感を感じた。一方

で、解決のために何ができるのかというヒントが欲しかった。「漁師が１００歩進む

より、市民みんなで１歩進むほうが大きな前進だと思う」という漁師の切実なこと

ばがあったが、市民みんなで１歩進むためには何をどうしたらよいのかもう少し踏
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み込んで伝えてほしかった。 

 

○  環境問題やプラスチック問題は、身近なものになかなか落とし込めていないと以

前から思っていたが、今回、九州の海にごみが集まる理由などを知り、身近にある問

題だと強く感じた。また、研究者だけではなく、そこで暮らしている人たちも含めて

さまざまな関係者が登場し、それぞれの視点から問題提起をしていたことで自分の

こととして落とし込むことができたと感じた。 

 

○  見ていて少し疲れてしまう、２５分間が長く感じた番組だった。起きている現象

の一つ一つに納得する間もなく、情報が次々と提示されたように感じた。途中にス

タジオで情報を整理したり、補ったり、視聴者の意見を代弁したりする演出方法で

もよかったのではないかと思った。登場する人も多く、複雑に広がる話の展開を、整

理して見せてほしかった。ただ、自然の海を守るボランティアや、専門の科学者、漁

師の方々が、それぞれに課題や問題と悩みを発言しているのはよかった。特に、漁師

の男性が、お客に対してマイバッグの持参を呼びかけるのは、勇気のある行動だと

思った。私自身のプラスチックごみの問題意識の低さも認識できた。海流の分析や

プラスチック濃度の分布の地図、専門家の意見など、解説があったのは分かりやす

いと思った。 

 

○  前半、誰に何を言いたい番組なのか分かりにくい印象を受けた。しかし、後半でナ

レーションがなく文字だけで表現している場面のテロップに、最も訴えたいことが

詰まっているのではないかと思った。ナレーションのあるなしというギャップがよ

かったのかもしれないが、文字だけのほうがよく伝わってきた。環境問題を取り上

げる番組にありがちな押しつけがましさが感じられなかったのは、漁師の役割が大

きかったと思う。漁師が実践者であり、当事者であるため、説教がましくならず、自

然体でマイバッグの呼びかけをするところは、とてもよかった。専門家や活動家の

話は、時に、環境問題に熱心ゆえに主張が強過ぎるように感じられることもあるが、

そういうものが全然感じられなかったので、その点はよかった。 

 

○  ２５分で語るにはあまりにも大きいテーマなので、どう行動すればよいのかとい

う結論を求めるのは難しいと感じるとともに、九州の海を舞台にして、手際よく問

題を伝えるという意味では成功している良質の番組だと思った。そのうえで一つ目

のポイントは、環境、公害の問題は、ＮＨＫが公共放送として報道を引っ張っていく

ジャンルの一つとして期待されているところだと思うので、もう少し番組自体を積

極的に売り込む努力をするべきだったと思う。そうすると、誰に向けた番組なのか

ということが、とにかく多くの人に知ってほしい番組なんだとクリアになる。九州
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で報道に関わる人に見せれば、教育効果の高い教材としても役立つと思うので、ぜ

ひ２次利用などさらなる展開、世の中への売り込みを考えていただいたらよいと思

う。もう一つは、番組を見て何かを感じてもらう余白というのが、うまく表現できな

かったのかもしれないと思った。今回の番組は、大学の先生や漁師やＮＰＯの人に

すべて語らせており、どのことばも際立っているがゆえにやや満腹感があって、見

ていて少し疲れてしまったり、教科書的に感じるところがあった。密度が高い番組

の裏返しだと思うが、見た側が想像する、感じ取る余白を残す一工夫があれば、さら

にグレードの高い番組になったのではないかと思う。 

 

○  まず率直に、よかった。海流の話など、科学的な情報が地図とともに提示され、理

解しやすかった。ウミガメの衝撃的な映像やダイバーの話など、伝えられる現実は

深刻で切実なものだった。この番組は感覚的・抒情的につくられていたが、必要な情

報は提示しており、わかりやすかった。一方で、視聴してもらうことを目指したター

ゲットがあるのか、気になった。今回に限らず「ザ・ライフ」という番組全体のター

ゲットは誰なのか、まだ迷っているように感じている。この番組はこういう視点で

表現しますよというのが分かれば、見る側も見やすいと思う。ターゲットや番組の

テイストについて、今後考えていったほうがよいのかなと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

今回、特にターゲットの議論はしなかった。直前のニュースを

見ていた人たちが、何か変わった番組が始まったぞ、もしかして

これは自分たちにとても関わる問題なんじゃないのかという気持

ちを徐々に持ち始めて、見終わった人の中には、その問題がずっ

と気になるものとして心に残って、自分の生活を変える人が現れ

るかもしれない。その一つのきっかけになる番組になればよいと

思いながら制作した。 

 

○  クラゲの視点で番組が始まったのがおもしろく、引き込まれた。２５分という短

い時間の中で深く伝えることは難しいとは思うが、関わりのあるさまざまな分野の

人々が、それぞれの視点でプラスチックの問題を伝えており、全体的にとてもまと

まった番組だったと思う。海外からだけではなく、自分たちの生活からも多くのご

みが出ていることを、改めて考えさせられた。ウミガメのお尻に詰まったプラスチ

ックの映像もとても衝撃的で、危機感を感じた。番組を通して、環境問題を身近に感

じて取り組んでもらうことも大事だが、それぞれの地域でどのような活動が行われ

ているかを伝えることも大事だと思った。視聴者が自分事として感じて行動へとつ

ながれば、意味のあるものになると思う。テレビには映像を通して心を動かす力も
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あると思う。一人一人の認識が変わっていけば、小さな行いも、いずれ大きくなると

いうことを強く感じさせられた番組だった。環境問題は世界にとって深刻だ。早く、

多くの人々に伝わるように、積極的に発信してほしい。 

 

○  子供のために地球環境を守っていかねばと、ふだんから常にアンテナを張って、

自分にできることに取り組んでいるので、率直な意見として、番組には緊迫感が少

し欠けている印象を持った。実態を伝えるだけではなくて、もっと危機感を持って

生活していかなければいけないことを一緒に考える、問題提起やヒントがもう少し

ある番組だったらよかった。実態を伝えた次のステップとして、例えば、ごみをどう

やって減らすのか、減らすためには何ができるのか、そこから踏み込んで過剰包装

や大量生産大量消費の問題を例に挙げながら、ごみを出さない生活を、一緒に考え

ていける方向性の番組をもっと見ていきたいと思った。これからは、意識や行動の

変容のきっかけになるような番組が必要になっていくのではないかと思う。 

 

○  現状を知ってもらうことが一番で、インパクト映像も集めたという制作者のねら

いは、そのまま受け止めることができた。プラスチックをめぐる問題は既知の問題

だが、この番組を見る前と後では、危機感が大いに異なり、とても影響力のある番組

だった。都市に住む私たちが気づいていない海の汚染の実態を目の当たりにした。

多くの人に共有すべき番組だったがゆえに、クラゲには、知るべき現実をもっとス

トレートに語ってほしかった。現実を伝える大切さ、それがキーワードだと思った

が、インタビューの中でも、さらさらと流されてしまっているのが、もったいなかっ

たと感じている。番組の構成としては、どこの海岸の話なのか、場所の切り替えが分

かりづらかった。データの解説や研究者のコメントについて、私は要点を端的に語

るナレーションをかぶせると、さらに理解が促されてよかったように感じた。いず

れにしても、知ることができてよかったと思える貴重な番組だった。 

 

○  美しい自然とごみの描写の激しいギャップに、人間が地球を汚している事実を突

きつけられ、インタビューを受ける人たちの悲しい表情、声も相まって、とても悲し

い気持ちになった。海岸に流れ着くごみの量が想像を超えていて、途方に暮れてし

まうのも当然だと感じた。暗くなりがちな内容だが、クラゲ役の手嶌葵さんの癒や

される声にはそれを和らげる効果があったと思う。九州にごみが流れ着く仕組みが、

図解で分かりやすかったし、マイクロプラスチックの濃度は、九州を含む日本海が

高いという問題に危機意識を持つことができた。また、日本の生活ごみが年間で１

４万トン流入していることや、ほんの７０年で環境を悪化させた事実、ウミガメの

死骸の映像などにとても大きなショックを受け、どうすれば問題を解決できるのか、

真剣に考えていきたいと思った。確かに早急な解決方法はないが、生活スタイル、社
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会の在り方を変えることが必要だし、そのためにはみんなが１歩ずつでも、できる

ことに取り組んでいくしかないことを理解した。できるだけ多くの人に視聴しても

らって、行動の変化を起こしてもらいたい、そういう番組だと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

この番組を担当して、町なかにごみが落ちているのが気になり

だした。意識する前は、全然目に入らなかったので、意識するこ

とは、とても大事なことだと感じている。テレビがそのきっかけ

をつくることができれば、公共メディアとしての役割の一旦を担

えるのではないかと思う。演出については試行錯誤の段階なので、

いただいたご意見も取り入れながら、さらにブラッシュアップし

ていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

現状を語るだけでなく、今後の方向性について、何らかのヒン

トを与えてほしいという声をよくいただく。今回のような環境問

題については、見る側の意識にも温度差があるので、皆さんに納

得していただけるかは、そう容易ではないが、問題提起とあわせ

て解決に向けたヒントも打ち出せるよう、少しでもよりよい番組

づくりに努めていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  フカイロ！「＃おおいた２０３０→」を見ている。１０代の若者たちと大分の未来

について考えるシリーズとして年に数本放送されており、４月９日(金)「＃おおい

た２０３０→Ｆｉｌｅ．３ ジェンダー平等を考える」では、知り合いの高校生が出

演した。番組放送後、その高校生が番組をきっかけに物事をいろいろな視点で見ら

れるようになった、自分の将来につながっていきそうだという話をしてくれた。Ｎ

ＨＫのよいところは、市民一人一人にスポットを当て、地域で必死に取り組んでい

る人たちを主役にできるところだと思う。未来を担っていく若者目線での情報発信

が今後増えると非常によいと思い、「フカイロ！」をいつも見ている。１２月も楽し

みにしている。 

 

（ＮＨＫ側） 

地域局は、地域のお役に立つ存在になろうということに非常に



6 

力を入れている。その一つの方向性が、地域のさまざまな方々の

取り組みをしっかり取り上げることだと思う。 

 

○  １０月２４日(日)のＮＨＫスペシャル「メジャーリーガー 大谷翔平〜２０２１ 

超進化を語る〜」を見た。この番組は、大谷選手の計４年間にわたる挑戦の裏側を丁

寧に取材しており、番組を通して、ほぼワンショットで大谷選手自身が語るという

設定もとても斬新で、心に響いた。また、嵐の二宮和也さんの静かな語り口が非常に

心地よく、すばらしい活躍を冷静に受け止めることができた。父親であるコーチと

大谷選手との交換日記が、大谷選手の自己分析能力の土台をつくったこともよく理

解できた。大谷選手の活躍をたたえる番組は多数あるが、この番組は科学的な根拠

に基づく彼の練習方法や日常の体づくりの秘蔵映像とともに、この偉業がどのよう

にして４年間という時間で成し遂げられたのか、しっかりと理解させてくれるスポ

ーツドキュメンタリーであった。今年度で一番よかったのではないかと思うぐらい、

すばらしい番組だったと思う。 

 

○  １０月３０日(土)の九州沖縄特集「南阿蘇 傷ついた故郷と生きる～熊本地震 

５年間の記録～」(総合 後 5:00～5:59 九州沖縄ﾌﾞﾛｯｸ)を見た。熊本地震から５年

間、南阿蘇の人々を取材し続けており、客観的、定点観測的に復興の進捗や人々の心

の葛藤を見ることができて、多くの発見があった。南阿蘇は２年程度はほとんど復

興が進まず、当事者の心痛はいかばかりであったかとお察しする。ただ、５年が経過

した今、同じ場所で事業を再開される方もいれば、全く別の場所で違う事業を立ち

上げる方、やり方は異なるが、それぞれが納得する着地点に到達できたと知り、本当

にうれしく思った。阿蘇は地震後も災害が相次ぎ、この番組を見て、自然の脅威を改

めて思い知らされると同時に、どんなに打ちのめされても諦めずに起き上がること

ができる人間の強さをも再認識することができた、大変よい番組だったと思う。 

 

○  １０月３０日(土)の九州沖縄特集「南阿蘇 傷ついた故郷と生きる～熊本地震 

５年間の記録～」を見た。取材を受ける人と、取材する側とのやり取りから、相当な

信頼関係と、手間暇をかけて番組をつくっていることが感じ取れる、非常によい番

組だった。ＮＨＫも異動など配置換えがあると思うが、特定の人が特定の取材対象

を５年間追い続けるためのノウハウがあれば聞きたい。 

 また、１１月５日(金)の＃てれふく「街角ドキュメンタリー 久留米バスセンター」

を見た。九州沖縄特集「南阿蘇 傷ついた故郷と生きる」とは制作者の世代やター

ゲットも違う番組だが、取材者の人柄や素顔がかいま見えることによって、印象に

残る興味深い番組に仕上がっていた。ドキュメンタリー番組を制作する若い方々に、
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ベテランの人たちの技能やスキルを伝授していくために何か工夫していることがあ

れば、教えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

５年、１０年、さらにもっと長いスパンで取材すべきテーマに

対しては、チームで取材する。全員が同時に異動することはない

ので、うまく引き継ぎしながら、５年後、１０年後に備えること

が一般的である。もちろん、所属部局を離れていても、応援など

の形で制作にかかわることもある。 

 

（ＮＨＫ側） 

今回の担当ディレクターは九州域内での異動だったために、ス

ムーズに継続して取材することができた。また、福岡局に赴任し

た若手ディレクターを先輩ディレクターが育てていくなかで、＃

てれふく「街角ドキュメンタリー 久留米バスセンター」のような

ドキュメンタリーがうまれた。 

 

○  １１月４日(木)のクローズアップ現代＋「追跡・ＳＮＳ性犯罪▽ネットで子ども

を狙う卑劣な手口とは」を見た。内容がとても衝撃的で、耳を塞ぎたくなるような現

状ばかりで、危機感を感じ、考えさせられる番組だった。女の子だけでなく、男の子

も注意が必要というスタジオでのコメントがあったが、番組内で被害者として出て

きた事例や実験の被害者として設定されたのは女の子だけだった。性別に関係なく

注意が必要である実態が分かるような実験やインタビューがよかったのではと感じ

た。子供を守っていくためには、法律を活用するだけではなく、そもそも事件が起こ

らないような教育、リテラシーを高める学校での取り組みなどが必要だと思う。そ

こまで踏み込んだ子供たちの生の声や現場の取材も見てみたい。また、被害者を支

援しているＮＰＯ法人の支援内容や子供の現状の深い取材も、ぜひ見てみたいと思

う。 

 

○  １１月７日(日)のＮＨＫスペシャル「グレート・リセット～脱炭素社会 最前線

を追う～」を見た。最近脱炭素社会についてさらに知ることができればと思い視聴

したが、壮大で迫力のある内容で気を抜く暇がなく、何度か見返す必要のある保存

版のような番組だった。脱炭素社会のステークホルダーである国、企業、市民を包括

した社会構造をしっかり描き切っていたのが圧巻だった。国家間のグレート・リセ

ット後を見据えた覇権争いや、企業は生き残りをかけた変革を試されていることな

ど、この番組に出会わなければ実感することができなかった。ＣＯ２の排出量や気
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温、各国のエネルギーの構成比など、多くのデータが出てくるが、分かりやすく、で

きるだけ視聴者の印象に残るように示されていて、この問題における数字的な指標

が、いかに大切なのか理解できた。また、ナレーションがとても透明感のある声で、

救われるような雰囲気を醸し出していた。すべてを理解するには、とてもハードな

番組だったが、あまり肩に力を入れ過ぎず、さらっと見て、何か一つ自分のものにし

ていくというような見方をするのもよかったかなと思った。 

 

○  １１月１１日(木)のクローズアップ現代＋「被爆者・坪井直さんのメッセージ▽

家族が語った最期の言葉」を見た。先月亡くなられた広島県の被爆団体協会の前理

事長の坪井直さんを、一人のディレクターが２７年にわたって真摯（しんし）に取材

して制作した番組だった。憎しみを越えて次の世界をつくっていこうとしている人

間をずっと取材し続けていたことに、非常に感銘を受けた。坪井さんの「Ｎｅｖｅｒ 

ｇｉｖｅ ｕｐ！」ということばで番組を終わらせていたが、世の中には理不尽さ

や矛盾や複雑さなどがあるなかで、私は、人類に対する貴重なことばだと受け止め

た。「懸命に前を向いて生きてきた坪井さんの姿には人間の尊厳を感じ、忘れること

ができません」というディレクターのことばは非常に重く、感動した。日本におけ

る、または世界における貴重なメッセージがこの番組には詰め込まれていて、歴史

を見た、人類に対するメッセージを見たという、非常に深い感銘を受けた番組だっ

た。 

 

（ＮＨＫ側） 

私は、広島局勤務時代に坪井さんにいろいろお話を聞いた。非

常に明るく前向きで、とても魅力的な方だった。広島局に赴任し

たディレクターの多くが坪井さんに育てられて成長した。坪井さ

んのような被爆者を引っ張ってきた方が、最近次々と亡くなられ

ている。沖縄でも、沖縄戦をどう伝えるかということが大きな課

題だが、戦争体験者が亡くなられる中で、どうやって次に伝えて

いくのかということは、非常に大きな課題だと、改めて感じた。 

 

○  １１月１４日(日)のＮＨＫスペシャル「ＥＶシフトの衝撃～岐路に立つ自動車大

国・日本～」を見た。今、自動車産業の構造が世界的に大きく変化しているが、ヨー

ロッパに比べて日本はかなり出遅れていると感じた。自動車メーカーのトヨタやホ

ンダの取り組みや、社長の問題提起などは大変勉強になった。経済産業省の製造産

業局長の話もあったが、課題認識と今後の具体策としては内容が薄かったように感

じた。話の続きをもう少し聞きたかった。世界中に取材の拠点を置き、各国の政府や

企業のリーダーへの取材ができるＮＨＫならではの番組だったと思う。また、ＥＶ
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化が進むことで、現在ガソリンエンジンを作っている会社や工場の労働者が失業す

る懸念を提唱していたのもよかった。 

 

○  １１月１６日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「泣いて、笑って、おしゃれ

して～スタイリスト・大草直子～」を見た。大草直子さんの活発な活動や、飾らない

自然体な人柄、年齢や体型に寄り添うおしゃれの提案などについて興味深く感じ、

「あなたはあなたのままでいい」という大草さんのことばもすっと入ってくる印象

的なものだった。年を重ねていく中で、コンプレックスも含めて自分自身を受け入

れて、そのままの自分でよいという勇気をもらえることばでもあったと思う。この

コロナ禍において、多くの人々が厳しい状況であったり、さまざまな岐路にある中

で、「プロフェッショナル 仕事の流儀」や「逆転人生」などのように、人にスポット

を当てた番組は、見る人々を勇気づけ、刺激やいろんな生き方のヒントを与えるも

のであると思う。今後も多種多様な人々を取り上げてほしい。 

 

○  特定の番組ではないが、選挙報道について意見を述べる。ウェブサイトで最高裁

の国民審査の情報を分かりやすく解説したページが、非常に参考になった。同時に、

切り口の工夫があれば、公平性や平等の制約があっても、選挙報道でもっとウェブ

サイトが活用できるのではないかと感じた。直前の自民党総裁選は、一政党の情報

がずっと放送されているような印象をうけた。政権与党なので国民の関心事だと思

うが、視聴者、有権者が本当に知りたいのは政局なのかという疑問を強く感じた。Ｎ

ＨＫにはジャーナリズムを志して入局される方も多く、頑張っている方はたくさん

いる。ＮＨＫの持ち味は丁寧な取材で、深く掘り下げた取材に基づく調査報道は、ド

キュメンタリーには非常によく生かされているのに、選挙報道になると、急に政局

の話でごちゃごちゃと終わってしまう印象が強い。投票率の低さも問題になってい

るが、日常生活に追われていると、一政治家がどういう政治活動をしているかなど

は、よほど関心がないと、詳細まで確認している人は少ない。そういう視聴者向け

に、前回の選挙から今回の選挙まで、自分の選挙区の議員や全国の政党などが何を

してきたかを検証するような番組があったらよいと思った。 

 

○  選挙報道について、新しい政治報道を目指していこうという意見には賛同した上

で、私から出口調査、情勢調査について質問したい。ＮＨＫは当日午後８時の段階で

は、自民党単独では過半数は厳しいという、非常に自民党に辛口の第一報を出した。

だが、蓋を開けてみれば、自民党が絶対安定多数という結果になった。同様の見通し

をたてていたメディアは他にもあり、ＮＨＫだけということではないが、ＮＨＫと

してはどう受け止め、今後に向けた検討をされているのか、うかがいたい。 
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（ＮＨＫ側） 

選挙報道についていくつか御意見をいただいたが、そのとおり

だと思う。選挙報道は決して政局報道だけではなく、ましてや開

票速報だけでもない。開票速報にかなりのエネルギーを割いてい

るのも事実だが、ＮＨＫとしてはどのメディアにも負けないくら

い大変な量をこなして選挙取材をやっている。私自身、有権者の

判断材料をしっかり提供することがＮＨＫの使命だと考えてきた。

前任地の沖縄局では、前回の名護市長選挙あたりから、候補者の

プロフィールを非常に分厚く報道するようにもした。判断材料を

提供する選挙報道は、ますます重要になってくると思っている。

午後８時の時点で出した議席予測が、結果的に実態とかけ離れて

いたというご指摘については、今回の結果を真摯に受け止め、し

っかりと検証をしていく。 

 

（ＮＨＫ側） 

今回の選挙では、公示前から積極的にデジタルを活用した。そ

の一つが国民審査の取り組みで、非常に高い評価をいただいたと

考えている。また、鹿児島局は選挙後に取材記者のメモや実感を

動画で発信するなどした。当選者の政治活動を検証する取り組み

については、貴重な意見として受けとめて今後に生かしていきた

い。 

 

 

ＮＨＫ福岡拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年１０月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

１０月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、２１日（木）、ＮＨＫ福岡拠点放送局

（ウェブ開催）において、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴したザ・ライフ「それでも、この村で～宮崎・椎葉村 土

砂災害からの日々～」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を

行った。 

最後に１１月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  古荘 貴敏 （株式会社 古荘本店 代表取締役社長） 

委  員  乾  眞寛  （福岡大学 スポーツ科学部 教授） 

いのうえちず （雑誌モモト 編集長） 

楠田 喜隆 （株式会社 雲仙きのこ本舗 常務取締役） 

久保田 正廣 （西日本新聞社 論説委員長） 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部 教授） 

吉島 夕莉子 （吉島伸一鍋島緞通株式会社 ５代目技術継承者 デザイナー） 

吉水 請子 （極東ファディ株式会社 取締役 商品経営本部 本部長） 

 

（主な発言） 

 

＜ザ・ライフ「それでも、この村で～宮崎・椎葉村 土砂災害からの日々～」 

（総合 １０月１日(金)放送）について＞ 

 

○  社長の相生秀樹さんにとっては、当時を思い出すだけでもつらいと思うが、災害

に向き合う姿や復興への強い思いを丁寧に取材した、とても心に響く番組だった。

土砂災害から１年がたつが、課題はたくさんあると思う。相生さんのドキュメント

にとどまらず、自治体の災害対策や復興の将来像、被害からの学びなど、番組を見た

人々にとっての災害対策にもつながるような情報があればなおよかった。 

 

○  冒頭、相生さんが名前を呼ぶシーンでは、被害にあった４人のうち１人だけ名前

が呼ばれず疑問が残った。３人は遺体が見つかっていないから名前を呼んだのだと

推察したが、説明があってもよかった。また、ふだん会社の寮に住んでいた実習生

を、相生さんが自宅に招いたいきさつも丁寧に説明してもよかったと思う。宮崎弁
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で「頑張んないよ」とことばをかけるシーンは意味が伝わりづらいので、テロップで

補完してもよいと感じた。ほかにも椎葉村について人口などの情報があったほうが、

過疎化が進む地域の大変さが分かり、防災対策としての建設業の大切さも伝わると

思った。最後の「あの日の記憶から目を背けず、前を向こうとしているように見え

た」というナレーションについても、相生さんはもう十分に前を向いており違和感

があった。「ザ・ライフ」というタイトルは検索してもなかなか出てこず、九州発な

ど何か冠がもう一つ要るのではないかと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

犠牲になった４人のうち３人しか名前を呼んでいない理由を説

明すべきかは制作者同士でも議論したが、あのシーンの空気を壊

さずに伝えるのは難しく割愛した。 

椎葉村の情報についても説明的な要素はあえて省き、相生さん

が現場に行く道すがらの山道の風景や、ところどころに挿入した

空撮で伝えた。 

「前を向こうとしているように見えた」という直接的な表現を

避けたナレーションは、相生さんはカメラが回れば気丈に振る舞

うが、映っていない部分でまだまだ前を向けておらず、悲しみが

癒えていないところもあると取材して感じていたためである。 

 

○  災害で家族を失った人のドキュメンタリーは、必要以上に悲しみをあおることが

あり、これまでは嫌だという印象を持っていた。しかしこの番組は場面がテンポよ

く展開され、ナレーションも明るく、立ち止まらず見ることができた。タイトルの

「それでも」生きていくというのは、残されて予定どおりでなくても続いていく生

であり、「この村で」生きていくというのは、過疎化や外国人労働者、自然災害対策

といった課題と向き合いながらの生ということで、本当によいタイトルだと感じた。

また、相生さんが毎朝山に向かって大きな声で話しかける場面は、切ないが生きる

覚悟が伝わってきて、人生において不測のときにはこうありたい、生きるのであれ

ばこうするしかないと自分に置き換え、前向きに想像することもできた。そのほか、

息子と交わした会話や妻の好きだったヒマワリなど全体を通してそぎ落とされた説

明により、多くの周辺情報が語られる編集も感動した。 

 

○  基本に忠実な企画と取材だと感じていたが、４年生の記者とディレクターのコン

ビが制作したと聞き腑に落ちた。メディアは大災害があると１か月後、３か月後な

どで状況をリポートするが、どうしても単発に終わりがちだ。大惨事の後の状況を

点ではなく、時間軸でまとめていくのはテレビならではの手法で、非常によくまと
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まっていた。「水が怖い」や「死ぬまで椎葉」といった新聞の見出しになるような的

確なことばを次々に発するなど、相生さんのキャラクターが非常に立っていた。予

期しない災害が日本で頻発し、多くの人が命を落としている。椎葉の山林を支える

建設会社で、ベトナムから来た若者２人が亡くなってしまうという事実の重み、こ

れは今の日本の課題を象徴する出来事のひとつと言ってもよいと思うので、もう少

し補足して全国で放送してもよいと感じた。相生さんのことばだけでも番組として

成立するが、周りの関係者にもう少し語らせたほうがより印象深いメッセージとし

て伝わったと思う。現状に対する不安や戸惑いなど、もう少しネガティブな部分に

焦点を当ててもよいと感じた。 

 

○  相生さんが亡くなった家族と実習生に向かって拝んでいた冒頭の場面が印象的

だった。妻と息子、家族同様に思っていた実習生を土砂災害で亡くした中、１か月後

には仕事を始める精神力がすごいと思った。相生さんの「たまらんちゃ、気力よ、気

力」ということばから、経営者としての覚悟や責任感も感じた。タイトルの筆文字と

ナレーションも大変よかったと思う。特に初盆の際、妻が好きだったヒマワリをじ

っと見つめるシーンでの「夫婦だけの時間が流れます」というナレーションは相生

さんの心情を的確に捉えていた。夜の花火や、山から見た朝霧など映像がとてもき

れいで、自然の魅力も感じた。また明るめのＢＧＭも内容にとても合っていた。相生

さんの会社のように、災害時の被害が甚大にならないよう予め工事で防災をしてい

る会社があることを初めて知った。山林の工事現場のシーンでは、カメラがぶれ見

づらく感じたので、何か対策してほしいと思った。そのほか、誰がタイトルの筆文字

を書いたのかと、誰が映像の見せ方を考えたのかは聞いてみたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

タイトルの筆文字は、ディレクターが別の番組で取材していた

宮崎県在住の若手書家に依頼した。番組を実際に見て、感じた思

いを文字に込めてもらった。 

 

○  ４年生コンビによる番組と聞いて驚いた。取材が丁寧で相生さんの自然な表情に

迫れており、信頼関係を築けていると感じた。災害列島と言われる日本で、考えさせ

られる要素が散りばめられていた。音楽も押しつけがましさがなく、非常に好感を

持てた。ナレーションやテロップで丁寧に説明するのも一つだと思うが、あえてそ

ぎ落とし、見る側に委ねるつくりは、制作側に相当な覚悟が必要だと思う。親切心で

どうしてもさまざま説明したくなるが、画面もうるさくなり、自然の美しさが生き

なくなることも多い。全体的に見てとてもよくできた番組だと思った。前向きに生

きていこうとする相生さんだが、壮絶な経験の中で、自分だけが生き残ったという



4 

罪悪感を持っていると思う。その気持ちを抱えながら、前向きにならざるを得ない

状況がしみじみ伝わってくる構成になっていた。 

 

○  災害時の報道と、被災地のその後はセットで報道する必要があると思うが、１年

でどのように変化したか非常に丁寧に取材されていた。冒頭と最後に山に向かって

相生さんが呼びかけるシーンを繰り返すことで、遺体が収容されていない無念さが

深く伝わってきた。相生さんの災害復旧にかける強い思いや、７１歳で家族と会社

を失い、また新たに建て直すという強い気持ちをしっかり伝えていたと思う。ナレ

ーションの佐々木理恵さんは、気象予報士・防災士とのことだが、災害現場からの報

道としてのコメント、そして今回の番組での優しく寄り添うようなコメントの双方

で非常によい効果があったと思う。災害が起きやすい地形で、わずか 500 メートル

離れた場所に新しい会社を再建することに対しては、少し不安を感じた。 

 

○  悲劇に見舞われながらも、なぜ７０歳を超える年齢で会社経営を続け、出演を承

諾したのか知りたいと思い視聴した。従業員とその家族を守ることが使命で、死ぬ

まで椎葉村に住み続ける覚悟を持って仕事に取り組むという相生さんのことばが

あった。相生さんの心の底からのことばを聞き、本来使命とは“自分の命を何に使う

のか”という意味だと思い出した。毎朝山に向かって祈りをささげる姿が印象的だっ

たが、大切な人の死を間近で目にし、人は必ず死ぬこと、そしていつ死ぬか分からな

いからこそ今を大切に生きなければならない、という死生観による行動ではないか

と感じた。番組を通して経営者として使命感を持つこと、覚悟を持つこと、そして社

会性を持つことの大切さを教えてもらった気がした。相生さんの表情をアップで撮

り続け、感情の動きを読み取らせようとする演出はとてもよかったと思う。椎葉村

は自然災害と隣り合わせで、なぜ危険な地域に住み続けるのかという疑問も持った

が、美しい村の映像を見て、やはり住んだ人しか分からない土地への愛着、魅力があ

ると感じた。生きづらさから命を絶つ人が増えている現代社会において、生きるこ

との尊さを再確認できる番組だと思った。 

 

○  冒頭、山に向かって祈りを捧げる姿が印象的だった。土砂災害で家族と従業員を

失った悲劇の中、１か月後には会社を再開させた相生さんの気力と覚悟に心を揺さ

ぶられた。相生さんが社員のため、村のため働き続けると覚悟を決めたのには、過疎

化ゆえに復旧には自身の仕事が欠かせないという背景があると感じた。実際の現場

の映像を通して、高齢化した作業員の過酷さと大変さが伝わってきた。椎葉村だけ

でなく、今後さらに増えていく日本の過疎地域の問題であると考えさせられた。災

害により亡くなった実習生の事もきちんと伝えており、温かく受け入れられていた

ことから結びつきの強さも感じた。全体的にとても丁寧に作られており、相生さん
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との距離感や心から出ることばは、ディレクターが正面から向き合い丁寧な取材を

続けた結果だと感じた。カメラワークとナレーションも静かに溶け込んでいてよ

かった。辛い経験の中でも前向きに進もうとする相生さんの姿に励まされ、心に響

いた。 

 

（ＮＨＫ側） 

相生さんは実習生２人を自宅に避難させていたところ災害に

遭ったが、そこに関しては取材でもなかなか踏み込むことができ

ず、まだ話は聞けていない。相生さんもベトナムとの交流を再開

したいという思いがあるため、今後も取材を続けていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

地域局の放送部は職員の半数以上が２０代という非常に若い

職場であるが、本人たちにとってこれから先につながる経験に

なったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

番組にナレーションや字幕スーパーなどの補足情報をどの程

度加えるべきかという課題は、一番大きなジレンマかもしれな

い。制作過程は取捨選択の連続で、何を加え、削るべきか、そ

れによって誤ったメッセージが伝わらないかを日々考えている。

もちろん説明を尽くせば、納得する人が増えるかもしれないが、

逆に番組の空気感やテイストなどを損ない、見てもらいにくく

なってしまうかもしれないため、バランスを取る以外にはない

と思う。ただここ十数年、どちらかというと多く説明すること

を望む風潮が強まっている気がする。ニュース番組を含め字幕

スーパーを多用するようになったが、多くの人がパソコンを使

うようになり、画面に多くの文字が出ることに抵抗感がなくな

ってきていることも背景にあるかもしれない。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ９月２３日(木)の「追悼 経済評論家 内橋克人 未来への遺言」（総合 前 10:05

～10:30）を見た。経済評論家の内橋克人さんが亡くなって数日で、番組をすぐに放

送した点は非常に頼もしく感じた。また１０月７日（木）のＢＳ１スペシャル 欲望
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の資本主義 特別編「生き残るための倫理」が問われる時＜前編＞＜後編＞(ＢＳ１ 

前 0:56～1:46、1:46～2:35)を見た。今回の総選挙も分配合戦のようになっており、

まさに内橋さんたちが提唱したことが現実のものとなっている状況を考えると、非

常にタイムリーな放送だったと思う。先日亡くなった評論家の立花隆さんの業績を

総合テレビとＥテレで紹介していたが、同じようなものを内橋さんでも検討してほ

しい。 

 

○  ９月２６日(日)のＮＨＫスペシャル「認知症の先輩が教えてくれたこと」を見た。

周りでも祖父母が認知症だという人が多くなり、実際に自分も認知症の祖父の介護

をサポートした経験があったため視聴した。今までどおりにいかない現実や、身近

でサポートする人のつらさを知っていたため、非常に共感できた。一番つらいのは

認知症になった本人で、本人にしかわからないつらさがあると気づかされ、事前に

知っていたら違う接し方ができたのではないかと考えさせられた。最初は戸惑い、

強い口調で接していた家族が、徐々に認知症を理解し寄り添うようになる過程を丁

寧に取材していたため、同じような悩みを持つ人はとても励まされたと思った。出

演者の年齢層が高かったが、働きながら認知症の家族をサポートし、自分の生活と

両立させる悩みなど、若い人の視点もあると響く人が増えると感じた。 

 

○  １０月１日(金)のドキュメント７２時間「ワケあり食品店 激安の裏側に」を見

た。賞味期限が迫った食べ物を激安価格で販売するお店だったが、意外にもリピー

ターが多く、わけあり商品でもわくわくして買い物をしている姿が印象的だった。

この番組はインタビューだけでなく、テロップやナレーションなど目で、耳で、客観

的に分かりやすく伝えてくれるところがよいと思う。例えば番組後半の離婚したば

かりの男性が新しい環境で一人でやっていくという話の際も、俳優の勝地涼さんの

ナレーションから寂しさはあるものの、前向きな雰囲気が伝わってきた。密着型の

ドキュメンタリーで、快く取材を受ける人だけではない気もするが、そのような裏

の部分もいつか聞いてみたいと思った。 

 

○  １０月５日(火)のクローズアップ現代＋「史上初・指定暴力団トップの死刑判決

“９１人の証言”とは」を見た。事件や判決について非常によくまとまっていた。暴

力団の幹部級の人にカメラの前でしゃべらせるのは相当難しいが、よくチャレンジ

したと思う。また、彼らの言い分だけを放送するのではなく、一定の抑制をかけ、厳

選して番組にするという非常に難しい作業をクリアしたと思う。日本で唯一の特定

危険指定暴力団の実行犯でもないトップに死刑判決が出るという、まさに日本の反

社会勢力と国家権力のせめぎ合いの最前線が、この番組によって多くの人に認識さ
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れた。非常に価値のある報道だったと思う。どのような体制、期間で取材をしたか聞

いてみたい。注文をつけるとすれば、取材で得た情報のすべてを紹介しようとした

のか、全体として駆け足だった。特に有識者のコメントで番組を締めくくる構成だっ

たが、最初から決まったものに答えてもらった感じがした。もう少し余裕を持って

展開し、有識者のことばを深みのあるものにできればさらによかった。「クローズア

ップ現代＋」では、今回以外にも、熱海の土石流や不動産の事故物件など、旬なテー

マを地方発で取り上げており評価したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

体制と期間は一概には言えないが、北九州局、福岡局の県警担

当が取材を続けてきた。2014 年の被告の逮捕から大きく動き始め

たが、公判を継続して傍聴し、証言を積み重ねた。判決は極刑や

無期懲役、無罪判決の可能性もあり、取材体制を強化した。直接

関わった人数は北九州のディレクターと記者数名、福岡のディレ

クターと記者数名で全部で５人から７人ぐらいの体制で臨んだ。

引き続き継続して取材し、ニュースや番組で発信していきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

決まった質問をしているように見える、予定調和がやや過ぎる

というのは長年の課題である。少しでもそう見えない工夫を続け

ていきたい。 

 

○  １０月８日(金)の＃てれふく「地名探偵 ゴリサーチ！」を見た。福岡で活躍する

芸人のゴリけんさんと、「ロクいち！福岡」のメインキャスターを務める野口葵衣ア

ナウンサーの２人が、生活に身近なエリアの話題や地名の由来を解き明かしていて、

何気なく見始めたが最後まで見た。全国放送の「日本人のおなまえ」でも取り上げら

れていたが、全国の人にも十分楽しんでもらえたのではないかと思った。野口アナ

ウンサーはゴリけんさんとの掛け合いが非常に巧妙で、トークも軽快だった。ほか

にも「ブラタモリ」や「鶴瓶の家族に乾杯」といった地元の人が登場する有名な番組

があるが、この番組は重々しくなく、身近な話題を取り上げるローカル番組として

楽しんで見られた。 

 

○  １０月８日(金)のみやざき熱時間 ディープツアーズ「宮崎・イケメン灯台ツア

ー」を見た。観光名所の青島にある潮が引けば歩いていける灯台に興味を持った。灯

台マニアの不動まゆうさんが、たとえば“力自慢の細マッチョ”など灯台に愛称をつ

けているのが非常におもしろかった。灯火監視の役割を初めて知った。途中悪天候
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になったが、暗いため昼間から灯している灯台を見ることができたのは幸運だった。

最後に紹介された都井岬灯台は今は無人だが、昔は灯台を管理するためにそこに暮

らす家族がいたなどの話も楽しかった。タレントの椿鬼奴さんが、不動さんなどさ

まざまな人に寄り添いながら番組を進めており、非常に楽しく、安心して見ること

ができた。宮崎の穴場が紹介されていたので、観光にもつながればよいと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

宮崎は観光地も多数あるが、暮らしのすぐ近くにも意外な面白

い風景などがたくさんある。そのようなものも丁寧に番組で取り

上げたり、夕方６時台のニュース番組のコーナーで紹介したりと

魅力の再発見につなげたい。 

 

○  １０月８日(金)の沖縄の歌と踊り「宮沢和史演出 琉歌に魅せられて」を見た。ミ

ュージシャンの宮沢和史さん演出の舞台で、芸術性が高くすばらしかった。沖縄民

謡や琉球舞踊が好きな人にはたまらない内容だったが、そうでない人はついていき

にくいだろうとも思った。ＮＨＫプラスにはご当地プラスというプレイリストがあ

るので、全国にＰＲできると琉球芸能をより多くの人に見てもらえると思った。Ｎ

ＨＫプラスの利用者増加を目指し、どのようなプロモーションを行っているのか知

りたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

ＮＨＫプラスは今年３月に地域番組の見逃し配信を開始し、順

次拡充している。いずれ各局のローカル番組も見逃しに数多く配

信されると思うが、その途上である。利用状況も確認しながら、

ニーズに合致したサービスを拡充していきたい。 

 

○  １０月８日(金)のくまもとの風「よみがえる新日本紀行 肥後秘花」を見た。今ま

では古い映像が流れるとチャンネルを変えていたが、４Ｋ技術を使った今回のアー

カイブ映像はとてもきれいで引き込まれ、肥後六花を深く知ることができた。武士

道と華道が密接につながり、武士が花を育てることは精神修行の一環だったことは

初耳で、特に熊本は他県に比べそのルールが非常に厳格だと知り大変驚いた。街の

変化を比較できたのも楽しかった。最初は４０年前の肥後花菖蒲保存会が中心だっ

たが、そのあと肥後の朝顔保存会に切り替わった。４０年前も今と同じような技法

で花を育てる様子が見られ、伝統的な技法が時代を越え伝えられていることが実感

できたため、このようなアーカイブ番組の活用もよいと思った。今はデジタル化を

進め生産性を向上させる風潮だが、番組で徹底的にアナログ、非効率にこだわった
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結果、他の追随を許さない花の美しさが実現できたのを見て、これが伝統の価値だ

と気づいた。今後なかなか物価が上がらない中、その価値を丁寧に説明し売ってい

くという商売のヒントにもなったと感じた。熊本ならではの文化なので、より多く

の県民がそのすばらしさを理解し、後世に伝わっていけばよいと思った。 

 

○  １０月１１日(月)の逆転人生「人生“最期の食事”で逆転できる」を見た。ホスピ

スで過ごす末期のがん患者への“リクエスト食”の提供を提案した、管理栄養士・大

谷幸子さんの逆転劇の紹介だった。余命わずかな患者が食べたい料理を提供する“リ

クエスト食”という取り組みはすばらしいと感じた。料理を食べた患者の喜びや家

族の想いから、最後に食べたい料理は人の思い出につながっていると改めて感じ、

胸が熱くなった。ゲストの梅宮アンナさんの父が病床でレシピ本をまとめていたと

いう話から、食に対する思いとともに引き継ぐ家庭の味の大切さが伝わった。また

「人生の転機には必ず食が結びついている」という大谷さんのことばが印象的だっ

た。司会の山里亮太さんの「人生最後に食べたいものは？」という問いかけは、食を

通した思い出が蘇り、これからの食事と生きることについても考えさせられた。コ

ロナ禍で苦しい経験をしている人も多い中、さまざまな挫折を乗り越えてきた人の

人生を通して、勇気やヒントを与える番組になっていると思う。今後もさまざまな

分野の逆転人生を紹介してほしい。 

 

○  ドラマ１０「オリバーな犬、（Ｇｏｓｈ！！）このヤロウ」を全話まとめて見た。

久しぶりに心から楽しめた娯楽番組だった。脚本、テンポ感、キャスティング、音楽

の全てが、アラフィフ世代にとってたまらない内容だった。今、インターネットで海

外ドラマを見る人が増えていると思うが、海外ドラマを見慣れると日本のドラマを

少し物足りなく感じることがあった。特定のターゲットに訴求する番組は、リアル

タイムの視聴率とは異なる評価基準に変わっていくと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

ドラマやアニメなど、特に若い世代でリアルタイムよりもタイ

ムシフトで視聴されるコンテンツもあり、このようなコンテンツ

のパワーはリアルタイムの視聴率に加えて、録画、デジタルの全

てを合わせないと把握できないと認識している。 

 

○  １０月１８日(月)のリフォーマーズの杖（１）を見た。未来からのタイムトラベラ

ーとして多くの芸人が登場するのに少し驚いてしまい、早く本題に入ってほしいと

心配した。しかし子供向け番組だと気づくと、確かに分かりやすく、大人目線で見て
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いた自分自身がずれていたと感じた。イキアタリバッタリーノや、今頑張れば何と

かなるといったキーワードが繰り返されるのがとても効果的だった。ＳＤＧｓは概

念の理解だけでなく、理解し行動を変える必要性があることが改めて感じられ、核

心を突いて子どもたちにメッセージを送っていると納得できた。ＳＤＧｓを別のこ

とばで置き換えていたが、そのことばの選び方がすばらしいと思った。大人が子ど

もに説明する際の２次活用としても意味があり、親や学校の先生などにも役立つと

感じた。最後の歌と踊りも印象深く、影響力のある芸人を活用するのも、非常に効果

的だと感じた。だらしない人の役をすべて芸人が演じていたが、偏ったイメージを

与えることがないよう配慮したほうがよいと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

昔からニュースを中心に、難し過ぎる、堅過ぎるとよく言われ

る。「週刊こどもニュース」は平易な語り口と説明により好評で、

ニュース番組もそのほうがよいといまだに言われている。できる

限りの改善を続けていきたい。 

 

 

ＮＨＫ福岡拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年９月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

９月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１６日（木）、ＮＨＫ福岡拠点放送局

（ウェブ開催）において、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「２０２１年度後半期の国内放送番組の編成」について説明があり、

「番組改定について」について意見交換を行った。そして、「２０２１年度後半期の九州

沖縄地方の番組」について説明があった後、放送番組一般について活発に意見の交換を

行った。 

最後に１０月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  古荘 貴敏 （株式会社 古荘本店 代表取締役社長） 

副委員長  田川 大介 （株式会社 西日本新聞社 メディア戦略局次長） 

委  員  乾  眞寛  （福岡大学 スポーツ科学部 教授） 

いのうえちず （雑誌モモト 編集長） 

楠田 喜隆 （株式会社 雲仙きのこ本舗 常務取締役） 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部 教授） 

西野 友季子 （株式会社ニュー西野ビル 代表取締役） 

吉島 夕莉子 （吉島伸一鍋島緞通株式会社 ５代目技術継承者 デザイナー） 

吉水 請子 （極東ファディ株式会社 取締役 商品経営本部 本部長） 

 

（主な発言） 

 

＜「２０２１年度後半期の国内放送番組の編成」 

および「２０２２年度の番組改定」について＞ 

 

○  先日の九州の大雨における災害情報を見ていて、ＮＨＫのニュースや情報発信が

以前に比べ相当細かく分かりやすくなったと感じ、非常に頼りになった。今後も災

害に関して、きめ細やかな発信をお願いしたい。 

 

○  防災報道に関しては以前に比べてとても分かりやすくなったと思う。 

 

○  公共メディアとして命と暮らしを守る情報、早くて的確な防災情報のさらなる充

実を期待したい。ニュースでも「ＮＨＫニュース・防災アプリ」をよく紹介している
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が、さまざまなデータや図解があって非常に分かりやすい。防災のみならず、さまざ

まな番組の取材メモや、理解を促す関連情報も盛りだくさんである。このアプリの

さらなる周知や内容の充実にも期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

公共メディアは幾つか大きな柱があるが、安全・安心を守る、

命と暮らしを守るという柱は一番目に大事にしなければいけない。

有用な情報を的確に伝えるため、きめ細やかな、丁寧な取材とい

う地域放送の大切な役割をこれからも果たしていく。 

 

（ＮＨＫ側） 

毎年のように大雨や水害に見舞われる中、我々は日々防災・減

災報道の充実に心を砕いている。災害が発生しそうになったとき

の避難行動に結びつけるには、ＮＨＫのさまざまなツールをふだ

ん使いにしてもらうことが大事だと思う。テレビ放送と併せてデ

ジタル展開も含め、さらに力を入れていきたい。 

 

○  新型コロナウイルスの動向は分からないが、ふるさとに戻れない状況が続くと思

うので、地域を取り上げる番組は今後も引き続き放送してほしい。新型コロナウイ

ルスに関しても地域に向き合い、前向きになれる情報を発信してほしい。見逃し配

信はとてもありがたいが、高齢者などネット環境が整っていない人が置き去りにな

らない対応も考えてほしいと思う。 

 

○  ＮＨＫは地域に密着したきめ細かい報道をしていると感じるので、今後も丁寧な

取材とそれに基づいた良質なドキュメンタリーに期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

若い人はドキュメンタリーや長い番組は見ないと言われた時期

があったが、実はそうではなく、ネットやＹｏｕＴｕｂｅでも、

丁寧な深い取材の心に残るドキュメンタリーは長くてもよく見て

もらえているようだ。新しいＮＨＫらしさの根本は、圧倒的で丁

寧な取材力と、それに基づいたさまざまな番組を放送していくこ

とだと思う。良質なドキュメンタリーも今開発しているところで

ある。 

 

○  若者の間でも関心が高まっている環境問題やＳＤＧｓに関する番組が増えている
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ことは、とてもよいことだと思う。しかし、そのような番組があることを知っている

人が少ないと思うので、ＳＮＳでの発信をさらに強化していく必要があると思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

デジタル発信など、例えばテレビを持たない若い世代にどのよ

うにして伝えるか、模索をしているところだ。今は、コロナ禍で

大きなイベントはなかなか開催できないが、リモートを活用し、

新しいタイプの公開番組、公開イベントができないかも模索して

いるところである。放送、デジタル、リアルなイベントがうまく

回ることを目指している。 

 

○  良質な番組の存在を、多くの人に伝えるすべを模索していくことは非常に重要だ

と思う。時刻表の“新しいＮＨＫらしさを追求する番組開発ゾーン”に、評価の高い

番組が多くあると思うが、この新しいＮＨＫらしさの追求にもますます期待したい。 

 

○  経営計画の基本概念である新しいＮＨＫらしさの追求ということば通り、今の時

代に合った、よい番組が多く制作されていると感じるため、そこはぜひ継続してほ

しい。特に、防災意識を高める番組は非常に力が入っており、視聴者の意識も本当に

高まってきたとも思う。地域情報の発信という観点でも、地域局発の興味深い番組

や「グレートトラバース」などの紀行番組を通して、今まで知らなかった日本の再発

見ができていると思うので、これからもぜひお願いしたい。さらに新技術の活用と

いう観点で、東京２０２０パラリンピックの際に“ぴったり字幕”という実際に話し

ている人と字幕が同時に放送されるという新技術も見たが、さまざまな人が一緒に

番組を見て楽しむ工夫がされており、よいと思った。これは要望だが、さまざまなよ

い情報がＮＨＫで発信され、そこで紹介された商品がどこで買えるのかを知りたい

という声もある。公共放送の観点から商品名や取り扱い企業名は出せないこともあ

ると思うが、視聴者に対する情報提供のツールがあればよいと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

映像に字幕をぴったり合わせることを実現するために、かなり

の人数が関わっている。舞台裏も含めて紹介することも考えてい

る。 
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＜放送番組一般について＞ 

 

○  ７月１９日(月)のＮＨＫスペシャル タモリ×山中伸弥「超人たちの人体～アス

リート 限界への挑戦～」を見た。シネマティックレンダリングという映像技術を

使い、人体の構造、骨格・筋肉だけでなく、内臓や脳の仕組みまで、非常に立体的な

映像によって可視化されており、本当に感銘を受けた。３人の超人と呼ばれるアス

リートたちの体の中に起きる変化を、科学的に解明したすばらしい番組だったと思

う。人間が心理的な限界を超え、生理的な限界にいかに挑戦していくのかというス

ポーツの神髄に迫る、大変深みのある番組だった。これが東京オリンピック・パラ

リンピックの前に放送されたことは、とてもよいタイミングだったと感じた。 

 

○  戦後７６年の今年、公共メディアとしての伝える責任を実感させる番組が幾つも

あった。８月１４日(土)のＮＨＫスペシャル「銃後の女性たち～戦争にのめり込ん

だ“普通の人々”～」、ＢＳ１スペシャル「ヒトラーに傾倒した男～Ａ級戦犯・大島

浩の告白～」、ＥＴＶ特集「ひまわりの子どもたち～長崎・戦争孤児の記憶～」を見

た。８月１３日(金)の終戦ドラマ「しかたなかったと言うてはいかんのです」も見た

が、実際に起きた生体解剖事件を下敷きにした期待以上のドラマだった。これらの

番組は、７６年前に終わった戦争を昔の出来事として描くのではなく、現代に生き

る私たちに、昔と共通する社会、人間のありようを深く見つめるよう問いかけてい

たと強く感じた。 

 ＥＴＶ特集は２年前の「“焼き場に立つ少年”をさがして」の続編とも言える内

容だった。原爆の投下、敗戦のときに最も弱かった存在である子どもたちの戦後を

たどったもので、胸を打つ内容だった。戦後、心ない偏見・差別をうけ苦しみや悲し

みの中で生きながら、復興を支えてきた人々の丁寧な証言は、平和な現代の日本を

複眼的に見つめ直す貴重な機会を与えていたと思う。 

 

○  ９月５日(日)の東京２０２０パラリンピックまもなく閉会式を見た。腕に障害を

持つ三上大進さん、聴覚に障害のある後藤佑季さん、脳性麻痺の障害を持つ千葉絵

里菜さんという３人のリポーターが、今回のパラリンピックの放送において、非常

に大きな力を発揮したと思う。表面的な取材だけでなく、選手たちの生い立ちや頑

張りを３年半の間、丁寧に取材したと聞いた。ＮＨＫが公共メディアとして、パラリ

ンピックを精力的に放送したことは、より多くの人に共生社会や多様性を考えるき

っかけとして大きな意味があったと感じた。 

 

○  ９月８日(水)のクローズアップ現代＋「目指せ！世界標準のバリアフリー▽東京
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２０２０大会の先へ」を見た。国立競技場は、設計段階から１４団体のさまざまな障

害のある人が集まり、何度もワークショップを開いてバリアフリー化を図っていっ

たことに非常に感心した。障害者に徹底的に配慮した競技場は、本当にレガシーに

なると思った。点字ブロックに二次元コードを入れ、スマートフォンでかざしなが

ら歩くと音声案内が流れ、視覚障害者がスムーズに行動できるという最新技術も興

味深かった。３０分という短い番組だったが、丁寧に分かりやすく説明されており、

これからの社会にとても有益な内容だと思った。インクルーシブデザインというこ

とばが広く認知され、より社会が円滑に動くようになればよいと思った。 

 

○  ９月９日(木)のクローズアップ現代＋「その校則、本当に必要ですか？ルール改

革の最前線に密着！」を見た。多様性が叫ばれる中、生徒と先生両方からの視点や意

見があり、丁寧な取材で偏りはなく感じた。一方で、保護者が学校にルールづくりを

求めているという問題について、もう少し踏み込んでほしかった。親子間の形や、子

育ての難しさなど、今回のテーマが保護者へ広がっていくきっかけになると思う。

実際の校則見直しの動きや、大きな社会問題になっているという現実は分かったが、

番組を見て、誰に、どんなメッセージで、何を訴えたいのかが少し見えづらかった。

専門家の意見はあったが、実際に大人がこどもに対して何ができるのか、どのよう

にこどもと関わっていけるのかなど、きちんと考えられる工夫や問題提起があると、

今後につながっていくのではないかと思った。この番組を見て、心を動かされて行

動を起こそうとする生徒が増えていくとよいと感じた。 

 

○  ９月１０日(金)の長崎スペシャル「私も描き残したい～市民による１００枚の『令

和 原爆の絵』～」を見た。広島・長崎への原爆投下から今年で７６年が経過し、原

爆を知らない世代が急速に多くなっている。当時の記憶を残したい、伝えたいとい

う強い気持ちを持つ人が少なくなってきたが、絵や体験記によって知ることができ

るとてもよい番組だと思った。今年の４月以降に 100 枚以上の原爆の絵が送られて

きたことにまず驚いた。描いた人に実際に会い、どのような気持ちで描いたのかを

取材したことで、より一層内容が伝わった。９０歳の石本カヲさんの「うずくまった

ままの男の子がどうしても描けなかった、そのことをごめんと思いながら絵を描い

た」ということばがとても印象に残った。原爆の恐ろしさを知り、被爆者の気持ちが

伝わるよい番組だと思った。今年１月に核兵器禁止条約が発効され、来年には第１

回目の締約国会議が開催される。今後も、原爆に関する特集番組の放送を続けてほ

しい。 

 

○  ９月１０日(金)の金サガ「記録的豪雨ふたたび～被災１か月人々のいま～」を見
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た。自分の周りのことで精いっぱいで、ほかの地域の現状まで知る機会がなかった

が、丁寧な取材と映像で知ることができ、とてもよい番組だと思った。番組を通し

て、現状を知ることはできたが、まだまだ立ち直れずにいる地域もたくさんあると

思う。被害を受けた人のために、どうすれば現状を打破できるのかといった何か手

助けになるような情報が、もう少し番組で紹介されているとよかったと思う。地域

住民は、引っ越さない限り毎年この恐怖と闘っていかなければならない。毎年起こ

る豪雨被害をなんとかして少なくしようとする県や市の取り組みや地域住民の暮ら

しの選択肢なども紹介すると、より多くの人にとって有意義ではないかと感じた。 

 

○  ９月１０日(金)の沖縄の歌と踊り「琉球舞踊から初の人間国宝 宮城幸子 志田

房子」を見た。アーカイブ映像を織り交ぜながら見せるのは、ＮＨＫならではだと

思った。リアルなイベントができない今だからこそ、このような地域の芸能を取り

上げる番組のありがたみをしみじみと感じ、早く舞台で見たいと思った。 

 

○  ９月５日(日)のこころの時代～宗教・人生～「光にむかって」を見た。自然災害が

頻発し、新型コロナウイルスの感染拡大という未曽有の事態により、人々が閉塞感

（へいそくかん）にさいなまれて苦しんでいるこの時代において、タイトルどおり

希望の光を見いだすことができる番組だと思った。熊本出身の漫画家、高浜寛さん

の代表作「ニュクスの角灯（ランタン）」を中心に番組が構成されていたが、この作

品を生み出す背景に、高浜さんの壮絶な経験があったことを知り驚いた。絶望的な

状況を克服するのに大切なのは自分の心の持ちようだという気づきが名作を生み出

したことに感銘を受けた。大切な気づきを得るためには、光に向かって手を伸ばし

続ける必要があり、このコロナ禍でも同じだと考える。高浜さんにとって救いとな

った神学者ニーバーの「神よ、私たちに変えられないものを受け入れる心の平穏と、

変えることのできるものを変える勇気と、変えることのできるものとできないもの

を見分ける賢さを与えてください」という有名なことばだが、コロナ禍で改めて聞

くと響くものがあった。特に若者が未来に希望を持ちにくい時代であるが、漫画は

若者にとっても受け入れられやすい媒体だと思うので、番組も「ニュクスの角灯（ラ

ンタン）」も多くの人に見てもらい、光に向かって歩んでいってほしいと感じた。 

 

○  ９月１５日(水)のフランケンシュタインの誘惑 科学史 闇の事件簿「ナチスと

アスペルガーの子どもたち」(Ｅテレ 後 10:00～10:45)を見た。「フランケンシュタ

インの誘惑」という番組名が気になり視聴したが、想定以上に重い内容で驚いた。最

初からマッドサイエンティストとうたい、見る側に意思を持って見てもらうのでは

なく、徐々にタイトルの意味を浸透させる意図なのか、番組名に込めたねらいが気
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になった。武器の開発、ＡＩの発展などさまざまな科学の進化の裏にある歴史から

目を背けてはならないと強く感じた。良心の医師と呼ばれたハンス・アスペルガー

氏が、子どもたちの生命の選別のようなことを行う一連の流れが真実なのか、何が

そうさせたのかを問い続けながら見た。事実とその余白の中でどう解釈するのか、

見る者が自身の視点や視座に気づく作業を伴う番組だと感じた。なぜに対する答え

が明確になく、余白で残されていたのはむしろよかった。発達障害医療に生涯を投

じた人の歴史でもあるので、なぜ小児科医を志したのかという掘り下げが、彼への

公平な評価のためにも必要だと感じた。吉川晃司さんのナレーションは、余白を生

かす意味でも持ち味が生きていたと感じた。 

 

○  東京オリンピック・パラリンピックの影響で、戦争を取り上げた特集番組が減っ

たように思い残念だった。 

 ８月２３日(月)のＢＳ１スペシャル「戦場に消えた住民～沖縄戦 知られざる従

軍記録～」を見た。沖縄県中城村（そん）という、中部にある地域の住民にスポット

を当て、未公開資料を基に丁寧に掘り起こした番組だった。沖縄戦では南部の悲惨

な戦場が注目されがちだが、実際は中部以南はどこもひどい状態だった。メディア

であまり取り上げられない中部にあえて着目しているのが非常に興味深かった。音

楽も過剰ではなく、淡々としているところに好感が持て、沖縄出身の漫画家・比嘉慂

さんのイラストも効果的に使われていた。これからは戦争体験者の高齢化で、生の

証言を聞くことが本当に難しくなる。証言のアーカイブと未公開資料を照らし合わ

せ、丁寧に掘り下げたこの番組は、戦争を伝えるドキュメンタリーの今後の在り方

も感じさせてくれた。 

 

○  ９月１０日(金)の最後の○○～日本のレッドデータ～「番組ＭＣ草彅剛 日本最

後の技術や文化に迫る」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 10:00～10:59)を見た。天然砥石が日本刀を

通じて日本文化につながっているのはとても驚きだった。砥石採掘職人・土橋要造

さんの生きざま、代々守り続けてきた思いが、映像などで丁寧に説明され心に響い

た。もう一つのテーマは、消えつつある日本の在来野菜だった。番組を通して日本古

来の野菜が消えていくことを知り、とても危機感を抱いたとともに日本の在来種を

守る大切さを感じた。ＭＣの草彅剛さんのゲストと向き合う姿勢や気さくなやりと

りは場を和ませ、とても温かい雰囲気になった。時代の流れとともに、便利で安くて

新しい物などに人が流れ、なくなったものは多いと思う。貴重な日本文化や技術を

今後どのように残していくのか、さまざまに考えさせられた。多くの人に見てもら

いたいので、ぜひ地上波で再放送してほしい。今回のようにあまり表には出てこな

い貴重な世界をこれからも多くの人に伝え、記録してほしい。 
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（ＮＨＫ側） 

戦争・平和の問題は大変重要であるが、戦争の記憶を伝える中

で、情報を受け取る側の意識が随分変わってきたと思う。沖縄県

のひめゆり平和祈念資料館では、戦争の情報に接してもぴんと来

ない、と話す若い世代が非常に増えていることを受け、展示の仕

方を大きく変えたという事例がある。同じようにメディアもステ

レオタイプな従来の伝え方では、なかなか若い人たちに戦争の記

憶は伝わっていかないと思う。長崎の原爆の絵の事例のようにリ

アルなイベントと放送を、どのようにうまく連動させていくかも

大きな課題だと思う。 

共生社会、多様性については大上段に振りかぶるのではなく、

ありのままに受け入れることを放送を通じて自然な形で知っても

らうことが大事だと思う。パラリンピックが終わったあとも、地

域からの放送も含め、共生社会、多様性に重点を置いた放送を出

していきたい。 

 

 

ＮＨＫ福岡拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年７月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

７月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１５日（木）、ＮＨＫ福岡拠点放送局

（ウェブ開催）において、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴したザ・ライフ「“はたけのいえ”で芽生えたものは～重度

障害者のシェアハウス～」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交

換を行った。 

最後に８月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

副委員長  田川 大介 （株式会社 西日本新聞社 メディア戦略本部副本部長  

新メディア戦略室長） 

委  員  秋本 順子  （金属造形作家） 

乾  眞寛  （福岡大学 スポーツ科学部 教授） 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン株式会社 取締役放送部長) 

楠田 喜隆 （株式会社 雲仙きのこ本舗 常務取締役） 

籠田 淳子 （有限会社 ゼムケンサービス 代表取締役） 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部 教授） 

西野 友季子 （株式会社ニュー西野ビル 代表取締役） 

古荘 貴敏 （株式会社 古荘本店 代表取締役社長） 

 

（主な発言） 

 

＜ザ・ライフ「“はたけのいえ”で芽生えたものは～重度障害者のシェアハウス～」 

（総合 ７月２日(金)放送）について＞ 

 

○  これまで知らなかった世界や現実を見ることができた。登場人物の笑顔や前向き

な姿が多かったが、障害者年金と寄付金による運営の継続には強く不安を感じた。

介護は負担も大きく、無理なく続けていけることが一番大切だと思った。食事中の

インタビューは、ディレクターが一緒に生活し、心を許し合ったことによるものだ

と感じた。「社会が変わっていくためにはアクションを起こさないとだめ」と話す水

野英尚さんの姿に感動を覚えた。「逆に健常者側に閉ざしているものがあり、それが

ちょっと開かれるとお互いに助け合うことができる価値観が生まれる、これがシェ
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アだと思う」ということばには強く心を動かされた。１人でも多くの人が現実を知

ることが番組の意義であり、スタートだと思う。今後も取材を継続してほしい。 

 

○  冒頭、ディレクターが自室からリュックを背負ってロケに出発する様子に、初々

しさと期待を感じた。しかし番組の登場人物が多く、関係性が分かりづらかった。シ

ェアハウスの仕組みや経営形態、重度の障害者の４人が同居に至った経緯はもう少

し丁寧に説明してほしかった。入居者の両親による夜間介護の負担が大きく、心配

しながら見た。公助と自助の割合、世話人の人件費など、運営経費の実態も知りた

かったし、障害者やその家族にとってのメリットももう少し具体的に知りたかった。

この施設の存在を番組で初めて知った。このようなすばらしい取り組みが世の中に

認知され、広がっていくのかも継続して取材してほしい。 

 

○  ディレクター１人でカメラを持って入り込んだ取材姿勢がとてもよかった。ディ

レクターが介助に参加するシーンからは、数日でこの家の一員になったと感じた。

介助する側もされる側もとても自然体で、ありのままを映す演出に好感を持った。

一方で、暮らし方がスマート過ぎる気もして、もう少し密着した後の展開も見たい

気がした。重度の障害者は２４時間介護が必要なケースが多いと思うが、今の制度

では国からの財政支援が足りないと思う。そのような制度的な課題の指摘があれば、

番組で取り上げる意義がより理解されたのではないか。ホームページに、「ディレク

ターが自撮りで見つめた日々」とあったが、自撮りは「自分を撮る」ことなので、意

味が違うのではと思った。ＮＨＫだからこそのドキュメンタリーを放送できる環境

を大切にし、ほかではできない番組をつくり続けてほしいと思った。 

 

○  密着取材により、重度の障害者の生活や世話人のサポートについて詳しく知るこ

とができた。また重度の障害者が世帯主のシェアハウスがあることも、番組で初め

て知った。入居者の 1 人の両親の「自分たちが亡くなった後、どうしたらいいのか」

という息子への心配のことばがとても印象的だった。４人の重度の障害者と世話人

の明るい交流がとてもよかった。このようなシェアハウスが多くあれば、家族の不

安を少しでも解消できる希望として広まっていくと思った。一方で、運営体制と資

金面には難しい問題があると思った。将来家族がいなくなったとき、世話人だけで

支えていけるのか心配が残った。このような番組を発信し、社会に知られていくこ

とで、運営体制や資金面の課題も徐々に解決につながっていくのではないかと思う。 

 

○  冒頭、ロケに出発するディレクターの意気込む姿にギャップを感じ、重度の障害

者が４人で暮らす様子を最後まで見届けられるだろうかと不安を覚えた。しかし番

組が始まって２、３分で、住人の明るい表情を次々と見ることができ、ディレクター
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の人間力に感動した。一方で、なぜシェアハウスに関心を持ち、番組をつくりたいと

思ったのかの説明もほしかった。設立者の「障害があってもなくても尊い命だとこ

とばでは言えたとしても、実際は障害者と健常者と分けられて暮らしているところ

に疑問があった。」ということばや、入居者の母親同士の子を思う何気ない会話に共

感した。このような民間主体の自立型のシステムが本当に持続可能ならば社会にと

てもインパクトを与えると思った。経営や制度におけるグループホームとの違いの

紹介があってもよかった。若い制作者の発想や問題意識から発信が行われることを

今後も期待している。 

 

○  若いディレクターが今回のようなテーマに興味を持つのはすごくよいことだと思

い見始めた。４人の重度障害者と世話人たちとの関わりあいに加え、車いすの男の

子も遊びに来るなど、シェアハウスは、人と人との交流が深まり、新しい理解が生ま

れる場になっていた。このことを取り上げた番組はとても評価できると感じた。英

尚さんのやらなければいけないという思いが人を動かしてきたが、課題も多いと思

う。病院や他の施設との連携など次の一歩につながっていけばより希望をもてると

感じた。番組最後の、玄関で住人がディレクターに「さようなら」と言うシーンは、

自分にも言われた気がして、またここに来たいという思いがした。 

 

○  重度の障害者のシェアハウスという既存の福祉や医療形態とは全く異なる新しい

形で、障害者の暮らしのあり方、生き方を紹介した意義ある番組だったと思う。一方

で構成としては、重い障害のある人に対する偏見、分断に気づきを促すねらいなの

か、重度の障害者の新しい生き方、ユニークな形態のシェアハウスについて伝えよ

うとしているのか、定まっていない印象を受けた。この施設はそもそも誰が建てた

のか、運営を始めた夫妻の人柄や行動の背景、運営の赤字の埋め合わせ、今後の展望

など、たくさんの疑問や知りたいことが取り残され、もどかしい思いがした。この場

で一定期間取材をするとこのような番組になるだろう、という想定の範囲を超える

内容ではなかった。病気や障害、悲惨な事件、災害など取材対象の存在感が大きけれ

ば大きいほど取材する側の視点、何を伝えたいのかという構成力が問われると思う。

そのような意味で少し物足りなさも残った。 

 

○  シェアハウスをさまざまな人が行き交い重度の障害者をサポートする様子から、

とても明るく、温かい場所だという印象を受けた。重度の障害者は、家族が自宅でケ

アすることが多い中で、このような取り組みに興味を持った人も多かったと思う。

深夜に英尚さんがトイレを介助する様子が、とても胸に響いた。実際の暮らしを隠

すことなく映したことは、とてもよかった。親が亡くなった後の子どものためにも

仲間がいる場所をつくりたい、という入居者の１人の両親の思いは、障害者の親が
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抱える深刻な問題だと思う。家族、そしてサポートしたいと集まった人々の思いで

つくられるこのシェアハウスのような取り組みは珍しく、すばらしいと思った。ま

た世話人の「生きるって深い」「我が子のように感じている」ということばから、サ

ポートする人々も分かち合う場なのだと感じた。障害者を取り巻く環境や生き方に

もさまざまな形がある。今後も関心を持って伝えてほしいと思った。 

 

○  優しさがあふれる心温まる番組で、とても感動した。これまで積極的に障害者に

関わろうとしてこなかったことを恥ずかしく思うとともに、大いなる気づきがあっ

た。一つ目は、世話人が決して一方的に与える存在ではなく、逆に接することで心が

癒やされ、人間として成長できるといった、双方が与え合う存在だということであ

る。二つ目は、障害者と健常者を分断する壁は、健常者側がつくっていることであ

る。思い返せば子どもの頃から「障害があることに触れてはいけない」と言われ、ふ

だん見るテレビ等でも障害者が描かれないなど、社会が見て見ぬふりをしてきたの

かもしれないとも思う。「はたけのいえ」は、重度の障害者にとって一つの理想郷で

はないかと感じた。英尚さんが「はたけのいえ」をつくろうと決断したきっかけに最

も心を打たれた。神奈川県相模原市の津久井やまゆり園の悲惨な事件を目の当たり

にし、社会を変えようと行動した英尚さんに敬意を表したい。見た人に何らかの気

づきが芽生え、社会が少しずつでも変わっていくと確信している。 

 

○  ディレクター自らが撮影、ナレーションをしたのはよかった。家族、世話人などが

次々とやってきて、シェアハウスの核である多くの人が交わる様子を、早い段階で

映像で見せたのは効果的だと思う。カメラを意識しないリラックスした表情や、引

き出されたことばからもディレクターの真摯（しんし）な取材姿勢を感じた。家計簿

のくだりでは、経営の赤字という深刻な課題にふれる最中に、サトイモを焦がすと

いう面白いドタバタが挟まれており、若い感性によるうまい編集だと思った。番組

を見て、このような場所をつくりたいと願う人は少なくないと思うので、シェアハ

ウスの経営や、今後についての説明がもう少しあってもよいと感じた。ＮＨＫにし

かできない番組制作をこれからも期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

やまゆり園の事件が心に刺さり続け、共生や多様性の意味を自

問自答する中で、彼らと一緒に時間を過ごし、それを発見したい

というのが、今回番組を提案したディレクターの思いだ。シェア

ハウス運営の仕組みを詳しく知りたいという意見が多かったが、

「はたけのいえ」は、経営的には赤字で、まだまだ人の善意に支

えられている。今回の番組では、コストをかけてでもやりたいと
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いう水野さんたちの思いを、まず知ってもらうことを優先した。

まだまだ伝えなければならないことはたくさんあるので、今後も

継続取材していく。 

 

（ＮＨＫ側） 

地域放送局では、２０代、３０代前半の職員が約半数を占めて

おり、日ごろ取り上げられることの少ない問題に光を当てたいと

いう思いを強く持っている。今後も、今回のように、彼らが感じ

たことをストレートに伝えるようなスタイルは大事にしたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

強い関心を持つテーマに対し、熱量を持って取材や制作をすれ

ばするほど、自分の考えに閉じこもってしまい、必ずしも全体像

が視聴者に伝わらない場合がある。受け手側と送り手側の情報ギ

ャップは常に直面する問題だが、少しでも乗り越えられるよう、

第三者的な立場から見直すプロセスが重要だと感じた。 

取材形態についても、多くの機材を抱えて、大人数で行う取材

は過重な場合もある。現場の状況に応じて、効率的にできるとこ

ろは効率化しながら、視聴者のニーズに応えていくことが非常に

大事だと思う。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １月２３日(土)のＮＨＫスペシャル「高野山 千年の襖（ふすま）絵 空海の世界

に挑む」を見た。金剛峯寺の大主殿の中心部分に４４面のふすま絵を描くという、日

本画家・千住博さんの６年に及ぶ制作の苦闘を記録した、引き込まれる１時間だっ

た。自然の調和と営みをテーマに描く千住さんが、命をかけて描く姿が心に響いた。

日本中を旅してモチーフを探し試行錯誤する姿や、ニューヨークのアトリエでの様

子など、創作の舞台裏を見ることができた。和紙職人にこだわりの紙の厚さを求め

る姿やふすま絵が完成した際の笑顔から、人間らしさを感じ、作品に対しても畏敬

の念が増した。「千年先の職人にいい仕事をしていると言ってもらうために頑張って

いる」ということばも心に残った。2020 年の画業はこれでおしまいとまで言わせた

作品と、千住さんの立ち尽くす映像は、非常に心に残った。空海と対話を重ね、導か

れるように完成させたふすま絵は、高野山へ行きたいと思うほどの圧倒的な力が

あった。 
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○  ６月１１日(金)の長崎スペシャル「私は、母になる～餅田千代と孤児たちの戦後

～」を見た。現在の長崎県立長崎工業高等学校がある場所に、戦災孤児が住む向陽寮

があったことを初めて知った。餅田千代さんは夫を亡くし、小さな子ども二人を抱

える不安があったものの、周りのサポートがあって初代寮長になった。寮長として

子どもたちに時には厳しく接し、時には母親として優しく接するなど、さまざまな

思いを手記に残していた。自費出版した手記「ひまわりの記」も初めて知った。ま

た、随所で戦災孤児の現在も取材しており、手記の記録だけでなく、記憶も裏づけと

してあわせて伝えていて大変分かりやすかった。戦後７５年になるが、このような

番組を発信することが戦争の記憶風化を防ぐと思うので、継続して欲しい。 

 

○  ６月２３日(水)のきんくる～沖縄金曜クルーズ～「ひめゆり ほほえみの記憶」

を見た。元ひめゆり学徒隊の人や遺族へのインタビューとともに、当時の写真や映

像が適宜挿入され、とても見応えがあった。取材したＶＴＲとゲストのコメントを

重視した構成もよかった。ひめゆり学徒隊として戦場で命を落とした、内間シマ子

さんの本音が紹介された場面が最も印象的だった。元沖縄県知事の大田昌秀さんの

著書「鉄血勤皇隊」の中で「男の生徒は死ぬことだけが最上と思っているが、どうか

生きてください」と話したことが紹介されていた。軍国教育の中でも生き延びるべ

きだと伝えた、親にさえ言えない本音は大変重みを感じた。戦争体験者が減る中で、

戦争の悲惨さをどう後世に語り継ぐかは全国的な課題だと思う。私権が制限され、

不都合な情報が隠される怖さは今でもありうることを忘れてはいけないと感じた。

平和祈念資料館が行っているクラウドファンディングについては、さらに詳しい情

報があってもよかったと思う。戦争の記憶を継承しようと各地で試行錯誤される取

り組みを、今後も公共メディアとして伝え続けてほしいと強く願う。 

 

○  ６月２９日(火)のよみがえる新日本紀行「石だたみの街で～長崎～」を見た。単な

る再放送ではないことに驚いた。昭和５４年放送の番組が、丁寧なデジタル処理に

より鮮やかな映像に生まれ変わり、当時の長崎をリアルに見ることができた。カメ

ラの構図や語ることば、音楽まで計算され尽くしていて、安心して見ることができ

た。戦争を体験した人が家庭の中心にいる昭和の光景に、懐かしさを感じた。嫁いだ

からには主人を立て、家風に合うように生きていくと言い切る主婦の姿など、当時

の暮らしや習俗を記録した貴重な資料だと思った。エピローグとして登場した人の

今の様子を付け加えることも、時代の変遷、変わるものと変わらないものを気づか

せるよい演出だと感じた。テレビの存在感が今以上に強かった時代に思いをはせる

こともできた。新型コロナウイルス感染拡大の影響で、外出を控えるお年寄りの午
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後のひとときに、有意義な体験を提供するよい番組だと思った。 

 

○  ７月６日(火)のプロフェッショナル 仕事の流儀「逆境を乗り越える５つの流儀」

を見た。ベテラン選手が取り上げられ、東京オリンピック出場を諦めざるを得ない

ほどの試練や逆境が襲ってきた様子がリアルに伝わってきた。ＮＨＫの取材クルー

ならではの距離感で、トップアスリートだからこその苦しみを捉えていた。彼らな

りの方法で困難に打ち勝っていく姿は、コロナ禍でさまざまな困難に立ち向かう人

にも勇気を与えたと思う。車いすテニスの国枝慎吾選手の「共生社会がテーマだが、

そんなきれいごとではない。見る人を熱狂させるパフォーマンスを見せることで社

会を変えていく」という本当に力強いことばが心に残った。共生社会と言われる中、

このギャップをどう埋めていくのか、スポーツを通じた共生社会のあり方について

も深く考えるきっかけになった。 

 

○  ７月９日(金)のかごスピ「すぐそばに世界自然遺産～奄美大島・徳之島～」を見

た。自然といかにして共生していくかについて分かりやすくまとめられていた。絶

滅危惧種のアマミノクロウサギが、畑や果物などを荒らす状況でも、奄美大島の人

がウサギをシンボルとして受け入れていることに驚いた。捕獲、殺傷できないとテ

ロップが出るシーンで、注意を喚起する音が突然出たのは違和感があった。世界遺

産を地域の活性化につなげることも大事なポイントで、島出身の若者が魅力を発信

する取り組みにはエールを送りたくなった。当たり前の生活や暮らしが、外から来

る人にとって魅力的なのはどこの地域も同じであり、それを観光につなげることが

今後の日本の課題だと思う。進学で島外に出た後、魅力に気づき再び戻ってくる若

者が増えることを今後期待したい。生活圏で豊かな生物や自然が共生している価値

が認められ、世界自然遺産に選ばれたことを知った。これからも自然と人間が共生

し、世界のモデルとなる島になってほしいと思った。 

 

○  ７月９日(金)の金サガ 月刊 発見佐賀！食べごろギュッとくん「探検！佐賀の

ごはん屋さん」を見た。ごはん屋さんを少し変わった視点から紹介するだけでなく、

お店の歴史やメニューの背景も描いていた。クイズを織り交ぜた演出や、佐賀出身

のはなわさんをゲストに呼んだりと、見やすさも工夫され、地域色を感じることが

できた。一方で、このような番組は民放に任せて、ＮＨＫには民放ができない番組を

つくってほしいと感じた。若い視聴者を呼び込む視点も大切だが、視聴者をうなら

せるような、ディレクターの問題意識や目的が明確に表れる番組を期待したい。発

展途上の問題は全国にもたくさんあり、地方の課題は日本全体の課題だと思うので、

国の制度が変わるきっかけになるような地域発の番組を発信してほしい。 
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○  ７月１１日(日)のＮＨＫスペシャル ２０３０ 未来への分岐点 （５）「ＡＩ戦

争 果てなき恐怖」を見た。タイトルのとおり、ＡＩ戦争の恐怖を最後まで感じ、フ

ェイク動画などに関して問題意識を持つきっかけになった。世界の紛争地で人間の

判断を介さず、自律して敵を攻撃するＡＩ兵器が、戦争で重要な戦力になり始めて

いることに関し、若い人が声を上げる海外の事例はとても大切だと感じた。しかし

演劇仕立ての演出のせいか、少しやり過ぎではないかとも感じた。またＡＩ兵器の

爆撃の映像が何度も出てきたため、ＡＩそのものが悪だというすり込みが生まれな

いか心配になり、ＡＩとの共存が必要なこれからの時代に、何か希望もほしいと感

じた。ＮＨＫスペシャルのホームページは、もう一度復習できるほど詳細に説明し

ており、とてもすばらしかった。 

 

○  ７月１３日(火)のクローズアップ現代＋「地震・豪雨の被災者救えるか？▽“災

害ケースマネジメント”」を見た。被災後、災害救助法では対応できない個人資産を

いかにして守るのか、さまざまな事例が紹介されていた。公的資金の導入や、民間を

生かす体制づくりなど、新たな支援体制による災害ケースマネジメントが理解でき、

とても勉強になった。災害リバースモーゲージという高齢者でも自宅を担保に融資

を受けられる制度や、被災ローン減免制度については、もう少し詳しく知りたかっ

た。短い時間の中でさまざま学ぶことはできたが、スピードが早く理解しにくかっ

たので、テロップで補足して伝えるなどして欲しかった。大阪市立大学大学院の菅

野拓准教授の「実際は人権問題で、被災者の生存権を守っていく取り組みである」と

いうことばから、最も肝心なのは理念だと感じた。日本は、ヨーロッパの先進国と理

念に大きく差があると感じたので、先進国の事例から学べるような番組を制作して

ほしい。リモートで出演した関西学院大学の斉藤容子准教授の音声が切れたシーン

があり、事前の調整が必要だと感じた。 

 

○  「ニュースただいま佐賀」を見た。鶏を飼い、卵を産ませる養鶏のあり方から、ア

ニマルウェルフェアを考えるリポートをしていたが、ＳＤＧｓの観点からもすばら

しい視点だと感じた。 

 

○  ７月３日(土)のスポヂカラ！「大相撲正代 前に進む力に～被災地 熊本～」(Ｂ

Ｓ１ 後 4:00～4:49)を見た。謙虚で、優しい正代関だが、その性格が災いし、勝負

にかける必死さが足りないところが結果が出ない要因だったと思う。それが一転し、

昨年の秋場所では初優勝し大関に昇進する、という快進撃の裏に熊本地震の存在が

あったことを初めて知った。正代関の実家も半壊し、熱心に被災地を慰問して回る



9 

様子が紹介された。自殺まで考えた被災者が、今の生きがいは正代関を応援するこ

とだと話していたのは特に印象的だった。そのような思いが正代関の背中を押し、

結果につながったとわかり、まさしくこれがスポーツのすばらしさだと実感した。

また、昨年の記録的豪雨によって被災した熊本県葦北郡芦北町の相撲クラブを紹介

するなど、正代関にゆかりのある人を通して、熊本の情報を発信していたのもうれ

しかった。正大関を応援し続けたいと思わせるすてきな番組だった。 

 

 

ＮＨＫ福岡拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年６月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

６月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１７日（木）、ＮＨＫ福岡拠点放送局

（ウェブ開催）において、７人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴した「データ×防災～命を守らなきゃスペシャル～」につ

いて説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に７月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

副委員長  田川 大介 （株式会社 西日本新聞社 編集局総務） 

委  員  乾  眞寛  （福岡大学 スポーツ科学部 教授） 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン株式会社 取締役放送部長) 

籠田 淳子 （有限会社 ゼムケンサービス 代表取締役） 

西野 友季子 （株式会社ニュー西野ビル 代表取締役） 

古荘 貴敏 （株式会社 古荘本店 代表取締役社長） 

 

（主な発言） 

 

＜「データ×防災～命を守らなきゃスペシャル～」 

（総合 ６月４日(金)放送）について＞ 

 

○  時流に合った必要な番組だと思った。深層崩壊や土石流などの用語の意味もＣＧ

でよく理解できた。大分大学が開発した災害情報プラットホーム「エジソン」とＡＩ

で１５時間先の危険度を予測する仕組みや、ＡＲ技術を用いた浸水疑似体験アプリ

などは、今後の活用に期待が持てた。一方で、予測技術が進んでも情報を受け取る側

が危機感を持たないと命を落とす可能性があることには変わりない。日頃から地域

のハザードマップを確認して避難経路を想定するなど、主体性を持って準備する必

要性を感じた。別府市の子どもによる避難マップ作成の事例は、歩いて初めて危険

と分かる場所もあり、特にすばらしかった。「命を守らなきゃスペシャル」という番

組名だが、お笑い芸人の起用もあり、軽い雰囲気になっていたことが気になった。実

業家・髙田明さんの声がリモート出演のためか聞こえづらく、司会者が話を途中で

遮るシーンが幾つかあったのも気になった。番組の長さはより短いほうが見る側の

集中力が持続するのではと思ったが、データに基づいた説得力がある内容で、防災
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意識も高めることができた。 

 

○  データを活用した最新予測の的中率は１、２割とまだ低いが、実際に活用されれ

ばすばらしいと思った。一方で、人力でデータを収集し、深層崩壊を予測する自治体

などのすばらしい取り組みを知った。気候変動で今後ますます災害が頻繁に発生す

る中で、地域と住民、専門家が連携し、日頃から防災意識を持つことが最も重要だと

改めて感じた。番組途中のクイズは視聴者の関心を持続させるのに有効だったと思

う。雲仙普賢岳での大規模訓練は、災害を経験した地域だからこそ、町全体で取り組

んでいて、とてもすばらしいと思った。実際の映像やデータなどを示すことで興味

を持って見ることができた。一方で、教室のようなスタジオセットに防災グッズが

多く置かれていて、少しごちゃごちゃした印象を受けた。また髙田さんが話してい

る途中で遮って進行を始めた場面は、とても違和感があった。今後も防災について

視聴者が当事者意識をもつような番組づくりをしてほしい。 

 

○  地域の具体的な過去の事例をデータに基づいて検証し、災害への備えを考えても

らう公共メディアとしての存在意義を示した番組だったと思う。佐々木理恵キャス

ターの司会、解説は分かりやすく、ゲストも好感が持てた。教室をイメージしたセッ

ト、授業形式の構成も視聴者を引きつけることができたと思う。７２分の番組で、や

や気負って見始めたが、展開スピードがよく、長さを感じなかった。平成２９年７月

九州北部豪雨で大きな被害を受けた福岡の朝倉地域や熊本の球磨川周辺地域など、

多くの人の記憶に新しい災害を通じて、避難行動のポイントや教訓、復興で強いら

れる苦悩を伝えたことで説得力があった。新聞のテレビ欄でも番組が色付きで強調

されていたことに驚き、力の入れ具合を感じた。しかし固有名詞の漢字表記ミスは

痛恨だった。どんなに注意してもミスはなくならず、ミスをしないように気をつけ

ることが大事だが、それでも許されるミスと許されないミスがある。特に、本来「心

肺停止」とするところを「心配停止」とした表記ミスは番組を台なしにしたと言って

もいい。内容が優れていただけに、残念でならない。 

 

○  これからの時代はデータ活用がＡＩ開発の肝だと常々痛感している。ＡＲ技術で

大雨による浸水を体感するシーンで、福岡放送局の浸水深度の想定は０.５メートル

から１メートルという話があったが、その場合、どういう状況になるのかを丁寧に

説明してほしいと思った。子どもたちが避難マップを作る事例では、「親に仕事など

があるため、放課後児童保育に預けられている子どもたち。いざという時、親を待た

ずに自力で避難しなければなりません」というナレーションがあったが、預けられ

ているかわいそうな子どもたちというニュアンスが感じられ違和感があった。親に

仕事があるのが大多数で、誰もが自力で避難する必要があると思う。お笑い芸人の
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起用は、多くの人に届けるうえでふさわしいと思った。また、ゲストの髙田さんの

「１０％の確率でも、無駄な防災、無駄なデータはない」ということばや、防災グッ

ズの紹介がとてもよいと思った。 

 

○  出水期の防災・減災に関する番組は、これまで以上に欠かせないと感じる。今回は

深層崩壊の予測の活用や、犠牲者が出たケースの状況分析など、データに裏づけさ

れた説得力のある内容だったと思う。授業形式の演出にも、大人から子どもまで分

かりやすく伝えようという工夫が見られた。佐々木キャスターによる、現地取材が

生きており、特に「残された人も、亡くなった人のことを長年悔いることになる」と

いうコメントは心に響いた。昨今は気象庁から提供される気象データも進化してお

り、線状降水帯に関する情報の運用も始まったが、このような変更点や進化を伝え

続けることも大切だと感じる。大きな被害を引き起こす災害が多発しているため、

どうしても目先の防災に目が行きがちだが、そもそもなぜ異常気象が起こるのかと

いう視点も必要だと思った。要因は地球温暖化にもあると言われているが、自分た

ちは温暖化を抑える努力ができているか。長いスパンで見ると、農業や生態系への

影響も顕著になってくると思う。防災・減災の番組は温暖化防止の情報とセットで

出していくことが必要ではないかと思う。 

 

○  データはこれからの時代非常に重要だ。１時間目、２時間目といった区切りがあ

ったが、それぞれでも十分一つの番組として掘り下げられる情報量があったと思う。

キャスティングについては、キャスターは親しみやすさを感じたが、このような番

組のＭＣとしては、少し無理があったという印象も受けた。髙田さんは、高齢の方や

障害がある方の避難や、長崎という土地の災害に対する知見・経験などを話してお

り、非常によいコメンテーターだったと思う。一方でお笑い芸人は１人でも十分だ

と思う。親しみやすさというねらいはあったと思うが、民放で夕方のコメンテーター

として活躍していることもあり、番組構成、つくり方など含めて民放番組と似通っ

てきたと感じた。死亡した人のデータ分析があったが、何が死につながるのか、ある

いはぎりぎりでなぜその避難に及んだかという視点は、あまり深く目を向けてこな

かったと思う。死亡事例を丁寧に分析し直す部分は、今後も引き続き詳細を知りた

いと思った。 

 

○  示されたデータや地図、ＣＧなども大変分かりやすく、専門家の解説も的確だっ

た。紹介された各地の事例も大変よかったと思う一方で、番組の構成にかなりせわ

しい印象を受けた。誤字や、コメントの途中でアナウンサーが遮る場面はとても残

念だった。出演者とアナウンサーの小芝居のようなやり取りに時間が割かれていた

のが、時間配分としてどうなのかと思った。出演者も多すぎた。ワイプがずっと出て



4 

おり、情報に集中できない場面もあった。ワイプは民放のバラエティーの印象が強

く、番組全体の印象が軽くなってしまうのがもったいないと感じた。気候変動で雨

の降り方が昔とは違い、ふだんから備えておくこと、家族で話し合っておくことの

大切さは伝わったと思う。避難の空振りを心配するという流れの中で、髙田さんの

「無駄はない」という力強いコメントが心に響いた。情報量が多かっただけに、それ

ぞれの情報を整理し、伝える意味で、王道のつくり方のほうがより伝ったのではな

いかと感じた。 

 

○  ７２分だったが集中して最後まで視聴できた。データや数字を用いた説明で、過

去の災害の脅威があらためてわかり、防災意識を高めることができた。例えば「線状

降水帯の予測的中率は１割程度１、２割程度」、「全国の市区町村で土砂災害発生率

は９７％」などのデータからは不安を感じたが、データを分析し行動につなげると

いう希望ももつことができた。また、出演者もバランスが良く、特に髙田さんは防災

意識が高かったが、ほかの出演者も終盤にかけて意識の変化を感じられてよかった。

避難情報の変更については説明があった方がよいと思った。また、出演者が話して

いる途中で、話を遮り進行を進めた場面は違和感があった。番組を見て視聴者のど

のような行動につながったのかなど、数か月後に検証してほしい。 

 

○  最新のデータで線状降水帯の予報ができること、「エジソン」という多角的に防災

を考えるシステムは大変すばらしいと思った。髙田さんの意見は、経験談や理想的

な提案で参考になり、スタジオで話を聞きたかった。リモート出演は、もう少し高音

質、高画質にしてほしかった。またゲストのお笑い芸人の立ち位置が微妙で、出身地

である関西との違いを話すなど工夫できたのではないかと思った。学校風のセット

はシンプルにしてほしい。黒子が後ろに立っていたことも意味を感じず、番組自体

に情報量があるため、気が散るようなセットはよくないと感じた。全体的には長時

間にわたるため、少々飽きてくる感じがあった。最新データと防災について学び、そ

のデータを実際どのように生かすのかを簡潔にまとめたほうが良かったと思った。 

 

○  お笑い芸人やタレント、髙田さん、そして朝の顔として知名度がある気象予報士

の佐々木さんの出演で、幅広い世代の人に見てもらう意図を強く感じた。忘れかけ

ていた災害の恐ろしさや避難の難しさを思い出した。７２分は少し長いため、一度

だけでなく、短い時間でも毎日の番組により認識することで防災意識が生まれるこ

とを期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

災害の発生直後などは集中して見てもらえるが、事前の段階で
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は腰を据えて見てもらうのが難しい。見ていただくために、どの

ような演出がよいのか、頂いた意見を参考に今後議論を深めてい

きたい。災害の場合、事前にさまざまな情報があっても、とっさ

に行動できるかが最も重要なポイントなので、繰り返し大切さを

伝えていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

大分局も制作に参加しており、大分大学が開発した災害情報プ

ラットホーム「エジソン」について取材している。データが充実

しても、最終的に判断するのは人だと思うので、データの提供や

活用方法を研究し、視聴者の迅速な避難行動につなげていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

検証だけでなく本質を描くこと、あるいはＮＨＫの持っている

ネットワークを最大限に生かすこと、そして多様性を尊重した放

送を心がけることが公共メディアとして重要だと改めて感じた。

九州沖縄において防災・減災は最優先課題だと思うが、まだまだ

試行を続けている。必要な注意喚起を行い、どうすれば安全が実

現できるかを、一人一人が当事者意識を持って考える環境をつく

っていかなければいけない。スタジオの進行は巧拙の差がはっき

りと出てしまう場合が多く、出演者の選定、進行、あるいは演出、

ライティングといった細かいところまで、少し間違えると誤った

メッセージを送ってしまう怖さをはらんでいる。スーパーのミス

を完全になくすことは難しいのかもしれないが、信頼を大きく損

なうミスは絶対に許されないことを肝に銘じ、番組のクオリティ

ー向上に努めていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ５月２１日(金)のザ・ライフ「大国の狭間（はざま）で」を見た。米軍や自衛隊の

最前線の動きがよくわかり、小さな民を戦争に巻き込むなというメッセージも伝わ

ってきた。今回特筆すべき点が３つあった。１つ目は映像の訴える力だ。米軍海兵隊

と日本の自衛隊が合同演習する映像は、本物の戦争が頭に浮かぶほどの衝撃で、映

像で伝える必然性を改めて感じた。２つ目は取材者である記者の「中国との対峙、二

度と争いを繰り返さないための知恵が、今こそ問われている」ということばが強く
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響いた。武力ではなく対話で問題を解決すべきだという思いが伝わった。「自分事と

して捉えることが大切」ということばには、関心を持たないとすぐそばの“軍事の足

音”に気がつかず、沖縄本土復帰５０年の節目である来年は、一体どこまで基地の機

能強化が進むのかという不安にかられた。３つ目は、ネットワークを生かした取材

である。九州沖縄にまたがる問題で、複数の事象を同時に取材しなければ全体像が

分からないが、各局が丹念に取材をしていたことで非常に分かりやすかった。「日米

連携がどのように進んでいくのか、これからも取材を続けなければならない」と力

強く宣言した後、番組最後のテロップで制作に関わった放送局として福岡、長崎、宮

崎、沖縄と記載されており、ＮＨＫの強みを改めて感じた。見た人の心に当事者意識

が芽生えたと信じたい。 

 

○  ５月３１日(月)の逆転人生「人のつながりでチームは輝く 伝説バスケットマン

の覚醒」を見た。折茂武彦さんの人柄にひかれ、特に選手兼代表取締役という異色の

経歴に興味を持った。実力はピカイチだが、ファンにイラつくなどの過去がある折

茂さんが、なぜ人のつながりを大事に思うようになったのか興味があった。元の運

営会社の経営難により実業団リーグから除名されたが、ファンが離れず応援してく

れたことが原動力になり、再加入するための 5,000 万円の資金を３か月で集めたこ

とは経営者としてすごいと思った。音楽も良く、特に折茂さんの目線に立ったナレー

ションは感情移入できたが、新チームの社長になる決断をした経緯についてはさら

に詳しく知りたかった。 

 

○  ６月２日(水)の「ニュースウオッチ９」を見た。島豆腐について、沖縄局のカメラ

マンのレポートがあった。沖縄では「あちこーこー」といって、熱々の豆腐がお店に

並ぶ食文化がある。国際的な流通のルールが徹底され、沖縄の豆腐業者が食文化を

守りながらグローバルなルールに挑戦していくレポートだったが、大変身近な沖縄

の話題を全国に紹介してもらったことが大変よかった。 

 

○  ６月３日(木)のクローズアップ現代＋「“さらばサラリーマン”▽人生１００年時

代の生き方」を見た。早期退職した５０代が、会社の補助制度によって農業の道に進

み、早期退職した仲間とのネットワークや経験が新しい可能性を生み出すのはとて

もおもしろいと思った。一方で、大企業でしかできない取り組みではないかと少し

ギャップを感じたが、農業をする姿がとても生き生きしているのが印象的だった。

成功例が多く希望を持ったが、現実はなかなか厳しいとも感じた。「ライフ・シフト」

の著者であるリンダ・グラットンさんの「どういう人とつきあっていくかはとても

大切で、自分とは全く違う多様な人たち、旅をしている人とつながりを持つことで、
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人生を変えるヒントが得られる」ということばにはとても共感できた。今の時代の

働き方をさまざま考えさせられた番組だった。世代により考え方、働き方が異なる

のはとても興味深く、それぞれの生き方や幸せについて向き合う時間になったと思

う。 

 

○  ６月３日(木)のクローズアップ現代＋「“さらばサラリーマン”▽人生１００年時

代の生き方」を見た。新しい仕事に挑戦することで、時代と自分のライフスタイルに

あった仕事を選ぶことができると思った。早期退職し、地方で奮闘する姿は、コロナ

禍によるリモートワークの広がりの中で、移住や企業の移転など働く場所に関わる

と感じた。以前と違う業種に就いても今までのキャリアを生かし、早期退社した仲

間とネットワークを作って働く取り組みはとてもおもしろいと感じた。退社してか

らもしばらくの間、元の会社に提案などをして報酬をもらえる仕組みはとても心強

いと感じたが、大企業だからできるとも思った。高齢になっても社会に貢献でき、会

社に縛られず自己責任で自分の道をきり開く姿が印象的だった。さまざまな事例を

見て年齢や仕事との関係における幸せを考える良い番組だった。 

 

○  ６月１０日(木)の「ニュースブリッジ北九州」の「コロナ禍のストリップ劇場」と

いう特集を見た。九州唯一の劇場が閉館になると聞いていたが、継続できることに

なったと知り、気になって見た。女性である自分も行って見てみたいと思い、大変楽

しんで見た。新型コロナウイルス感染拡大の影響で客足が遠のいていると言われる

が、風俗業が持続化補助金の対象から除外されたことについては、職業差別ではな

いかと不満が残った。客からの多くの支援金、励ましが店に集まったことは、本当に

すばらしいと感じた。新しい時代に、新しい文化として存続してほしいと感じた。 

 

○  ６月１１日(金)の＃てれふく「“生きる”ことを教わった～ホームレス支援の若者

たち～」を見た。合わせて、１２日（土）のＥＴＶ特集「生きていればきっと笑える

時が来る～牧師・奥田知志」も見た。一つの取材クルーが撮影した一連の記録を角

度を変えて編集し、二つの番組を制作したものだった。取材対象へ丁寧に接し、事前

に考えた構成ありきではなく、実際に対象に深く向き合い、さらに過去の多くのア

ーカイブも参照することで構成を考える、という謙虚な姿勢が伝わってきた。「ＥＴ

Ｖ特集」は奥田さんを中心に、「♯てれふく」はホームレス支援に携わることで自身

の生きる意味を見いだした若者たちを描いており、意図するねらいも鮮明に伝わっ

た。ホームレスに対しては、「支えを必要とする人」と思いがちだが、逆にその人た

ちによって助けられ、人生が決まった若者たちの存在を知ることができたのは大き

な気づきだった。北九州を拠点に、生活困窮者や社会からの孤立状態にある人々の
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生活再建を支援してる認定ＮＰＯ法人である抱樸は、取材も歓迎してくれる組織で

あるがゆえに、取材者の感性、視点が問われると思うが、いい番組だと思う。 

 

○  ６月１１日(金)の金サガ 月刊 発見佐賀！食べごろギュッとくん「佐賀史上！

最も確実な避難を」を見た。ＡＲ技術でスタジオを水没させ、佐賀豪雨を思い出させ

る演出や、南川副地区の手作り被害マップなどの地域の優良事例の紹介、さらにク

イズで番組にリズムと興味を持たせたのもよかったと思う。インタビューを受けた

住民が、「喉元過ぎれば熱さを忘れる」を、「喉元通れば」と言い、テロップも言葉通

りに表示していたのが気になった。視聴した人が間違ったことばの使い方を覚えな

いよう、テロップ表記だけでも正しい言い回しに修正すべきだと思った。テロップ

は聴覚障害の方への配慮もあると思うが、多過ぎる印象を受けたので、映像で説明

がつく部分は画面をすっきり見たいと思った。生放送でカメラワークが不安定だっ

たことと、スタジオに防災士が１０人程度集まっていたが、最後まで出番もなく、コ

ロナ禍で何のためにスタジオに来ていたのかが不明だったのが気になった。番組の

最後には、しっかりとしたまとめが欲しかった。 

 

○  ６月１２日(土)に再放送されたフカイロ！「今、おおいたで水害が起きる前にど

うすればいいか考えてみた」を見た。大分大学の鶴成悦久准教授と、気象予報士・防

災士の熊澤里枝さん、災害時の避難対策に取り組むＮＰＯ代表の松永鎌矢さんの３

人が水害に関する身近なテーマを解説する、説得力のある番組だった。鶴成さんは

夕方のニュース番組で週１回、ハザードマップを使うなどして、防災の心がけを繰

り返し説明していて、記憶に残す事が大切だと話している。データの大切さや現実

の厳しさも示していたが、これがスタートで、それぞれの地域で発信することが大

切だと思った。 

 

○  ６月１３日(日)のＮＨＫスペシャル「若者たちに死を選ばせない」を見た。コロナ

禍の昨年、１０代、２０代の自殺者が約 3,300 人と前年から２割増え、さらにその

３割が原因不明という衝撃的なデータから始まった。過去の膨大なデータ分析や、

自殺した子どもの親、自殺を考えた若者へのインタビューなどを基に、自殺が多い

時間帯や大まかな要因を推測するに至ったのは、今後対策を練るうえで大きな成果

だと感じた。特に「学校に行きたくない」というワードの検索は、自殺との関連性が

強いというのは大きな発見だと感じた。多くの親がこの事実を知れば、「学校に行き

たくない」と子どもが言った時に突き放すのではなく、適切な対応ができると思っ

た。分析結果を基に、保護者向けに子どもの自殺防止のための検証を行う重要性を

強く感じた。ただ、この時代特有の生きづらさの正体は最後まではっきりしなかっ
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た。情報過多の社会で、他人と比較したり、発言をＳＮＳで批判されたり、ひぼう中

傷されたりといった推測はできるが、本質をつかむためにより深く分析していく必

要があると考える。若者に死を選ばせないことは重要なテーマなので、多くの人た

ちが事実を認識し、行動していくべきだと思った。 

 

○  ６月１５日(火)のもっと！沖縄「空手の心はイチャリバチョーデー」を見た。「イ

チャリバチョーデー」は沖縄のことばで「出会えば皆兄弟」という意味だが、ネパー

ル出身の空手家・オジャさんが沖縄空手に魅せられ、師匠の下で空手を学んだエピ

ソードや、今では師匠と家族のように暮らしていることが紹介されていた。空手に

まつわる話とともに、沖縄で暮らすネパール人と地域コミュニティーの交流が番組

の柱だった。ごみの出し方がわからないネパール人と、それに不満を感じる地域の

人がお互いに歩み寄り、住みやすい地域をつくっていく事例や、コロナ禍で困窮す

るネパール人をサポートする取り組みは、すばらしいと思った。ネパールの正月を

地域の人とネパール人が一緒に祝うことは知ってはいたが、このような人物が中心

にいるから継続できるのだと分かった。小さな地域の小さな交流の積み重ねが、こ

れからの時代大きな意味を持つと感じ、大変心に残った。若狭公民館はさまざまな

取り組みをしているので、国際交流以外の取り組みも紹介してほしいと思った。エ

ンドロールにＮＨＫグローバルメディアサービスという記載があり、国際放送用に

つくった番組だったのか気になった。 

 

（ＮＨＫ側） 

グローバルメディアサービスは、取材制作系の関連団体で、必

ずしも海外展開を主にやっているわけではなく、国内の取材支援

等も展開している。 

 

○  ６月１５日(火)のクローズアップ現代＋「大谷翔平二刀流の舞台裏！活躍の裏に

緻密な改革」を見た。コロナ禍で、大谷選手の活躍はどの局でも明るい話題として取

り上げているが、ＮＨＫならではの視点で活躍の要因を深掘りした番組だった。「バ

レルゾーン」は初めて耳にすることばだったが、打球の速度と打ち返す角度という

意味で、これが飛距離を伸ばし、ホームランを量産している要因だとわかり、非常に

納得のいく説明だった。元プロ野球選手が出てきて、感覚的に解説するというもの

とは全く異なる、科学的で客観的なデータだった。あるいは「ブラストモーション」

と言われる動作分析器をバットの先端につけ、スイング速度、角度、軌跡図をタブレ

ットで確認しながら、打撃練習をするというのは密着取材したからこそ得られた情

報で、努力の過程が明確に分かった。最後に、今シーズンは大谷選手を休ませるルー

ルが撤廃されたため、肉体改造を行ったという陰に隠れた努力も丁寧にレポートさ
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れていた。今後別の番組でも、さらに深掘りしてもらいたい。 

 

○  ６月１日(月)の今夜の旅はドラマチック「古都プラハ殺人事件」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後

8:00～8:59)を見た。コロナ禍で旅ができない中、プラハの町を登場人物の視点で旅

する新感覚紀行番組との紹介文をみつけ、視聴した。どういうわけか老人が犬に変

身し、彼を訪ねて来た日本人の画学生の女の子が何者かに刺殺されるという衝撃的

なストーリーだった。以前みた事がある彫刻が登場し、その制作者であるデヴィッ

ト・チェルリーが殺人容疑者の１人として登場したのには驚いた。乱暴な口調で発

せられる苦悩とともに、作品への思いも語られ、とても印象に残った。現実とファン

タジーが交差する構成で、摩訶不思議な感覚に陥った。見終わった時にチェコの歴

史と音楽の不思議な感覚が強く残り、すっきりしないものの、なぜかチェコに興味

を持っていた。番組の脚本と演出を手掛けた武井佑吏さんは、コロナ禍のため日本

の自宅ですべて制作したという事実にも驚いた。驚きの連続で、番組で登場する物

すべての空気を感じたくなり、実際行ってみたくなった。 

 

 

ＮＨＫ福岡拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年５月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

５月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、２０日（木）、ＮＨＫ福岡拠点放送局

（ウェブ開催）において、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議ではまず、「２０２０年度九州沖縄地方放送番組の種別ごとの放送時間」について

報告があった。続いて、事前に視聴したザ・ライフ「大切畑 故郷“再生”の時間」に

ついて説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に６月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

副委員長  田川 大介 （株式会社 西日本新聞社 編集局総務） 

委  員  秋本 順子  （金属造形作家） 

乾  眞寛  （福岡大学 スポーツ科学部 教授） 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン株式会社 取締役放送部長) 

楠田 喜隆 （株式会社 雲仙きのこ本舗 常務取締役） 

籠田 淳子 （有限会社 ゼムケンサービス 代表取締役） 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部 教授） 

西野 友季子 （株式会社ニュー西野ビル 代表取締役） 

古荘 貴敏 （株式会社 古荘本店 代表取締役社長） 

 

（主な発言） 

 

＜ザ・ライフ「大切畑 故郷“再生”の時間」 

（総合 ４月１６日(金)放送）について＞ 

 

○  熊本地震から５年間たった西原村大切畑地区に住む村民のインタビューや映像で、

強いつながりを伝えた非常に丁寧なヒューマンドキュメンタリーだったと思う。大

谷幸一さんにとって復旧工事の完了は復興の終わりを意味していないことや、若者

が外から移住して来ないと村が大きくなっていかないという現実を知った。人と人

とのつながりは非常に丁寧に描かれていたが、再生の記録という視点で見ると、国

や県など行政との交渉の様子は省いたのかなと思った。現実にはそのような過程も

あったのではないかと少し気になった。 
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○  一つの地区を長年取材することで、地震から５年、何がどれだけ行われたのかと

いう経過が非常によく分かった。端から見ると、道の復旧や住宅の建て替えなどを

復興と捉えがちだと思うが、番組では離れ離れになった村民の心の問題とふるさと

への思いをテーマとしてこだわって描いていたと思う。大谷さんが預かり育ててい

た樹木を、新しく建て替えた住宅に植え替えるシーンに、思いを引き継いで再生す

ることを伝えるという番組の意図を感じた。互いに酒を酌み交わしながら涙を浮か

べ、仲間を大切にする人間の素顔がよく描かれていたと思う。 

 

○  随所に復旧イコール復興ではない、というメッセージが散りばめられていたと思

う。５年がたち、元の生活に近づきつつあると思ったところで、小屋のラストシーン

はよかった。大谷さんが小屋に一人で住み続けている映像は、復興はまだ先だと思

わせ、ＢＧＭや編集も効果的だった。冒頭、無人になった集落をパトロールするため

に造られた小屋と紹介があったが、小屋は誰のものか気になった。また、大谷さんの

バックグラウンドが分からなかったため、発言が抽象的に聞こえてしまった。山口

誠一さんの新築祝いのシーンで、会話にテロップが出ていたが、言っていることと

テロップの内容が違ったのではないか。消防団や飲み会、会合など登場人物が男性

ばかりで、女性の意見も聞いてみたいと思った。制作スタッフも男性ばかりに見え、

女性がいたらどのような番組になったのか気になった。飲み会のシーンがいくつか

あり、お酒の力で話せる本音もあると思うが、小さい頃から家族のように暮らして

きた人たちのお酒抜きでのやり取りをさらに聞いてみたかった。 

 

○  熊本地震から５年がたち、被害の大きかった大切畑地区に住む人の今の生活を知

ることができた。被災地の状況にふれることができる情報は貴重だ。大切畑に住ん

でいる人の思い、幼なじみが被災し、引っ越す際のやり取りなどいたたまれない気

持ちになった。全体を通して、大谷さんの大切畑に対する思いを強く感じた。また会

合で、最初は大切畑地区からの移転を支持する意見が多かったが、話し合いの結果、

多数決で復興すると決まった際の大谷さんの顔がとても印象的だった。再建に向け、

復興工事、人口減少、高齢化などさまざま課題があるが、引っ越した幼なじみも消防

団の活動や焼き畑に参加してくれ、地域のつながりが保たれていたのはよかったと

思う。最後の小屋のシーンは印象的だった。 

 

○  番組を見て、九州で一生懸命に生きている大切畑の人たちとつながっている充実

感があった。反対意見の人たちと議論する会合のシーンが特に印象に残った。心が

折れそうになりながらも、一人一人の思いを受け止める大谷さんの姿に引き込まれ

た。大谷さんには、諦めず人に会い、感性に訴える人間力と、アンケートを活用して

語る理性があり、すばらしいリーダーシップを感じた。大切畑地区を守り残してい
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くことは、実際は未来を担う若者に託していくことだという点も共感した。大谷さ

んの志を引き継ぐ人を育てていくことが必要だと思った。災害復興には女性の力も

必要だと思うが、女性の視点がほとんど出てこないのが少し違和感があった。また、

大谷さんがなぜここまでの志を持つようになったのか、背景ついてももう少し知り

たかった。命を助けてくれた大谷さんのため、大切畑に残る決断をし、家族にも納得

してもらった西本豊さんもすばらしいと思った。 

 

○  大変心に染みわたる番組だった。大谷さんが奮闘し、５年かけて、完全ではなくて

も、集落がなくなる危機を回避していく話だった。地域を守る必要を感じながらも、

家族のために集落を離れた人のエピソードもあり、つらい現実を直視させられた。

人のつながりを大切にしなければ、地域は継続できないというメッセージが強く心

に残った。取材相手とカメラマンの距離が近く、溶け込んでいることが伝わり、印象

がとてもよかった。５年の歳月をかけて一人のキーマンを中心に丁寧に取材し、２

５分という短い時間の中で、背景にある高齢化、経済、家族の問題などもうまく構成

できていたと思う。 

 

○  地域密着の報道番組の第１弾として、時宜を得た内容だった。熊本地震で家屋の

９割が全壊した集落の復興を描き、被災地の苦闘を追い続けた貴重な記録だった。

地震から５年を経てもなお途上にあり、再生をめぐりさまざまな課題や葛藤がある

ことを、多くの視聴者に印象づけることができたと思う。被災地の復興をめぐる取

材としては、分かりやすい反面、驚くような意外性はなく、特に集落から離れて、新

居を構えた山口さんが、野焼きの日に消防団員として、大谷さんとの約束を果たし

た場面などは、若干きれい過ぎると感じた。また、好き嫌いの問題だが、ラストシー

ンについても少しできすぎていると感じた。いずれにせよ５年間の継続取材は、取

材相手との信頼関係がなければ成り立たたず、丁寧な取材により地域との信頼関係

を得られたことで印象深い番組に仕上がったと感じた。正攻法のドキュメンタリー、

新番組のスタートとして、非常によかったのではないか思う。 

 

○  ９割の住宅が全壊しても犠牲者を出すことなく、ライフラインまで自分たちで復

旧していく様子から、地区の一体感を強く感じた。移転するか残るかの議論で、大谷

さんが一人一人と向き合う姿に心を動かされ、さらにそれぞれ違う道を選びながら

も、行事に集う信頼関係も心に響いた。再建が進みながらも人が減り、地区が様変わ

りしている映像には寂しさも感じた。大谷さんの思い、地区の人のことばなど丁寧

にまとめられており、５年間取材し、住んでいる人と向き合った姿勢が表れていた

と思う。また被災した植木を持ち主に返す場面で、木に対する思いも受け止めなが

ら大事に育てる姿から、大谷さんの優しさを感じた。小屋に住み続ける最後のシー
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ンも静かで心にしみ、これからの大谷さんと地域の復興がとても気になった。また、

いつ、どこで起こってもおかしくない災害について考えさせられた。 

 

○  人生について深く考えさせられたよい番組だった。しかし、ＮＨＫでライフと聞

くとコント番組を思い浮かべてしまうので、番組名を決める際、そのような議論が

なかったのかと思った。震災から１か月後の話し合いでは、大切畑に住み続けたい

人がほとんどいなかったが、６０回を超える寄り合いを重ね最終的に復興が決まっ

た様子から、再生には時間が必要であると感じ、完全に元どおりになることは難し

いのではないかと痛感させられた。それと同時に、現在の日本から失われつつある

コミュニティーの大切さも感じた。ほとんどの家屋が全壊する中、死者がいなかっ

た要因は、行政の助けを待たず、住む人どうしが力を合わせた結果だと思う。そのす

ばらしいコミュニティーが地震で一旦壊れかけたが、大谷さんの献身的な取り組み

と、そのコミュニティーに愛情を感じる人がいたからこそ再生ができたのだと感じ

た。最後のシーンは、再生が完了するまでは小屋に住み続けることを決めた大谷さ

んの決意を表しているのではないかと感じた。 

 

○  メディアの役割の多様性を考えさせられた。今回のように記録する役割、世の中

の出来事を伝える役割、時には、指針となるものを示したり、楽しい時間を提供した

りなどさまざまあると思うが、番組を見て、その場に立ち会い寄り添うといった役

割もあると感じた。ストイックに前に進む大谷さんにとって、カメラの存在は張り

合い、もしくは支えにもなっていたのではないかと感じ、集落全体にも同じことが

言えると思った。家屋の９割が全壊し、近くに活断層もあると、集落の再建を諦めて

もおかしくなかったと思うが、何とか踏みとどまり、５年かかって復興工事をやり

続け、別の地区に家を建てた人も大事な場面では帰ってきてくれる。５年という時

間で、大事な局面ごとにそれぞれが大きな判断を迫られたと思うが、そこに自分た

ち以外のカメラという目線があることは、冷静に俯瞰するという意識も生み、それ

ぞれの思考に少なからず影響もあったのではないかと思う。５年間をまとめた放送

で、住民も、それぞれ感じるものがあったと思うし、やはり女性の視点からも見たい

と思ったので、ぜひ取材を続けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

ライフという単語には自然、人生、営みなどさまざま意味があ

る。それらを踏まえて番組名を「ザ・ライフ」にした。国や県と

の交渉のシーンがなかったことや、酒の席の本音などについては、

さまざまな映像の中から選択した結果だ。女性の視点があった方

がよいという意見は受け止めたい。ラストシーンは、ディレクタ
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ーが一番こだわったところだ。 

 

（ＮＨＫ側） 

正統派のドキュメンタリーはさまざま取り上げすぎると、焦点

がはっきりしない番組になりかねないので、落とさざるを得ない

要素が出る。一方で落とし過ぎると疑問が大きくなり、メッセー

ジが伝わらないというリスクも抱えていると思う。ドキュメンタ

リー番組が以前より少なくなっているが、 今後も大事にしていき

たい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ４月２３日(金)のザ・ライフ「もう一つの“医療崩壊”～コロナ禍の病院で何が

～」を見た。病院の経営が赤字というだけなく、新型コロナウイルス感染拡大による

受診控えで、病気が悪化する場合もあるため、受診してほしいというメッセージも

感じた。しかし受診を控えるすべての人が、医療をそもそも必要としているのかと

いう疑問もあり、興味深く見た。戦後の医療を取り巻く流れ、現在の過剰な病床、医

療崩壊の原因となる構造などがよく分かった。１人当たりの入院医療費と１０万人

あたりの病床数のグラフは、わかりやすく効果的だった。医師の森田洋之さんの解

説もとても分かりやすかったが、医療体制の縮小についてはもっと詳しく聞いてほ

しかった。都道府県ごとに病床の機能や削減について話し合われ、一部病院の統廃

合も行われているものの、地域医療連携推進法人がまだ２１法人なのはなぜかとい

う答えがあれば、なおよかった。訪問医療、在宅医療も地域医療構想に含まれると思

うが、メリットがある中で進んでいない理由も知りたかった。新型コロナウイルス

に関する報道は長引き、視聴者からも敬遠されがちだが、決して目を背けず、真正面

から課題を取材し伝えることがとても重要だと思う。 

 

○  ４月２３日(金)のザ・ライフ「もう一つの“医療崩壊”～コロナ禍の病院で何が

～」を見た。冒頭の「正直これでは病院は潰れます」という院長のことばがとても衝

撃的で、興味を引かれる始まり方だった。病床使用率が９５％以上でないと黒字に

ならない中で、クラスター発生により現在の使用率は５０％であるという話を聞き、

もともと経営として成り立たたせることはかなり難しいのだと感じた。日本の民間

病院が戦後急速に増えた経緯や、国が財政難で診療報酬を抑制していること、さら

に民間病院が全体の８割を占め、病院経営は、協力関係ではなく競争関係になって
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いることなど、さまざまなことを知ることができた。経営方針を話し合う会議で医

師たちの生々しい発言を撮影できていたのが衝撃的だった。夕張市の医療崩壊に関

して、病床が１０分の１になったが、死亡者総数は変わらないというグラフは、人口

減の影響など、データとして少し不足していたと思う。社会構造が急速に変わるこ

とで医療の問題点があらわになり、崩壊していく背景を理解できた。 

 

○  ４月２３日(金)に再放送された逆転人生「電光石火！コロナ禍で売上ゼロからの

逆転」を見た。夕方から夜にかけ、新型コロナウイルスに関するニュースが続き重た

い気持ちになるが、この番組は希望に満ちたヒントが得られるため、とても楽しみ

にしている。今回は新型コロナウイルス感染拡大の状況で、売上げゼロから過去最

高益を出した企業の回でとても興味があった。社長の山野智久さんが、雇用を守り

ながら事業を継続するという大きな目的のもと、発想の転換でいかに苦難を乗り越

えるかがとても興味深かった。この番組は、回想シーンは別人が演じることが多い

が、今回は業績がゼロになり、その４倍の業績を上げるところまで本人に取材して

いたので、とても迫力があった。“ビフォーコロナ”、“アフターコロナ”のようなこ

とばの使い分けも明解で、「社会情勢が動くときには社会のルールが変わる。このル

ールが変わるところにビジネスチャンスがある」ということばはさまざまな業界で

もヒントになると感じた。 

 

○  ４月２４日(土)のＮＨＫ映像ファイル あの人に会いたい「半藤一利（作家）」を

見た。半藤さんの本を読んだことがあるので気になって見た。半藤さんの話し方が

特徴的で、昭和前後の歴史認識について「このままで本当に大丈夫だと思っている

のか」「私たちのリアリズムではこの国は守れないんだ。外交の力が一番大事なんだ」

といった、知識に裏付けされた力強いことばを感じることができた。またインター

ネットで検索したところ「あの人に会いたい」という番組サイトのほかに、過去の出

演者のショートムービーを見つけた。ネット上で見られるアーカイブスを初めて見

たが、偉人、著名人の膨大な映像データが蓄積され、見たいときに見られる環境はす

ごいと思った。しかしアーカイブスで見られるのはいいことだが、無断転用に対す

るリスク管理をどうしているのか気になった。 

 

○  ５月１日(土)の【ストーリーズ】事件の涙「たどりついたバス停で～ある女性ホー

ムレスの死～」を見た。６０代のホームレスの女性が殴り殺された事件の背景を深

く取材した、優れた番組だった。スーパーマーケットの試食販売員として真面目に

働いていた女性が、新型コロナウイルスの影響もあり、失業し、住むところもなくし

てもなお、兄弟含め助けることができず、追い詰められた現実があった。バス停で寝



7 

泊まりする女性に気づいていたにも関わらず、彼女が誰なのか知る人はおらず、存

在を邪魔だと感じた男により殴り殺された事件だったが、新型コロナウイルスは感

染せずとも弱い立場の人を追い込んでいくことを、事件を通し具体的に明らかにし

たと思う。現代社会のひずみにも目を向ける番組で、事件の一報だけでは分からな

い背景を深く探った力作だと思う。６０代のホームレス女性という観念は、女性が

劇団員だった１枚の写真により一気にリアルな存在になり、「殺されたのは私だった

かもしれない」というホームレス経験のある若い女性の話も説得力を持って伝わっ

た。特筆すべきは、「事件記者取材ノート」というウェブサイトに、紹介しきれなか

った取材過程をつまびらかに記していたことである。記者とともに取材対象に迫っ

ていく緊張をリアルに感じることができた。テレビとウェブサイトというハイブリ

ッドの報道の試みとしても成功していたと思う。 

 

○  ５月３日(月)に再放送されたＢＳ１スペシャル「父と子のアラスカ～星野道夫 

生命（いのち）の旅～」（総合 前 1:50～2:39）を見た。アラスカを愛した写真家・

星野道夫さんの息子である翔馬さんが２２歳になり、「アラスカを見て父を知りたい」

と静かに語る冒頭シーンに興味を引かれた。翔馬さんがアラスカの人に温かく迎え

られる姿から、道夫さんが愛されていたことを強く感じた。翔馬さんが語る思いや

ことばと２０年前と今のアラスカが交差していく様子は、父と子が共にアラスカを

歩んでいるようにも感じられ、心が温かくなった。父の親友だったボブさんの「今も

自然の中に道夫は生きていて、翔馬の中にも道夫を感じる」ということばも印象的

で、素朴で自然体な姿が道夫さんに重なって見えた。人の温かさや、自然との関わ

り、命についても伝えるすばらしい番組だったと思う。「短い一生で心引かれること

に多くは出会わない。もし見つけたら大切に、大切に」という道夫さんが残したこと

ばもとても心に響いた。番組が翔馬さんに焦点を当てることになったいきさつが気

になった。 

 

○  ５月１４日(金)のフカイロ！「大分で最期を迎えたいのに・・・～外国人の墓問題

を追う～」を見た。イスラム教徒の土葬の問題を広範囲に取材した番組だった。外国

人の父がいるホルコム・ジャック和馬アナウンサーが司会を務め、ゲストはイラン

出身のサヘル・ローズさん、また大学でアラビア語を勉強し、留学経験もあるとい

う女性記者が進行していた。難しい問題を伝えるうえで、３人のキャスティングは

とてもよかった。まずモスクでのインタビューでは、外国人が死ぬまで日本に住み

たいという考えに変わってきていることが分かった。大学教授のカーン・ムハンマ

ド・タヒル・アッバースさんが、土葬を反対する地元の人にイスラム教の風習や食事

を紹介し、文化への理解を深めようとする映像や、日本人の反対理由を伝える映像

を見たサヘルさんの「心が苦しい」ということばには胸をうたれた。着地点を見つけ
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るのは難しいが、住民の意見が分かれる問題に向き合う提案型の番組は大切だと

思った。日本全国で９か所ある土葬ができるイスラム教徒の墓が西日本にはないと

いう現実については、もう少し丁寧に伝えてもよかった。 

 

○  ５月１４日(金)のくまもとの風「終わらない“ＭＩＮＡＭＡＴＡ”」を見た。水俣

病の公式確認から６５年たち、ジョニー・デップさんの企画・主演で映画化され、再

び水俣に注目が集まったが、一部の市民の望みとは相反しているかもしれないと感

じた。水俣は自然豊かな場所だが、映画化により水俣病のイメージが強まることを

懸念している。イメージ払拭のため、病名変更を求める活動が起こったことなどは、

長年にわたり悩み、苦しんできた歴史を思うと非常に複雑な気持ちになった。申請

があった２万 8,000 件中、認定されたのは１割にも満たず、自身で水俣病を証明す

るハードルが高いことも初めて知った。何度も申請し、いまだに認定されない佐藤

英樹さんと、早々に認定され、水俣病の象徴として活動してきた坂本しのぶさんの

二人が番組の中心人物だったが、それぞれが深い悲しみを背負ってきたいきさつを

知り、決して公害は起こしてはいけないものだと改めて痛感した。水俣病の難しさ

は、当時の市の経済を担うチッソが原因企業だったため、擁護する市民も大勢いた

ことだと思うが、番組で一切そこに触れていなかったのが少し残念に感じた。 

 

○  ４月２日(金)から６回シリーズで放送されたアーキテクツ プレイス 北欧発 

建築家の幸せな住まい（Ｅテレ 後 10:30～10:59）を見た。北欧を中心に活動する６

人の建築家の自宅を取材するという視点が大変興味深かった。暮らしの哲学が、空

間や形にそのまま表れるという各回の構成には納得感があった。新型コロナウイル

ス感染拡大の状況などによるストレスを癒やすのは自分の家と環境だと思う。地域

の風、光、気候、そして文化などを生かした暮らしで、家にいる時間がさらに充実で

きると感じた。出演した建築家は、設計、デザインだけでなく、自身で建築作業も手

がけているのもとてもよいと思った。高層マンションに住むことだけが憧れの暮ら

しではなく、風を感じる感覚や、音・匂い・景色が四季とともに変わっていく中に家

がある面白さを感じた。日本の四季がある暮らしも価値があるものだとあらためて

世界に発信してほしいと感じた。 

 

○  ５月１５日(土)のＦＭシアター「ふしぎの国のハイサイ食堂」を聴いた。食堂を舞

台に、店主のおばあと、都会から戻り働く青年、そして食堂がよりどころの人たちを

めぐる物語で、じんわりと余韻が残るよいドラマだった。現代社会に生きづらさを

感じた人を、おばあがおおらかに包み込み、食堂がシェルターのように描かれてい

た。安心できる居場所、お腹を満たせる食堂によって持ちこたえられ、依存できるか
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ら自立できるという強いメッセージは、つくり方によっては少し説教めいてしまう

と思うが、無理のないキャラクター設定、自然なせりふでドラマに浸ることができ

た。一方で「ふしぎの国のハイサイ食堂」というタイトルは軽く、番組のよさを十分

に伝え切れていないと感じた。味や温かさ、お腹が満たされる安心感という食の表

現を丁寧にすることで、共感性が高まり、ドラマがより伝わったと思った。おばあ役

の俳優である吉田妙子さんが、沖縄のイントネーションながら、県外の人にも通じ

る絶妙なあんばいだったのが特によかった。また、脚本に兼島拓也さんを起用した

こともすばらしかった。自然なせりふ回しなどよい面が随所にあった。 

 

（ＮＨＫ側） 

水俣に関しては、ずっと取材を重ねてきている。時代時代でさ

まざまなテーマがあり、若い職員も取材している。これからも多

様な意見を聞きながら、後世に伝えていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

新型コロナウイルス関連の報道が長引き、敬遠されがちだとい

う指摘には同じような問題意識を持っている。伝え方をさらに工

夫し、希望を持ってもらえるようなアプローチ、サイトとの連携

なども一つの方法かもしれない。きちんと役割を果たし、少しで

も世の中の役に立つ放送を増やしたい。 

 

○  「緑なき島」に対する検証をぜひお願いしたい。前田会長が、令和３年度の参議院

総務委員会の予算審議で、別の炭鉱で撮影された映像を使用した事実は確認されな

かったと回答していた。今月１７日の国会答弁では、番組制作の検証について、外部

の有識者から意見を聞くという趣旨の、前向きな発言をしており、引き続き検証と

説明が行われることを期待している。 

 以前「実感ドドド！」で放送した「追憶の島～ゆれる“歴史継承”～」での、産業

遺産情報センター長の証言部分の編集についても、ＮＨＫに対する信頼を損なうこ

とにもなりかねないので説明してほしい。ネットに公開された映像を見て驚き、疑

問も感じた。朝鮮人労働者への圧力があったという「負」の部分も認めながら歴史を

残すべきだという番組の企画は秀逸だ。しかし、番組オープニングの引用だけは、産

業遺産情報センター長の発言趣旨と異なると言わざるを得ない。そもそも、番組で

いう「負」とセンター長のいう「負」の意味合いが異なっているため、かみ合ってい

ないと感じる。企画にはまったことばを引き出したい気持ちはわかるが、インタ

ビューの手法や編集によっては誤報につながる恐れがあるので気をつけられたい。 
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（ＮＨＫ側） 

昨年１０月１６日に放送した「実感ドドド！」について、産業

遺産情報センター長が雑誌等のメディアで発言していることは把

握している。番組のインタビューが恣意的（しいてき）に切り取

られたのではないかという主張については、国会でも指摘されて

おり、ＮＨＫとして「番組では、産業遺産情報センター長が、セ

ンターの役割や展示内容を説明する場面のほか、日本の近代化に

貢献した遺産の詳細が紹介されていること、朝鮮出身者について

記載した、当時の新聞記事や法令などが端末で検索できることな

どを、約３分間にわたって紹介し、その取り組みや考えをお伝え

した。インタビューは、限られた番組の放送時間の中ですべてを

放送することができないため、全体の文脈を踏まえ編集していま

す」としている。 

 

 

ＮＨＫ福岡拠点放送局 

番組審議会事務局 
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２０２１年４月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

４月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１５日（木）、ＮＨＫ福岡拠点放送局

（ウェブ開催）において、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴した実感ドドド！「絵が自由をくれた～自閉症の画家と家

族～」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に５月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

副委員長  田川 大介 （株式会社 西日本新聞社 編集局総務） 

委  員  秋本 順子  （金属造形作家） 

乾  眞寛  （福岡大学 スポーツ科学部 教授） 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン株式会社 取締役放送部長) 

楠田 喜隆 （株式会社 雲仙きのこ本舗 常務取締役） 

籠田 淳子 （有限会社 ゼムケンサービス 代表取締役） 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部 教授） 

西野 友季子 （株式会社ニュー西野ビル 代表取締役） 

古荘 貴敏 （株式会社 古荘本店 代表取締役社長） 

 

（主な発言） 

 

＜実感ドドド！「絵が自由をくれた～自閉症の画家と家族～」 

（総合 ３月５日(金)放送）について＞ 

 

○  心温まるすてきな番組だった。画家の太田宏介さんが生き生きと絵を描く姿を見

て、障害の有無に関わらず、夢中になれるものの大切さ、すばらしさを改めて感じ

た。大声で叫びながら暴れる子どもだった宏介さんに、絵を習わせてみようと決断

した母親の勇気と、宏介さんを受け入れ熱心に指導した絵画教室の松澤佐和子先生

の愛情のおかげで、宏介さんは人生をかけるものに出会えたと思う。障害のある家

族をもつ人々が、この番組を見て希望を感じてくれたらと期待している。また宏介

さんの絵は色使いがとても特徴的で、見る人を元気にするパワーを感じた。障害が

あっても自立して、お金を稼ぐことができる人が増えていくためにも、存在を当た

り前に受け入れる社会になっていく必要があると感じた。 
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○  宏介さんの才能を生かした活躍ぶりが描かれており、作品のすばらしさを感じた

人も多かったと思う。自閉症の画家として知られ、作品によって、障害やその特性へ

の理解が広がっており、番組の構成もねらいが分かりやすく、訴えかけるものがあっ

た。一方で自閉症の画家という紹介や肩書が、常について回るのがもどかしく感じ

た。宏介さんの作品は、障害のある人が描いたからではなく、作品自体が高く評価を

されるものだと感じる。もちろん作者の特性や背景を知ることで、より深く作品を

鑑賞できるため、番組は宏介さんや作品を知らない人にとって胸を打つものだった

と思う。歴史的にも芸術、文学、スポーツ界で、極めて優秀な成績を残した人の中に

は、障害がある人もいたのではないかと思う。障害を克服することで感動を与える

のではなく、そのような特性を生かすことで、多くの実を結んでいるのではと感じ

た。このような本質まで視聴者の視点を広げることができれば、なおよかった。 

 

○  心温まる家族愛の番組だった。家族の苦悩や心情の変化が丁寧に伝わってきて、

とても好感を持てた。宏介さんや母親が、講演会など悩みを相談できる場をさまざ

ま提供していることは、同じ境遇の人に寄り添い、救いになると感じた。「立派な絵

を描く障害のある画家はいると思うが、彼の絵には感情や優しさなどが表現されて

いて、それが人に感動や癒やしを与える」という信介さんのことばは大変納得でき

た。心温まる、寄り添うようなＢＧＭもとてもよかった。番組最後で信介さんのこと

ばのあとに、宏介さんが食事のため家に帰っていくシーンがあったが、あのシーン

をあえて入れたのはどのような意図があったのか気になった。 

 

○  とてもシンプルで分かりやすく、優しい気持ちになった。障害のある人の絵が一

堂に並ぶ中、真ん中にある宏介さんの絵が特に目に留まるのはなぜだろうと気に

なって見た。宏介さんが絵としっかり向き合い、本当に自由に絵の中で存在を表現

できていると感じ、この絵のすばらしさ、絵の中の動物の瞳が私たちに訴えている

ものを感じた。宏介さんの家族が障害のことを隠したいと思っていたという情報も、

改めてすごく大切だと感じたし、信介さんが発足している、自閉症の兄弟を持つ人々

の集まりである“きょうだい会”の存在もすばらしいと思った。宏介さんの存在を通

じて、愛のあるつながりができていることがとてもすばらしいと感じた。芸術、美術

のすばらしさとともに、その周りにいる家族、地域のつながりを感じた、とてもよい

番組だった。 

 

○  家族の愛情と、家族の在り方を目の当たりにした。信介さんと母親は宏介さんの

存在を隠したかったという過去に苦しい思いがあったが、現在は感謝するようにな

ったといった心境の変化を見ることができてよかった。宏介さんの描く優しい絵を、
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介護施設や病院など、病気や精神的に弱っている人にも見てもらいたいと絵画レン

タルを始め、“きょうだい会”を立ち上げた信介さんの社会貢献活動はすごいと思

った。宏介さんが若いときに、どのように絵を上達させてきたのか、松澤先生の話も

深く聞いてみたいと思った。 

 

○  しばらくはきれいにまとめられた番組だという印象を受けていた。自閉症の弟が

原因でバラバラになった家族が、宏介さんの絵が評価され一つになり、その絵を見

た人が元気になる。視聴者もその存在を知り、障害者への理解を深めるという幸福

な展開だったが、もし宏介さんに絵がなかったらどうなるのかと思った。その見方

が変わったのが「絵以外でも弟の明るさだったり、素直さは、一人間として見習うべ

きこともある」という信介さんのことばだった。タイトルに「絵が自由をくれた」と

あるが、自由は宏介さん本人だけでなく、家族にももたらされたものだと感じた。ま

た自由は気持ちの持ち方、行動次第で得られるものとも思った。日本における障害

者の数は総人口の約７.４％という統計があり、１３人に１人が障害者ということに

なる。それにも関わらず、優生思想は悪とされながらも、出生前診断で異常が見つ

かった場合に中絶が選択される場合もある。まずは障害について正しく理解するこ

とが必要で、このような番組の意義は大きいと感じた。 

 

○  障害を持つ人が特別な才能を発揮する話は見聞きすることがあるが、宏介さんの

絵はとても力強く、独特な色使いや感覚がすばらしいと感じた。障害者を家族に持

つ恥ずかしさから存在を隠していたが、絵をきっかけに家族が一つにまとまり、お

互い支え合う存在になっていく様子が丁寧に、かつ簡潔にまとめられていた。母親

と信介さんそれぞれの思いと変化、そして宏介さんの絵と接した人の反応など、そ

れぞれの立場で構成されていたのもよかった。ナレーションや音楽も心地よかった。

「絵が自由をくれた」というタイトルは宏介さんだけでなく、家族にも生き方の自

由をくれたという意味があったと考えると、とてもよいタイトルだと感じた。障害

のある家族を持つというストレスを抱える人に、癒やしと元気を与えたと思う。一

方で、もし絵の才能が出ていなかったらと考えるとともに、宏介さんは絵で自身を

表現できているが、このように才能を見いだせているケースは一部なのだと考えさ

せられた。また、もし自分の家族に障害があったらどうしていたかなど、さまざま考

えさせられた。障害者を家族に持つことを理解し伝える意味でも、このような番組

をもっと放送してほしい。 

 

○  オリンピック・パラリンピックがことし無事に開催されれば、パラリンピックの

選手たちは、単に障害を持って頑張ってスポーツをする人ではなく、特別な才能を

持った人だと理解する機会になると思う。この番組は芸術の面から障害とは個性で
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ある、という理解を深めた点がよかった。今回は母親、信介さんを中心にインタビ

ューしていた。宏介さんが小さい頃、大声で叫びながら暴れていた時期に、「父親は

酒を飲みに行き、その場から逃げていた」という母のことばがあった。それも事実だ

と思うが、その後、父親がどのように寄り添い、変化したのかも知りたかった。また

障害がある人も、生活をしていくために収入が必要であり、“絵届け問屋”というレ

ンタルで絵を届けるビジネスが収入の一助になるのは、非常によいと思った。さら

に、“きょうだい会”というコミュニティーが互いを助ける力になり、一緒に育てて

いく機運が広がることにつながっていると感じた。芸術家本人だけでなく、家族の

視点はとても新鮮で、多様性の芽を育てる番組であると感じた。 

 

○  家族の現実や心の動きをとてもリアルに伝えていたと感じた。家族の頑張りを理

解してもらえる番組が、一つの点から、線としていろいろなところに広がっていけ

ばうれしいと感じた。絵画レンタルも非常におもしろく、収入源を作り、宏介さんの

ためにつないでいくことは、これからの人生に必要だと思った。最後の自分で帰っ

ていく後ろ姿の映像は、不安だろうが自分自身の力で歩いていってほしいという制

作者の気持ちが伝わる終わり方だったと感じ心に残った。 

 

○  絵が持つ力と、家族の苦悩や喜びなど多角的に取材したよい番組だと感じた。絵

を描く表情や力強い筆さばきをカメラで捉え、めきめきと絵の力をつけていく様子

に感動した。また、大胆な構図で温かみがあるが、どこかユーモラスで、生命力にあ

ふれた唯一無二の絵の力を感じた。宏介さんが言葉にできないもどかしさを表現す

る手段として絵と出会い、母親や松澤先生が根気強く寄り添い、さらに宏介さん自

身の努力が今日につながるのだと知ることができた。壊れそうな家族が、宏介さん

の創作活動を支えることで新しい家族の形を得て、さらに絵画レンタル、“きょうだ

い会”の活動などを通じて社会と積極的に関わり、還元するといったように宏介さ

んを中心にポジティブなエネルギーの広がりを感じた。病院の先生が自身の息子の

絵を飾っていると話したシーンで、その場に絵があったのではと感じたが、絵が映

らなかったのは何か理由があるのかと引っかかった。さらにキリンの親子の絵も少

し光が反射してしまっており、もったいないと感じた。タイトルの「自由」は、制約、

しがらみから解放されるというイメージがある。しかし番組からは、障害や家族の

葛藤からの解放というよりは、むしろしっかりと向き合い、困難を抱えたままどう

生き生きと暮らしていくのかが描かれていた印象を受けた。あるがままといったイ

メージを加え、もう一歩踏み込んだタイトルであってもよかったと感じた。絵を通

した多様な社会への問いかけもあり、意義のある番組だと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 
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何物にも縛られない宏介さんの自由さが周りに影響を与え、皆

が解き放たれていくという人間関係を表現したいということが番

組の核にあった。宏介さんのどこまでも自由な感じは、最後一人

で食事をしに帰ってしまうシーンで表現できるのではないかと思

った。父親については、定年退職後に宏介さんと真摯（しんし）

に向き合い、個展も支え、彼に関する本も書いている。５年前に

がんで亡くなられたが、最後は家族全員で障害と向き合って生き

ていったという経緯があった。父親とのことももっと番組に入れ

たかったが、現在の状況を紹介することを優先したかったため、

このような構成になった。 

 

（ＮＨＫ側） 

障害をテーマに取り上げる場合、軸足をきちんと定めて取材し、

心温まる話として共感を得られる番組もあると思うが、そこに安

住してはいけないと思う。タイトルのつけ方をはじめ、障害があ

るにもかかわらず頑張っているというステレオタイプの描き方に

ならないようにということをこれまで以上に意識して取り組みた

い。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ３月２４日(水)のプロフェッショナル 仕事の流儀「サンドウィッチマンスペシ

ャル」を見た。新たな一面を発見できると期待して見た。売れるまでの間に一度解散

の危機があったことや、東日本大震災を経験した後の活動など、二人の魅力につい

て、テーマが絞れていてよかった。また、場面の転換に合わせ音楽が使われており、

違和感なく視聴できた。過去の経験、苦労話が起点となり、現在、未来へという番組

の一連の展開にも違和感がなかった。特に過去の話については、彼らのような苦労

が自分には足りないのではと考え、解散の危機を解決したことなど参考になった。

また被災地への思いなど、新しい気付きになることが多かった。楽屋で富澤たけし

さんが話している時にカメラが寄っていくシーンで少し映像が乱れた。密着取材だ

からこその臨場感があると思いつつも気になった。 

 

○  ３月２９日(月)の逆転人生「人生１００年時代！楽しく学ぼうライフシフト」を

ＮＨＫプラスで見た。 
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 ＮＨＫプラスには、少しの隙間時間に見逃した番組を見る。もしくは当てもなく

プレイリストから選ぶという手軽さがあり、非常によいものだと改めて実感した。

番組では、１７年間主婦をしていた薄井シンシアさんが、その後ライフシフトを繰

り返し、人生の後半で逆転していく痛快さが見事に描かれていた。生まれて教育を

受ける。会社に就職し定年退職まで勤める。そして退職後死に至る。という３つのス

テージで考えられていた今までのライフスタイルに対し、マルチステージというこ

とばを使い、定年後も大きく環境を変え、仕事や生活を楽しむという実践例を知れ

た。番組後半に「無形資産」というキーワードが出てきて気になったが、その無形資

産は１番が知識・スキル、２番が健康、３番が人脈とのことだった。３つめの人脈

が、実はマルチステージの人生でとても重要であることを痛感し、考えさせられた。

経験者である薄井さんの「過去は重荷ではなく、荷物ではなく、未来への土台であ

る」ということばが、とても印象的だった。 

 

○  ３月２９日(月)の「いろどりＯＩＴＡ」を見た。「おおいた彩発見」のコーナーが、

石丸謙二郎さんから見る大分ディープ旅という内容で、３か月ぶりにリニューアル

していた。方言で人の心を開く技術と、石丸さんの魅力で引っ張っていくのを感じ

た。５０年ぶりに再会した由布院の老舗旅館の３代目との対談では、石丸さんの原

点になった出会いだと語っており、短い時間だったが心に残った。４月５日(月)の

放送では、九重町の野矢駅周辺で旅を始めるが、しばらく誰とも出会えない中、名誉

駅長と会い、さらに途中の畑で見つけた食材を使い石丸さんが料理をし、ご主人が

掘った温泉に入るという、とても心温まる展開だったが、多少出来過ぎではないか

と感じる内容だった。 新型コロナウイルス感染拡大下の状況なので、あまり無理せ

ず、コーナーを長く続けてほしいと思った。 

 

○  ３月３０日(火)の日本最強の城スペシャル（８）を見た。番組欄に小倉城が出ると

いうので絶対に見ようと思った。奈良大学の千田嘉博教授が模型やＣＧを使い、城

の形状や特徴を分かりやすく説明してくれ、納得できた。また教授自身が楽しそう

に話をしており、見ている側も楽しめた。タレントの村井美樹さんが城のイメージ

をしょうゆ顔、ソース顔などと表し、最初に見た犬山城の天守閣がかわいいおじさ

んに見えたという話も面白く、幅広い世代が一緒になって盛り上がっていることが

とてもよかった。昨今災害が多く、国土の強じん化は非常に大事なテーマだが、そも

そも城は地形や自然を考えて造られていることを改めて感じた。建物の強さだけで

なく、景観が価値になることを改めて感じた。火灯窓や唐づくりなどの専門用語は、

どこを指し、機能は何なのかなども説明があるとより関心を持てると思った。城は

方位や地相がとても大事だが、今回はあまり触れていなかったので、そのことにつ

いても聞きたいと思った。 
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○  ３月３０日(火)のＮＨＫ令和３年度予算審議～参議院総務委員会～を見た。端島

を扱った番組について質問しており、ＮＨＫが昭和３０年に制作した「緑なき島」に

使用している映像の真がんを問うものだった。質問に対する前田会長の答弁は、同

様の回答が繰り返され、納得できるものではないと思った。答弁の中で、昭和３０年

以前に撮影され、保管されていた炭鉱の映像が 140、全体で３０時間分あったほか、

「緑なき島」以外の端島炭鉱内部の映像の中には服を着ないで、つるはしを持って

いる映像があることを明らかにした。保管されている映像を活用して検証番組を制

作してほしいと思った。 

 

○  ４月９日(金)のくまもとの風「いまも一緒に生きている」を見た。熊本地震発生か

ら５年たち、どのような切り口で制作したのか興味を持って見た。地震でわが子を

亡くし、今も前を向いて生きることができない親の様子が描かれていた。分断され

た新阿蘇大橋がことし開通し、熊本城天守閣の公開再開が予定されるなど、前向き

な明るい話題が多い状況にある一方で、いまだに前に進むことができず苦しんでい

る人たちがいることを知ってほしいという意図を感じた。亡くなった子どもについ

て語ることは、想像を絶する痛みを伴うと思うが、その話のおかげで、当たり前に思

いがちな家族の存在のありがたさを再確認できた。さまざまな立場の人が社会には

存在し、一緒に生きていきやすい社会にしなくてはならないという気付きをもらっ

た。前向きに頑張る人だけでなく、全ての人に寄り添う姿勢を示した番組だったと

感じた。 

 

○  ４月９日(金)のかごスピ「やっぱり凄（すご）いぜ！桜島」を見た。噴火で形を変

えてきた桜島の成り立ちや、防災施設の建設現場の紹介、噴火当時を知る人の話な

ど知られていない桜島を訪ねる内容で、タイトルにも興味を持った。冒頭、映像やテ

ロップを使い、テーマを短い時間で紹介していくのも導入として引きつけられた。

土石流発生時の土石の除去作業は氾濫を防ぐために行っていることなど、初めて知

ることも多かった。また画面上に地図が出ていて分かりやすく、当時の写真や映像

なども織り交ぜていて様子が伝わった。また、展望所を訪れるシーンがあったが、天

候不良で何も見えず、天候のよいときに取材してほしかった。さまざまなテーマを

盛り込んだことは興味を引く一方で、全体的に内容が浅く、何を伝えたいかが見え

なかった。時々流れるＢＧＭが映像と合っておらず違和感があった。カメラの揺れ

と切り替えが多い箇所もあり、少し雑な印象を受けた。桜島と桜の映像を背景にし

た終わり方もありきたりでもの足りなく感じた。桜島のことを詳細に知らない人は

多いので、自然、災害、暮らしなどさまざまなテーマで今後も丁寧に伝えてほしい。
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また噴火のニュースによって風評被害が発生する場合もある。噴火があっても、平

然と暮らしている実態もあるので、そのような部分も伝えていってほしい。 

 

○  ４月１１日(日)のＮＨＫスペシャル「家族が最期を決めるとき～脳死移植 命め

ぐる日々～」を見た。家族の承諾により臓器提供できる改正臓器移植法の施行から

１１年を迎え、日本臓器移植ネットワークが全てのドナーを対象に行った調査を基

に、家族の葛藤を具体的な事例を通して、丁寧に描いた番組だった。臓器移植法改正

により、脳死による臓器提供数は８倍に増えたが、実態はなかなか見えてこない。近

年、報道自体も減っていたように思う。番組では、特に家族の葛藤を描くことによ

り、脳死について、また交通事故や自死のもたらす厳しい現実や悲しみ、臓器移植と

いう新しい医療について考える機会を提供できたのではないかと思う。特に息子の

臓器を提供した両親が、息子の一部分だけでも誰かの中で生きてくれることが、命

を継続させることにつながるのではないかと考える一方で、目の前で心臓が動いて

いる息子を自分たちが殺してしまうのではないかという恐怖を自身の口から率直に

話していて、胸を打たれた。悩んだ末に臓器提供しなかった家族のことも紹介して

いて、情緒的に流されることなくバランスにも配慮されていたように感じた。 

 

○  ４月１１日(日)のＮＨＫスペシャル「家族が最期を決めるとき～脳死移植 命め

ぐる日々～」を見た。突然家族が脳死状態になったとき臓器提供するかどうかとい

う、３つのケースが取り上げられており、決断までの過程が丁寧かつ細やかに描か

れていた。最初の事例は、脳波があり安堵した家族が、２日後には脳死と判定され、

臓器移植の判断を迫られる様子が描かれていて、決断までの時間がとても短いこと

を実感した。日頃から臓器移植について、家族、特に子供とさらに話をしておく必要

があると感じた。一方で、ドナー家族の気持ちの細部を描き過ぎ、メッセージがやや

散漫になった気もした。２例目は、自死した夫の臓器移植を決断した家族の話だっ

たが、ふさわしい事例だったのか疑問が残った。家族が苦しむ様子を見てつらくな

った視聴者もいると思うので、家族への長期的なサポートについても紹介してほし

かった。視聴後、アンケート調査の結果を見たが、ドナーとの続柄が、親が４割、配

偶者が３割、子供が１４％だった。今回は、最も判断に悩むであろう子供のケース

だったが、基礎情報としてこのような数字も紹介してほしかった。臓器提供に関す

る切り口は、ほかにもたくさんあると感じ、今後も多角的な番組を制作してほしい

と思った。 

 

○  ４月１１日(日)に再放送されたサラメシ シーズン１１ （１）「最後の母弁／さ

よなら藝大食堂」を見た。娘が小さい頃は構ってあげられなかったが、弁当を約２年
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半作ってきたことで、家族が徐々に一つになっていったというエピソードが面白

かった。番組に出ることが夢だったという母を、ディレクターが楽しそうに訪ねる

シーンも非常に好感を持てた。後半の東京藝術大学学生食堂では、新型コロナウイ

ルス感染拡大の中で学内に入れないため、教員をしているクリエイティブディレク

ターの箭内道彦さんに、撮影を任せた演出が逆に楽しかった。学長が食堂に来て、自

身が作曲した「不滅のバタ丼」という曲をバイオリンで弾くなど心温まるシーンが

たくさんあった。学生食堂も人が減り、学生を通わせることができないなど社会的

な背景を思った。俳優・中井貴一さんのいい意味で気の抜けたナレーションは心地

よいが少し寂しさもあり、変わっていく世の中や、さまざまな人生を感じた番組だっ

た。 

 

○  ４月１２日(月)に再放送されたグレートレース スペシャル「超高速！サバイバ

ル沖縄２００ｋｍ」(ＢＳ１ 前 0:42～1:31)を見た。初めてグレートレースに触れ、

全く知らない世界にとても驚いた。レースのドラマと沖縄の海、やんばるの森など

大変美しい景色もあり、見応えがあった。新型コロナウイルス感染拡大によりさま

ざまな大会が中止となる中、今回は出場数を絞って行われたことで、日本屈指のト

ップランナーが集まる大会になったようだった。レースで優勝経験がある選手の走

りは、200 キロであっても、一時は１キロ５分を切るというハイペースで、その肉体

と精神力に最も驚き、この過酷なレースはどのように撮影しているのかも大変興味

が湧いた。厳しいレースでありながら、給水や栄養補給、コース確認などは、家族や

友人のサポートで行い、いない人は自分で対応すること、さらに選手はプロではな

く、多様なバックグラウンドがあることにも驚いた。インターネットの普及により、

情報を選択し、好きなものだけを見聞する世の中になったと思う。その世界だけで

生きていくことはできるが、全く価値観が違い、理解できない世界に触れ、学ぶとい

うことがとても大切だと感じ、メディアの役割を強く感じた。人はなぜ走るのかと

いう問いかけの答えは分からないが、分からないからこそ、画面で活躍を見るのが

とても楽しみになった。取材も大変だと思うが今後も期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

熊本地震などの災害関連の放送に関して、今なお頑張っている

人を紹介することは、復興に対する理解や支援を拡大していくう

えでは非常に意味のある放送だと思う。しかしもう一つのねらい

である、災害に備え何をするか、あるいは起きたとき、どれだけ

犠牲を少なくできるかについては、ポジティブな伝え方だけでは

目的を達成できないと思う。バランスを取り伝えていくことが、

公共メディアとしてこれまで以上に大事になると思うので、災害
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報道に限らず、これからの番組づくりに生かしていきたい。 

 

 

ＮＨＫ福岡拠点放送局 

番組審議会事務局 
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